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プロローグ







　高たか原はら大和やまとは驚おどろいていた。




　入学式というものは、体育館に並べられたパイプ椅い子すに座すわり、偉えらい人のお説教を聞いて、立ったり座ったりおじぎをしたり、校歌や君が代を歌う退たい屈くつな儀ぎ式しきだと思っていた。

　少なくとも、大和が保育園小学校中学校と体験していた入学式ではそうだった。

　だが、私立宝ほう鳳おう寺じ学園高等学校の入学式は違ちがっていた。

　退屈ではなかったが、予想外の方向に振ふり切きれていて、あっけに取られるばかりである。

　大和がいるところは、お寺の境けい内だい。しかも、その隅すみのほうだ。

　入学式の主役であるはずの新入生は全員、境内の隅っこに追いやられているのである。

　スーツ姿の保護者たちも、これまた端はしのほうに佇たたずんで、興味深げに本堂の様子を見つめている。

　本堂にはお坊ぼうさんの坊ぼう主ず頭あたまが等とう間かん隔かくに並んでいて、声を揃そろえた読ど経きようが、高く低く流れていく。

　正面にある仏像の周りを黒光りする木の手すりが取り囲み、天てん井じようからは金色のキラキラした飾かざりが下がっていて、巨きよ大だいな花か瓶びんに花が仰ぎよう々ぎようしく生けてある。お寺は陰いん気きで抹まつ香こう臭くさいものという思いこみを裏切る賑にぎ々にぎしさだ。

　やたらと大きいお寺で、境内が広く、フットサルぐらいならできそうなほどの広さがある（もしもほんとうにフットサルをするなら、賽さい銭せん箱ばこや線せん香こうを立てた巨大な壺つぼが邪じや魔まだが）。

　観光寺院でもあるから、物見遊山の観光客がひきもきらずやってきて、おみくじを引いたりおまもりを買ったり、仏像に手を合わせたりして帰っていく。

　さらに視線を門のほうへと移動させると、数すう匹ひきの鹿しかが観光客から鹿せんべいをもらっている様子が見える。

「入学式、だよな？」

　大和は、隣となりに立つ那な波なみ亜あ由ゆ子こに小声で確かく認にんした。

　入学式という雰ふん囲い気きではなかった。大和の目には、お祭りにしか見えなかった。

「宝鳳寺の体育館は狭せまいから、灌かん仏ぶつ会えと一いつ緒しよにする、って先生が言っていたでしょ？」

　亜由子はくっきりした大きな瞳ひとみが印象的な女の子だ。小こ柄がらで大和の肩かたのあたりまでしか身長がない。

　ショートボブの黒くろ髪かみが縁ふち取どる顔は、アイドル歌手が裸足はだしで逃にげ出だすほどに愛らしい。おろしたてのブレザーの制服がよく似合い、彼かの女じよのかわいらしさを強調しているようだった。

　もっとも、大和にとって、亜由子はご近所さんでずっと一緒の幼なじみだから、かわいい系の女の子だとは思うものの、見慣れてしまって美人なのかどうかもわからない。

「乾かん物ぶつ？　ひじきや椎しい茸たけの？」

「灌仏会よ！　かんは灌かん漑がいの灌！　ぶつは仏っ！　花祭りよ!!　先生、さっき、言ってたでしょ？　大和ってば、聞いてなかったの？」

「聞いてなかった」

「入学説明会でも言ってたのに」

「俺おれ、二次募集で合格したんだよ。入学手続きを終わらせたときには、入学説明会終わってたんだ」

　大和が宝鳳寺に入学したのは、不運と偶ぐう然ぜんのたまものだった。

　滑すべり止どめのつもりで受験した私立高校がまさかの不合格。本命の市立は、風か邪ぜで試験を受けられなかった。二次募集のあった高校を慌あわてて探して受験し、合格した。それが私立宝鳳寺学園高校学校だ。

　宝鳳寺高校に対する予備知識は、偏へん差さ値ちが低く、仏教関係者だと名前さえ書けば入学できるとか、変人ばかりだとか、寺の子供ばかりだとか、バイアスのかかった情報だけだ。

　仏教系の学校とはいえ、大和が入学したのは普ふ通つう科かだし、普通の高校生活を送れると思っていた。いや、正確に言うと、そう願っていた。

　なのに、担任の先生からして普通ではない。なにしろ袈け裟さ懸がけのお坊さんだったのだから。

　先生のスキンヘッドを見たとたん、異次元に飛ばされた気分になって、思考力が奪うばわれてしまい、何も考えられなくなったのである。

「もう、大和らしいなぁ。灌仏会っていうのはね、花祭りとも言って、お釈しや迦か様さまの誕生日のお祝いよ」

「仏教のクリスマスってことか？」

「あ、そう説明すればいいわけか。ひとつ勉強になったわ。ありがとう」

「さすが寺の娘むすめだな」

　亜由子は、高原家のすぐ近く、龍りゆう庵あん寺じのひとり娘だ。彼女の父は住職で、近所の子供たちに勉強を教えていた。今でこそ塾じゆくの経営はやめているものの、大和もけっこう長く通っていた。大和の母が言うには費用が格安だったそうだ。

「この学校じゃ寺の娘なんて珍めずらしくないよ」

　僧そう侶りよの読経が止やみ、本堂の隅に並んで立っている先せん輩ぱいたちがいきなり歌い出した。のんびりした節回しの、眠ねむってしまいそうな歌だ。歌だけで伴ばん奏そうがないため、よけいに歌が間延びして聞こえる。

「なんでお寺で民みん謡ようを歌うんだよ？」

「ご詠えい歌かよ。仏教の教えを歌にしたものよ」

「賛美歌みたいな？」

「うん。そんな感じ」

　リーン、と、合いの手のように鈴りんが鳴る。

「上う手まいのか下手なのか、日本語なのかもわかんねぇ」

「日本語よ。ご詠歌って、極きわめるには一生かかるって言われるけど、先輩たちのご詠歌は、上手だわ。さすが仏教学校ね」

　式の最中に雑談なんてという感じだが、観光客のざわめきでかなりうるさく、雑談をとがめる人はいない。

　――なんでみんな平然としてるんだろ。普通は驚くよなぁ。やっぱり仏教関係者なのかな？

　大和は、周囲をそっと見み渡わたした。

　大和の前にいるのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だ。彼かれは青い瞳をキラキラさせながら、楽しくてならないとばかりに本堂を見つめている。

「ゼーン。ワビサビを感じマス。ファンタスティック」

　彼が感じ入ったようにつぶやいた。

「禅ぜん宗しゆうじゃなくてよ」

　ピシャリと言ったのは、彼の横に立つ日本人形のような女の子だ。背中を覆おおうストレートロングの黒髪が美しい少女で、ツンと顎あごをあげてまっすぐに前を見ている。

　切れ長の黒い瞳といい、整った鼻び梁りようといい、桜の花びらのような唇くちびるといい、絵に描かいたような美少女ぶりで、あたりを払はらうほどの美しさだ。

　同じ制服を着ているのに、いや、同じ制服だからこそ、彼女が凡ぼん百ぴやくの女子高校生とは違うことがはっきりとわかる。

　――この人も仏教関係者っぽいな。将来は尼あまさんになったりするのかな？　もったいない。綺き麗れいな黒髪をしているのに、スキンヘッドになるなんて。

「えっと、そのう、聞いてもいいか？」

　大和は、隣の亜由子に小声で聞いた。

　本堂に上がる階段の少し前、石いし畳だたみの中央に、不思議なものが置いてある。

　壁かべのない真四角な小屋は、犬小屋ほどの大きさで、その中には裸はだかの少年像が飾ってある。しかも裸の少年像はお盆ぼんの中に立っていて、お盆の中には茶色い液体がなみなみと入っている。

　壁のない犬小屋は、屋根に花が飾られて、これが特別に大事なものだとわかる。だが、特別に大事なものを、どうして石畳の上に置くのだろう。

「いいよ。何なの？」

「あの犬小屋のションベン小こ僧ぞうは何だ？　大事なものなんだよな？」

　周囲の生徒たちが、いっせいに息を呑のむ気配がした。非難の視線が大和に集まる。あきれているような、軽けい蔑べつしているような、ひややかな雰囲気に身体がすくんだ。

　ゴホンと咳せき払ばらいをしてたしなめる人もいて、大和は首をすくめてしまった。

　――うぅっ。やっぱり失言だったんだ。

　亜由子は肩を震ふるわせ、両手で口を押おさえて下を向いている。吹き出しそうになってこらえているのだ。

「最低ね！」

　斜ななめ前まえに立つ黒髪の彼女が吐はき捨すてた。眉まゆ根ねを寄せて睨にらみ付つける軽蔑の表情が、ゾクッと来るほど美しい。

　こういう女の子は、ミッション系の女子高で、生徒会長をしていそうなものなのに、仏教関係者だから進学先が限られてしまうなんて、気の毒だなと思ってしまう。

「あれは花はな御み堂どうっていうの。お釈迦様がお生まれになったルンビニを表現しているらしいわ」

　亜由子がささやいた。

「ってことは？」

「中に入っているのはお釈迦様よ」

　大和は絶句した。

　花祭りはお釈迦様の誕生日を祝うお祭りだと聞いた。

　あの犬小屋のションベン小僧が祭りの主役だったのだ。

「で、でも、あの茶色の液体。えっと、そのう、オシッコに見えるんだが……。しかもあのお釈迦様、裸だし」

　亜由子がもう耐たえきれないとばかりに笑い出した。

　大和に向けられる軽蔑と非難の視線が痛い。

　仏教関係者ではない生徒は、大和だけなのだろうか。

「裸じゃないわ。腰こしに布を巻いてあるでしょ。お釈迦様は生まれてすぐに七歩歩いて、右手を高く上げ、左手を下に指して、『天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん』っておっしゃったのよ」

　なるほど花御堂の中のお釈迦様は、右手を人差し指を立てたファイティングポーズにして「かかってこい」と威い嚇かくする一方で、反対側の手で地面を指し示している。

「どういう意味だ？」

「世の中で自分がいちばん偉い」

「生まれたばかりの赤ん坊がそう言ったのか!?」

　中二病をこじらせたんだな、と思ったが、口に出さない。

　非難の視線でいたたまれないのに、これ以上居い心地ごこちを悪くするようなことは言いたくない。

「じゃあ、あのオシッコみたいな液体は？」

　ゴホンゴホンと咳払いの音が響ひびいた。

　大和をたしなめているのだ。

「あれは甘あま茶ちや。お釈迦様がお生まれになったとき、甘かん露ろの雨が降ふってきたって言われているから、それにあやかっているの」

　そのとき、しゃらしゃらと鈴の音がして、保母さんらしいスーツ姿の女性が引く白い象を先頭に、子供たちが行進してきた。

　頭に金の飾りをつけ、七五三のように着き飾かざった幼児たちだ。鈴の音の正体は、幼児が頭につけている金の冠かんむりだったのだ。

　着物に袴はかま、それに草ぞう履りなので、歩きにくそうだ。ぐずっている子供もいれば、晴れがましそうな表情を浮うかべている幼児もいる。

　幼児たちは、みな、化け粧しようをしていた。しかも、異様なことに、眉まゆの上に黒い丸が書いてある。

　ＮＨＫの大河ドラマで出てきた、自分のことを麿と呼ぶお公く家げさんも、こんな化粧をしていた。

　白い象は足に滑かつ車しやがついていて、保母さんがヒモを引っ張ると、動くようになっている。象のキバは左右三本ずつあり、不気味な造作をしている。

「かわいい……っ」

　黙だまって儀式を見ていた女子生徒のひとりが声をあげた。ふわふわくるくるの髪かみをした、おっとりした女の子だ。造作の整った顔立ちをしているのに、黒くろ縁ぶちメガネが美び貌ぼうを損そこない、地味な印象に変わっている。

　かわいい？　あの白い象がかわいい？　あんなに不気味なのに？　キバが六本もあって、三日月型の瞳は灰色で、死んだ魚の目なのに？　どんな感性をしていたら、あの象がかわいく見えるのだろう。

「なんだあれは？　テーマパークのパレードかよ？　麿が大量にいるぞ」

　大和はこそこそと亜由子に聞いた。

「もう、大和ってばー、なんでいちいち面おも白しろいツッコミ入れるのよーっ。稚ち児ご行ぎよう列れつよ」

「麿のコスプレに見えるんだが。化粧してるし、麿眉だし」

「えっと、検けん索さくしてみるね。……位くらい星ぼしっていうんだって。身分を現す印だって。麿眉も同じね」

「コスプレ麿に、白い象か……」

「宝鳳寺幼稚園の園児たちよ。あぁ。かわいいっ。なんてかわいいの」

　メガネ娘が言った。彼女のかわいいは六本キバの異形の象に対する感想ではなく、袴と着物と金の冠で着飾った幼児たちであるらしい。メガネ娘はロリショタな性せい癖へきがあるらしく、飛びあがらんばかりにはしゃいでいる。

　亜由子が解説をはじめた。

「あの白い象はね、お釈しや迦か様さまのお母様のマーヤ様が、白い象が身体に入る夢を見たあと、お釈迦様を授さずかったっていう逸いつ話わがあって、それにもとづいているの。稚児行列は、花祭りにはつきものね。小さな子供は魂たましいが清らかだから、稚児行列をするんだって聞いたわ」

「サッカーの試合で、選手が入場するとき、子供と一緒に手をつないで出るよな？　それと同じようなノリか」

「あー。そうだね。うんうん。そんな感じ」

　頭に金の飾りを乗せた幼児たちは、花御堂の前に並ぶと、ひしゃくで釈迦像の足あし下もとに溜たまっている甘茶をすくい、釈迦像にぶっかけた。

　犬小屋の下の方は甘茶まみれになり、なるほどこれを地べたに置いたわけだと納なつ得とくする。

　頭に金色のお椀わんを伏ふせたような飾りを乗せた巫み女こ服ふくの女子生徒が、甘茶をぶっかけ終わった幼児たちに紙コップを渡わたしている。

　赤い袴、白い着物に、透すける上着を纏まとった巫女さんだ。神社にいるはずの巫女さんが、どうして寺にいるのだろう。

　幼児たちは、おそるおそる紙コップの中身を飲み、ぱっと笑えみを浮かべると、うれしそうに笑み崩れている。

　おかわりを欲ほしがって、何なん杯ばいも飲む幼児もいて、なごやかな雰囲気だ。

「あれ、何だ？　おいしいものなのか？」

「甘茶よ。子供にはおいしいでしょうね」

「あの人たち、巫女さん、だよな？」

「そうよ」

「なんで巫女さんが寺にいるんだよー？」

「巫女は神社にだけいるわけじゃないわ。それにあれは巫女服じゃなくて水干ね。あれ着てるの、宝鳳寺の先輩たちだと思うわ」

「わかんねぇ」

　常識が揺ゆさぶられ、脳のう味み噌そが悲鳴をあげている。

　キラキラしく派手派手しいお寺。

　お坊さんのお経きよう。

　先輩たちのご詠歌。

　犬小屋のションベン小僧。

　不気味な茶色い水。

　麿眉の化粧をしたコスプレ幼児。

　異形の白い象。

　お寺に巫女さん。

　大和はパニックに陥おちいった。普通科の高校の入学式が、どうしてこんなに不思議なことになっているのだろう。

「どうぞ。甘あま茶ちやです。おいしいですよ」

　巫女服の先輩から、目の前に紙コップを差し出され、反射的に受け取ってしまった。

　中に入っているのは、どろどろとたゆたう茶色い液体で、見るからに不味まずそうだ。

「飲めるのか？　これ？」

　イソジンのうがい薬そっくりなんだが、とは言わなかった。

　大和は紙コップを鼻に近づけ、匂においを嗅かいだ。わずかに薬臭い匂いがする。甘茶だというが、見た目はいかにも苦そうだ。

「飲めるけど、私、これ、苦手なのよね。でも、飲まなきゃダメよね」

　紙コップを受け取った亜由子が、ほんの少しだけ飲んで、げっそりした顔をした。

「やだもう。甘い」

　すぐ前の「ゼーン」な西洋人少年は、紙コップを傾かたむけて飲んだものの、目を白黒させて、苦しそうにしている。神聖な場であることはわかっているらしく吐き出すことはなかったが、粉にむせたようにゴホゴホと咳せきこんだ。

　似たようなことはあちこちで起こっていて、皆みなは咳き込んだり渋じゆう面めんを作ったりしている。おいしいものを飲んだときのリアクションでは決してない。

　紙コップの中の液体が、予想外の味であることがわかる。

　幼児が喜んで飲み、高校生が顔をしかめる飲み物。

　いったいどんな味だろう。甘い飲み物だったらおいしいはずなのに、彼らの反応は謎なぞだった。

「不味いのか!?」

「不味くはないけど、甘すぎて苦手なの。花か粉ふん症しようの人が甜てん茶ちやを飲むでしょ？　あの味よ」

　亜由子の解説を聞いても、花粉症ではない大和には、想像もつかない。

　だが、目の前で子供が、おいしそうに飲んでいる。おかわりしている幼児もいるではないか。飲めないことはないはずだ。

「わかった。飲んでやる。それ貸せ」

　亜由子から紙コップを受け取り、一気飲みする。

「えっ、ちょっと、私の飲みさしよ？　いいの？　か……だよぉ……もぉ、恥はずかしいよ」

　間接キスと声にならない声で呟つぶやきながら、亜由子が顔を真っ赤にさせた。

　耳まで顔を赤くしてうつむいている亜由子はかわいいが、大和はそれどころではなかった。予想外の味に身体が受け付けず、胃から逆流しそうになっていたのである。なんとか飲み干す。

「なんだこれ？　すげぇ甘い！　砂糖が大量に入ってるみたいだ」

「おいしかったんだ？」

「おいしくない。甘すぎて苦い。子供の頃ころ、風か邪ぜを引いたときに、小しよう児に科かで出された甘いシロップの風邪薬の味だ。子供は飲めるだろうけど、俺には不味いぞ。飲めない味じゃないけどよ。しかし、これが茶かよ？　信じられねぇ。こんな甘い飲み物が世の中にあったのかよ」

「グルメレポーターみたいね。待って。検索してみるね」

　亜由子がケータイを取りだし、ネットに入って検索をしはじめた。

「甘茶の甘さは砂糖の八百倍って書いてあるね」

「八百倍!?　まさか。ありえないだろ。八倍の間ま違ちがいじゃないのか!?」

「待って。別のサイト見てみるね。……こっちには千倍って書いてあるよ」

「砂糖の千倍の甘さ、かよ」

　大和は手に持っている紙コップを見た。

　角砂糖千個が紙コップの中に山盛りに入っている様子を想像し、胸焼けがしそうになった。

「糖とう尿によう病びようにならないか!?」

「ならないみたい。ノンカロリー甘かん味み料りようとして、糖尿病患者の食事に甘味付けとして用いられる、って書いてある」

「わかった。じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだな。毒じゃないもんな。ありがたい飲み物だしなっ」

　自分のぶんも、一息に飲み干す。

　喉のどの奥おくが甘く、ヘンな味のゲップが出た。

「飲めないことはない、よな。……うん」

　自分に言い聞かせるようにいう。

「私のも飲んでくださいデース」

　さっきのワビサビゼーン西洋少年が言った。

「すまん。飲みさしはちょっと」

　西洋人少年は、肩をすくめてふっとため息をつくと、顔をしかめて飲み下した。

「私のは飲んでくれたのに……」

「亜由子はいいんだ」

「あんたたち、つきあってるの？」

　背中から声を掛かけられて振り向くと、茶ちや髪ぱつにピアス、ばっちりメイクのギャル風女子がいた。

　仏教学校の抹香臭い雰囲気にそぐわない華はなやかな少女だが、宝鳳寺高校のブレザーの制服を着てこのあたりにいる、ということは、彼女もおそらくは同じクラスの仲間なのだ。

「そそそそんな、つつつつきあってないよっ」

　亜由子が噛みながら言った。手をバタバタさせてあわてている。照れている亜由子はすごくかわいい。

「幼なじみつーか……中三のときはクラスが別だったし……」

　亜由子との関係は、幼なじみ以上でも以下でもないが、彼女との距きよ離りが近くなったようでなんとなくうれしい。

「そのう、頼たのんでいいかな？　私の、まだ、飲んでないんだけど、飲んでくれない？」

　ギャル風女子が言った。

「おう」

　彼女から受け取った甘茶をごくごくと飲み干し、紙コップを返す。

「ありがとう。私、甘茶苦手でさ。困ってたんだ」

　甘茶の味を知っているということは、やはり仏教関係者なのだろう。

「あ、あの、私のも、飲んで欲しいの」

　メガネ娘がおずおずと言い、大和に紙コップを差し出した。

「わかった。飲んでやる」

　ぐいっと飲み干し、カラッポになった紙コップをロリショタメガネ娘に返す。

「僕ぼくのも頼んでいいか」

　背の高いメガネの少年が差し出してきた。

「ああいいぜ」

「ちょっと、もういいかげん、やめなさいよ。飲み過ぎよ」

　亜由子が心配して声を掛けたが、なんとか飲み干す。もうお腹なかはタプタプだ。

「あら、お兄さん。いい飲みっぷり。もういっぱいどう？」

　薬や缶かんを持った巫女服の先輩がにこにこしながら歩み寄り、薬缶を目の高さに掲かかげて見せた。

　こんな光景どこかで見た。テレビの刑けい事じドラマで定番のシーン。場末のスナックで、ホステスさんがお客に扮ふんした刑事にお酒を勧すすめるシーンだ。

　キラキラしく派手派手しい荘そう厳ごんなお寺が、いっきに下世話な雰囲気になった。

「いえ、もう、いいですっ。ご、ごちそうさまっ」

「そんなこと言わないで、もういっぱい行きましょう」

　手に持っている紙コップに、なみなみと甘茶が注がれる。

　――うぅ。もう飲めねぇ。

　表面張力でギリギリ持ちこたえているそれを、唇で迎むかえに行き、ずずずと飲んでいく。蜂はち蜜みつを塗ぬりつけられたみたいに口の中が甘い。

　――虫歯になったらどうしてくれるんだよーっ。

　大和はティッシュで口の周りを押さえた。胃がぐるぐるして気持ち悪い。

　仏教学校といえど普通科だから、普通の高校生活が送れるだろう、という大和の希望的観測は、甘茶並みに甘く、ティッシュのようにもろいことを、これから先、痛感するはめになるのだが、まだ大和は気付かなかった。







１章　仏教学校へようこそ







　高たか原はら大和やまとは安あん堵どしていた。




「入学おめでとう。我わが校こうは、仏教思想を建学の精神としています。仏教精神を基本に、楽しい高校生活を送りましょう」

　担任の青あお木き先生が、入学式で校長先生が話すようなことを言った。

　教きよう壇だんの上に立つ先生が、袈裟懸けのお坊さんである、ということさえ除けば、至って普通の教室で、花祭りのような驚きはなく、やっと息がつける。

　教室は普通だ、という事実は、大和を安堵させた。入学式などのイベントが異常でも、教室の中が普通なら耐えられる。クリスマスは年に一度しかないのである。

「我が校から生徒のみなさんに入学祝いがあります。出席番号順に名前を呼びますので取りに来てください。アラン・鈴すず鹿か・ミュグレーくん」

「はい」

　あのワビサビゼーンとおおはしゃぎしていた外国人だ。透とう明めいな石をつないだブレスレットを受け取り、ビューティフルと喜んでいる。

「卯うつ木ぎアリサさん」

「はい」

　茶髪のギャルが席を立った。ピアスじゃらじゃらにくっきりメイクの女子生徒。甘茶が苦手だと言っていた。

　みるからに派手な外見で、遊んでいる女の子という雰囲気だ。仏教学校の地味で静かな雰囲気にそぐわない。

　アリサは、坊ぼう主ずの担任から、透明な石をつないだブレスレットと、柄つかの左右に刃はがでたペーパーナイフみたいなものを受け取った。

　ペーパーナイフは手の中に収まりそうな大きさで、刃が短く、ずんぐりむっくりして、実用性は乏とぼしそうに見える。

　ブレスレットとペーパーナイフを受け取る生徒もいれば、ブレスレットだけの生徒もいる。いったい何が違うのだろう。

「なぁ、あれ、何だ？」

　大和は、小声で、隣の席の亜あ由ゆ子こに聞いた。出席番号順に、男子一列、女子一列で並ばされているので、那な波なみと高原は隣となり合あう席になってしまう。

「数珠じゆずと独どつ鈷こ杵しよよ」

　数珠はわかる。法事のとき、手につける飾りだ。仏教学校だからお葬そう式しきのときに使うように、という意味でプレゼントしてくれたのだろうか。

「どっこいしょ？」

「独鈷杵！」

「わかんねぇ。はじめて見た」

「お坊さんが持つの。悟さとりを妨さまたげるものを払う法具なの」

「ますますわからん」

「祭さい文もん美み穂ほさん」

　ロリショタメガネ娘だ。彼女は数珠だけだ。神しん妙みような面おももちで左手首につけている。

「鈴すず木き学まなぶくん」

　入学式のときに甘茶を飲んであげた男子だ。

　見るからに勉強ができそうな銀縁メガネの少年は、メガネのブリッジを指先で押し上げると、数珠を受け取り、席についた。

「高原大和くん」

「はい」

　担任の先生から数珠を受け取り、みんながしているように左手首につける。ガラス玉だろうか。透明な石をシリコンゴムでつないであり、パワーストーンのブレスレットやミサンガのようにも見える。

　手首に感じる冷たい石の感かん触しよくは違い和わ感かんがあった。その違和感は、仏教学校の生徒になってしまった、というような落ち着かなさを伴ともなっていて、戻もどれないところに来てしまったのだというようなうんざり感を誘さそう。手首のごろごろした感触がひたすら気持ち悪い。

「那波亜由子さん」

　亜由子は独鈷杵と数珠だった。

「山やま之の坊ぼう撫子なでしこさん」

　ぱっつん前まえ髪がみの、黒髪ストレートの美少女が、スッと立ち上がった。撫子なんて、ぴったりな名前だ。立ち居振る舞いも、外見も、いかにもな大和ナデシコだ。彼女が受け取ったのは、数珠と独鈷杵だった。

　窓から差し込む太陽光線に黒髪がキラキラして、真しん珠じゆの粒つぶが伝い落ちていくように光る。仕草のひとつひとつが絵になる少女だ。

「お数珠は左手首につけてください。仏教科の生徒には、独鈷杵を差し上げました。大事にしてくださいね」

　ということは、あの茶髪のギャルのアリサも、黒髪ストレートの撫子も仏教科だ。

　意外だった。寺の娘である亜由子が仏教科なのは当然としても、彼女らも将来は尼さんになるのだろうか。

　――あれ？　ヘンじゃね？　なんで亜由子と俺が同じクラスにいるんだ？　仏教科と普通科なのに。

　聞きたいのだが、聞ける雰囲気ではない。

「先生、数珠って、いつもつけるの？」

　アリサが聞いた。

「いつもですよ。休みの日もつけるようにしましょう」

「だっせえ」

　誰だれかが吐き捨てるように言った。

　大和は内心でうなずいた。たしかにこれは格好良くない。仏教学校の生徒であることをアピールするなんてまっぴらだ。

　宝ほう鳳おう寺じの制服はしゃれたデザインで、とくに女子の制服はかわいいのに、数珠をつけるだけで地味で静かな仏教色にまみれてしまう。

　そのとき、先生が、独鈷杵をぶんっと振ふり回まわした。

　銀色の軌き跡せきを引いて空中を飛んだ独鈷杵は、壁のコルクボードにダーツのように突つき刺ささり、ブルブルと震えている。

　お坊ぼうさん先生の、チョーク投げならぬ独鈷杵投げは迫はく力りよくがあり、生徒たちは沈ちん黙もくし、思わず背筋を伸のばしてかしこまった。

「すまない。悪さをしそうな餓が鬼きがいたもので」

　ガキ？　教室にいるのは担任の先生と生徒だけだ。幼児なんていない。

　生徒たちは不ふ審しんと不安の表情を浮かべながら、きょろきょろと周囲を見渡している。

「あ、ほんとね。餓鬼がいるね」

　亜由子が、ほんわかした口調で同意した。亜由子の視線を追っていくが、彼女は何もないところを見つめている。

　背中にぞわっと戦せん慄りつが走った。

　亜由子は、寺の娘で、霊れい感かんがある。悪さをしそうなガキというのは、悪あく霊りようなのではないか。

　皆も同じことを考えているのか、緊きん張ちようした面もちをして、顔を見合わせている。
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「子供なんていないぞ」

　大和はうわずった口調で言った。自分でも嫌いやになるほど、震えた声だ。肌はだが粟あわ立だつ。寒くないのにゾクゾクする。いてもたってもいられない。

「餓鬼っていうのは、仏教でいう霊のことよ」

　――やっぱ霊だ。それも悪霊がいるんだ……。

　皆も同じことを考えているらしく、教室の空気が音を立てて張りつめた。




　　　　　☆




「なぁ。亜由子。霊いる？」

　大和はこそこそと亜由子に聞いた。教室を出ても安心できない。廊ろう下かの陰かげや窓の外に霊がうごめいているようで怖こわい。緊張しながら、おそるおそる廊下を歩く。

　みためは普通の学校なのに、あのホームルームのせいで、校舎の中がやたらと不気味に感じられる。明日からこの校舎に通わなくてはならないなんて憂ゆう鬱うつだ。

「いないよ。安心して」

「そっか。よかった」

「そんな怖がらなくても。餓鬼なんてどこにでもいるのに」

「霊、怖くないのか？」

「怖くないよー。餓鬼は何もしないのよ」

「あ、もしかして、お数珠が悪あく霊りよう除よけになるとか？」

「ならないよ。お数珠は、お経を読んだ回数を、数える珠たまにすぎないの」

「へー。そうなんだー。アクセサリーだと思ってた」

「ふふ。そう思ってる人、多いみたいね。お経を読みながら何回読んだか数えるのって大変でしょ？　だから、一回読むごとに数珠をひとつ指先で押さえるの。ところどころ小さい珠が入っているでしょ？」

「うん」

　大和は左手首を目の高さに掲げた。

　亜由子の言うとおりだった。

　小さい珠がランダムに入っている。

「七個めに小さい珠が入っているから、ああこれで七回読ど経きようした、ってわかるようになってるの」

「ふうん。お数珠って、カウンターみたいなものか」

「そうね。交通量調査で、調査員がカチカチ押してるのあるよね。あんな感じ」

「ってことは、お数珠には、悪霊除けとか悪あく魔ま払ばらいの効果はないのか？　こうキリスト教の神父が悪霊に向けてロザリオをハッてしたら悪霊が消える、みたいな？」

「ハッてしたら餓鬼が逃にげていくのは、独鈷杵のほうね。あれはもともと長い柄のついた武器で、持ち歩くのに邪じや魔まだからって、先せん端たんだけが残ったものだから。仏教には、悪魔を払うなんて考え方はないの。お数珠は、仏教徒ですっていう印みたいなものよ」

「う、俺おれ、仏教徒なのかよ？」

「でしょ？」

「うぅっ」

「そんな嫌そうな顔をしなくても……。カトリックの高校の生徒がロザリオをつけるのと同じようなものよ」

　宗教なんて考えたこともなかった。

　高原家は、お正月は神社に初はつ詣もうでに行き、お盆はお祖父じいちゃん家の仏ぶつ壇だんに手を合わせ、クリスマスにケーキを食べ、神式結婚式と教会の結婚式と仏式葬儀に出席する、ごく普ふ通つうの家庭だ。

　親しん戚せきも両親も、大和も、特定の宗教を信しん奉ぽうしてはいなかった。あえていうなら無宗教だと思っていた。

　なのに、仏教徒の印の数珠を手首につけている。

　手首が重く感じられ、疲労感が増した。

「すげぇ入学式だった。ホームルームまでアレだもんな。すげぇ疲つかれる学校だ」

「そうかなぁ。私は居い心地ごこちいいけどなぁ。なんだか、やっと、自分の居場所を見つけたって感じがするの。担任の青木先生、霊感があるんだね。餓鬼が見えるなんてすごいよね」

「そうだ。亜由子、なんで仏教科と普ふ通つう科かが同じクラスなんだよ？」

「えー。今いま頃ごろそれを聞くの？　試験受けるとき、調べなかったの？」

「うん」

　高校に入れるならどこでもいいという状じよう況きようだったから、普通科の三文字に安心し、ろくに調べないまま入学した。

　一年一組で、事前知識のまったくない生徒は、大和だけかもしれない。

「なんか大和らしいなぁ。一年のときは、科に分かれずにみんな同じクラスで勉強して、二年のクラス替がえで科に分かれるの。仏教科が合わないと思ったら、普通科に入ることもできるみたいよ。仏教科から特別進学コースに変わることはできないけど、特進から普通科や仏教科に変わることもできるって」

「ってことは、一年のうちは、普通科でも、仏教っぽい授業、あるってことか？」

「うん。あるよ。仏教学とか、華か道どうとか茶さ道どうとか。般はん若にや心しん経ぎようの暗記は、わりと早いうちにさせられるみたいよ」

「お経に華道に茶道かよー」

　大和はため息をついた。

　普通の人間だったのに、仏教徒に強制改造されてしまいそうだ。大和の根本のところを、誰か知らない人物に勝手にいじられているような落ち着かなさだ。

「ねぇ。部活、何入る？　この学校、全員が部活に入らないとダメなのよ。ご詠歌部？　読経部？　茶道部？」

　亜由子は、廊下の壁に張り出されている部員募集の張り紙を見ながら聞いた。

　バスケットボールや卓たつ球きゆう、水泳、文芸部といったごく普通の部活から、かるた部、ご詠歌部、読経部、薙なぎ刀なた部ぶ、サンスクリット語部、パーリー語部といった、普通の学校にはなさそうな部活もある。

「かんべんしてくれーっ。部活ぐらい、仏教に関係ないのをやりたいよ。……うっ、壁に穴が空いてら。わ。なんだこれ？　畳たたみの部屋だ」

「茶室ね。この穴はくぐり戸よ。わぁ。本格的な茶室ねぇ。切り炉があるのね。すごいなぁ」

「わかんねぇ。俺にはただの狭せま苦くるしい畳の部屋に見えるぞ」

「切り炉と潜くぐり戸どのある本格的な茶室って、高校にはめったにないと思うわ。さすが仏教学校ね。茶道部もいいかも。法要に来られる檀だん家かさんに、作法に則のつとって、お茶をお出しできたらいいなぁ。ああ、でも、宝鳳寺の茶道部は体育会系だって言うよねぇ。華道もいいな。お寺に花を飾かざりたい」

「体育会系は大変そうだな。なるべくラクそうな部活がいいな」

「そうね」

　そのとき、おしゃべりの声が聞こえた。

「あなたは綺き麗れいね。素す敵てきだわ。なんて美しいのかしら」

　誰かを褒ほめ称たたえているみたいな口調だ。

　大和ははっとして足を止めた。

　扉とびらの上の木の板には、理科室と書いてある。今日は入学式で、部活もなければ理科の授業もない。

　扉のスキマから、黒くろ髪かみストレートの女子生徒が誰かに話しかけている後ろ姿が見えた。

「ゆ、幽ゆう霊れい……？」

　理科室の幽霊だろうか。

「仏教では幽霊って言わないの。餓鬼って言うのよ。言ったでしょ」

「餓鬼がいるのか……っ!?」

「まさか。餓鬼の気配なんて感じないよ」

　人間霊センサーだなと思ったが、口に出さない。

　彼かの女じよは霊が見えることを、普ふ段だんの生活では隠かくしている。さっきのホームルームのように、霊が見えることをクラスで言うなんて、いつもならありえない。

「デートしてるのかもよ」

「でも、綺麗だとか素敵だとか、女の子に向かっていうような雰ふん囲い気きだったぞ」

　お姉様が妹を裸はだかにして愛めでている、百ゆ合り百ゆ合りしいシーンを想像する。

　ドアのスキマから覗のぞこうとしたとき、扉の向こうから声が掛かった。

「そこの君、覗いてないで、入ってきなさい！」

　亜由子と大和は、顔を見合わせた。

　大和は、おそるおそるドアを開けた。

　同じクラスの黒髪の美しい女子生徒が、やけに丈たけの短い花を、試験管やビーカーに生けていた。

　いたいけな後こう輩はいの女子生徒はいず、いるのは彼女だけだ。

　彼女は、誰に向かって話しかけていたのだろう。やはり霊だろうか。

　頬ほおを赤らめ、ツンとして顎あごを上げている様子は、恥ずかしいところを見られて、照れ隠しにまじめな表情を浮かべているように見えた。

「えっと、なんとか坊撫子さん」

「山之坊よ」

「山之坊！　珍めずらしい名字だから、そうじゃないかと思っていたの!!　花を生けてるところを見てやっとわかったわ。若宗匠ですよね？」

　――ワカソウショウ？　何のことだ？

　撫子はほんの一いつ瞬しゆんだけ困こん惑わくの表情を浮かべたが、深呼吸すると、きっぱりと言った。

「ええ。私は山之坊の家元の娘むすめよ。でも、まだ、若宗匠になるかどうかわからないわ。候補のひとりにすぎないの」

「わーっ。やっぱりー。お逢あいできてうれしいです」

「そういうのはやめて。私はこの学校では、ただの生徒よ」

　さっぱり話が見えない。いったい何のことだろう。このぱっつん前髪の和風美少女は、有名人なのだろうか。

「若宗匠って何だよ？」

　大和は亜由子に聞いた。

「若宗匠っていうのは、次期家元の意味よ。山之坊って聞いたことあるでしょ？」

「聞いたことがあるようなないような……」

「あなた、まさか、山之坊流を知らないの？」

「えっとそのう、ヤマゴボウさんって、知らないです。すみません」

「……っ」

　撫子は息を呑のんだ。

　怒いかりと驚おどろきが入り交じった表情で見つめていたが、ふっとため息をつき、顔をほころばせる。

「そういうものかもしれないわね。私が思い上がっていたのかも」

「えーっ。そんなことないわ。普通の人間は知ってるはずよ。大和がオカシイのよ」

「ごめん。教えてくれ。何のことか、マジでわかんないんだ」

「いけばな山之坊はね、日本でいちばん古くて、いちばん大きな華道の流派よ」

　亜由子が解説した。

「ヤマゴボウって珍しい名字だな」

「山之坊さんよ。名前を間違えるのは失礼よ」

　亜由子がたしなめた。

「ヤマゴボウでもいいわよ。ヤマゴボウのお花って、清せい楚そで可か憐れんなの。生け花には向かないけど、好きな花よ」

　撫子をはじめて見たとき、しっとりした上品さと落ち着きとリーダーシップを感じた。カリスマ性がある女の子で、生徒会長が似合いそうだと思った。

　華道家元の娘で、将来は巨大流派を背せ負おう立場にいる少女だと聞いて納得する。彼女が放つオーラは、若宗匠候補の責任感によるものだ。

「ヤマゴボウさんは、何で宝鳳寺に？」

　寺の娘でないなら、何のために仏教科に来たのだろう。

「制服が素敵だったからよ」

　撫子はあっさりと言った。

「うん。そうね。制服すっごくかわいいよね。山之坊さんも、制服がかわいいって思ってるんだ。うれしいな」

　亜由子が仲間を見つけたように喜んでいるが、大和は首をひねった。

　そんな軽けい薄はくな理由で、進学先を選ぶような女の子ではないように思えた。

「でもよ。将来は華道のリーダーになるなら、大学で経営学が学べるように普通科に進むとか、美術とか、芸術とか、園芸だとか、そういった方面の高校に行くほうがいいんじゃないか？　なんでわざわざ仏教科に？」

「山之坊だからよね？」

「そうよ」

　亜由子と撫子がなごやかに会話をしている。

「山之坊だと、どうして宝鳳寺なんだよ？」

「いけばな山之坊の家元は、お坊さんでなきゃダメなのよね？　山之坊さん？」

「そうよ。山之坊の坊は、お坊さんの坊なのよ。宝鳳寺の仏教科を卒業すると、僧侶としての位がもらえるの」

「もったいない。そんな綺麗な黒髪をしているのに」

「僧侶の位と出家は違ちがうのよ。お坊さんの資格が得度なの」

「ふーん……。なんかよくわかんねぇけど……。ヤマゴボウさんは家元になるために、宝鳳寺に来たわけか」

「そうよ」

　彼女は、迷いのない手つきで花を生けていく。

　園芸部が使うジョウロに、理科室の備品のビーカー、台に並んだ試験管。丈の短い花。

　日本最古で最大流派の次期家元の作品にしては、花材にしても、器にしても、貧相に見えた。

「その花、花はな御み堂どうの？」

「そうなの。ゴミバコに捨てられていたから貰もらったの。こんなに鮮あざやかに咲さいているのに、捨てちゃうなんてかわいそう。綺麗に生けてあげるからね」

　愛いとしくてたまらないとばかりの優やさしい手つきと、おだやかな表情に見とれてしまう。

「さっき、ヤマゴボウさん、花に語りかけながら生けていたんだ？」

　撫子は、かっと顔を赤くさせた。

「悪い？」

「わ、悪くないけど……、かわいいなって思って……っ」

　撫子は、ひゅっと息を呑むと、ツンと顎を上げ、不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべた。顔はいよいよ赤くなってきて、耳まで真っ赤になっている。

　――あれ、怒おこってる？　つーか、照れてる？

　整いすぎて冷たくさえ見える顔だちが、頬を赤らめて瞳ひとみをゆらゆらさせていることによって、未熟な色気を感じさせ、やたらとかわいく見えてしまう。

「ちょっと大和、失礼よっ！　怒ってるよね。山之坊さん」

「そ、そうよっ。怒ってるわよっ。か、か、か、かわいいなんてバカにしないでっ」

　盛大に照れる撫子はかわいかった。

　やがて、お花を生け終わり、撫子はゴミを片づけると、理科室の机の中に入っていたプリントの裏にサインペンを走らせた。




【華道部員募集中。

　宝鳳寺高校伝統の華道部を復活させませんか。

　いけばな山之坊の家元の娘が手ほどきをします。

　毎週木曜日放課後　理科室にて

　連れん絡らく先さき　一年一組　山之坊撫子】




　廊下に出た撫子は、プリントを壁かべに貼はり、その下に椅い子すを置いた。

　そして、廊下と理科室を往復して、華道作品を廊下の椅子の上に並べていく。

　ジョウロの水入れ口に丈の短い花がこぼれんばかりに生けられてあり、その前にビーカーと試験管が並べられ、これまた丈の短い花が生けられている。

　ジョウロの赤が、やさしいピンクの花々を鮮やかに引き立てて、いい感じでバランスが取れている。ビーカーと試験管という意外性のある花器が、オブジェのように配置され、ジョウロの赤を透すかして、ビーカーまでも花のように見える。

　素人しろうと目めにも、この華道作品のすごさがわかる。

　花も器もありあわせなのに、その一角だけが鮮やかに美しい。

「なんか奇き抜ばつ、じゃなくて、斬ざん新しんだな。綺麗だ」

「わかるの？」

　亜由子が唇くちびるをとがらせながら聞いた。

　彼女がこういう顔をするときは、機き嫌げんが悪いとき。そして、その機嫌の悪さを、けどられまいと思っているとき。なんでこんな顔をするのだろう。

「華道の善よし悪あしはわからねぇけど、綺麗かどうかはわかる。この作品は、綺麗だ。なんていうかバランスがいい感じがする」

「当然よ。私を誰だと思っているの。山之坊撫子よ。あなた、いい美的感覚をしているわ。華道に向いているのかもしれないわ。華道部に入りなさいな。私が教えてあげるわよ」

　撫子は、クッと顎をあげて言った。

　謙けん遜そんや謙けん虚きよさとは無む縁えんの、自信と自負に圧あつ倒とうされる。

　普通の女の子が口にすれば失しつ笑しようもののセリフなのに、傲ごう慢まんに見えないのは、彼女の実力が本物だからだろう。

　撫子は、選ばれた少女なのだ。家元の娘として生まれ、自分が特別だということを自覚して、その重責を当然のことと受け止めている。

「部員、何人集まってるんだ？」

「私ひとりよ」

「えーっ。ひとりじゃ部にならないだろ？」

「部員六人以上で部になるの。五人以下だと同好会扱いね」

「同好会と部は、どう違うんだ？」

「部だと花材費は学校から出るの。同好会だと自分たちで負担するの」

「金がいるわけか」

「そうね。一回千五百円程度だけど。それに、部になると、華か道どう甲こう子し園えんにエントリーできるわ。宝鳳寺の華道部、ずっと休部状態だったの。昔は華道甲子園の常連優勝校だったのに。私は華道部を復活させたいの」

「わかった。俺が入ってやる」

　宝鳳寺は、全員が部活に入らなくてはならない。華道に興味はないが、なるべくラクそうな部活がいいと思っていた。その点、華道部は、週一回で、体力がいらなそうだ。

「またでた……」

　亜由子があきれた口調で言った。

「何かしら？」

　撫子が聞く。

「大和って、いつもそうなの。かまいたがりっていうか、おせっかいっていうか、脊せき髄ずい反はん射しやで、俺がやってやろうか、俺が入ってやろうか、って、頭を突っ込んじゃうの。貧びん乏ぼうくじを引いちゃうの」

「あら、華道部は貧乏くじじゃないわ。宝鳳寺の華道の授業って厳しくて、サボるとたちまち赤点がつくそうよ。授業の華道は三十人の生徒に先生ひとりだけど、華道部なら私がマンツーマンで教えます」

　撫子は、華やかな笑えみを浮かべた。

「そういやうちの父も、そんなこと言ってたなー。宝鳳寺の授業で、華道がいちばん大変だったって。まぁ、お父さんって、不器用な人なんだけど。うーん。赤点取りたくないしなぁ。……大和が入るなら、私も入ろうかなぁ」

「あらほんと？　うれしいわ。これで三人ね。歓かん迎げいします」

　撫子は花がこぼれるように笑うと、亜由子の手を握にぎった。左手も重ねてきゅっと握あく手しゆする。

「よろしくね」

「よろしくお願いします」

　亜由子はどぎまぎした表情で、握手を受けている。

「高原くん。よろしくね」

　撫子は、すぐに大和にも握手する。意外にも、キズあとだらけのごつごつした手だ。

　彼女は、さらに左手を重ねた。温かくてやわらかい手に包まれる。握手なんていう大人っぽい挨あい拶さつに、胸がドキドキと高鳴った。

　いい香かおりが漂ただよってくる。花の匂におい。華道家元の娘は、花の香りを纏まとっていた。

　頬がかぁっと熱くなる。

　大和はそっと撫子を見た。

　――まつげ長い。目がキラキラしてる。

　こうして近づくと、撫子がほんとうに美しい少女であることがわかる。

　彼女はすぐに握手をほどいたが、永遠のように長く感じた。

「大和ってば、鼻の下が伸びているよ」

「そ、そうか」

　大和は、ぱっと手を離はなすと、鼻の下を手の甲こうでこするアクションをしてごまかした。




　　　　　☆




　大和は、バスの車窓を流れていく景色を見ながら、はぁっとため息をついた。

　バスは県庁の前を通り過ぎ、奈な良ら地方裁判所の前で信号待ちをした。

　十匹ほどの鹿しかがたむろして、のんきに草をはんでいる。

　人間の数より鹿のほうが多いのではないかと思うほど、あちらもこちらも鹿だらけだ。

　観光客が近寄って鹿にタッチするが、鹿は知らないフリを決めこんでいる。のどかな光景なのに、その平和さが嫌いや味みに思えて、居い心地ごこちの悪い思いをもてあます。

「六千円かぁ……」

「何のこと？」

　隣となりに立ち、時間割を見つめている亜由子が答えた。

「華道部の費用」

「そうね。一回千五百円で、月に四回だから、六千円ね」

　ゲームソフトを買うためなら六千円は惜おしくない。ＵＳＪに行ったなら、六千円ぐらい簡単に使ってしまうだろう。

　だが、自分から入部すると言いだしたとはいえ、さして興味のない部活のために、毎月六千円を払はらうのはきつい。東京の母に頼たのんで六千円多く振り込んでもらったほうがいいだろう。

　共働きの両親は、電機メーカー勤務の父がベトナムに単身赴任、銀行員の母はこの春から東京に単身赴任した。

　広いマンションにひとりきりの生活は、気楽な反面大変で、とまどうことも多い。料理は趣しゆ味みの範はん疇ちゆうなので自じ炊すいするのは苦ではないのだが、なにより困るのは、相談できる大人が身近にいないことだった。

　宝鳳寺の入学式での驚きも、大和の根っこのところを勝手に改造されそうな違和感も、自分でなんとかするしかない。

「部活になったら、六千円は学校持ちだから大だい丈じよう夫ぶよ」

「だよな」

　あと三人も集まるだろうか？

　いくら部長が華道家元の娘でも、普通の生徒は、普通の部活に入りたいと思うのではないか。

　いや、変人ばかりというウワサの宝鳳寺だ。普通の生徒なんているのだろうか。

「部活で山之坊さんに教えてもらったら、華道の授業、楽になるよ。華道と茶道の授業は週一回ずつあるね。仏教学が週二時間。体育は週に一時間だけなのね。少ないね。保健も週一回あるけど、これは教室で受ける授業よね。……あ、薙刀の授業が週一であるわ」

「薙刀ぁっ!?」

「だって宝鳳寺って、昔は僧そう兵へいが守る寺で有名だったのよ。宝鳳寺流薙刀術っていうのがあるぐらい。我わが校こうでは宝鳳寺流薙刀術を教えますって、教頭先生が入学説明会で言ってたよ」

「聞いてない」

「ああ、そうだったよね」

　大和が入学を決めたときは、入学説明会のあとだった。大和の宝鳳寺学園に対する事前知識はゼロに近い。

「そ、その、……お、俺も、薙刀、し、しなきゃいけないのか？」

「みたいね。お姫ひめ様さまがする武道でしょ。すごく楽しみ。早く授業がはじまらないかなー。楽しそうな授業ばっかりでうれしいな」

　喜ぶ亜由子とは裏腹に、普通の高校生活とかけ離れた授業内容に、大和はげっそりするばかりだ。

　大和は左手首のお数珠を見た。

　数珠。独鈷杵。ご詠歌。読経。花祭り。甘あま茶ちや。餓鬼。薙刀。茶道。華道。仏教学。興味のない部活。知らない世界。

　普通の高校生活を送るはずだったのに、どうしてこうなってしまったのだろう。

「大和ってば、疲れた顔しているね？」

「うん。疲れた……」

「入学一日目で疲れないでよー」

「うん。がんばるよ。いま辞やめるわけにはいかないしな」

「辞めるなんて言わないでよ。仏教学校っぽい授業が多いのは一年のときだけだし。二年からは、普通科の普通の授業になるんだから、ちょっとの辛しん抱ぼうよ」

「そうだよなぁ。一年の辛抱かぁ。長いよなぁ」

　騒さわいでいるうちに、バスは瓦かわら町ちようバス停に到とう着ちやくした。

　買ったばかりのＣＩ-ＣＡシーカ定期券を読みとり機にタッチし、バスを降りる。

「学校辞めたら、このＣＩ-ＣＡも無む駄だになっちゃうんだよ」

「本気で言ってるわけじゃねぇよ。冗じよう談だんだって。まさか入学一日目で学校辞めるわけねぇって」

　亜由子と二人、肩かたを並べて歩いていく。

　龍りゆう庵あん寺じの門の前に来た。

「よってかない？　カラオケセットがあるのよ。カラオケしようよ」

「えーっ。先生、今日は法要で入学式に来られなかったんだろ？　勝手に上がり込んでいいのか？」

　先生とは亜由子の父で、龍庵寺の住職のこと。

　大和は子供の頃ころ、住職の経営する塾じゆくに通っていたので、先生と呼んでいる。

「法要は昼に終わるはずだから、お父さん、もう帰ってるはずよ」

　門をくぐり、細くて長い参道を歩いていく。参道の脇わきには塀へいに囲まれた墓地があり、塀の向こうの卒そ塔と婆ばを眺ながめながら奥おくに入ると、本堂と寺じ務む所しよ（住職の屋や敷しき）がある。

　子供の頃は何とも思わなかったのだが、墓地の奥に家があるというのは、どんな気分なのだろうか。亜由子は霊感がある。墓地は霊がいっぱいいるだろう。

　霊は何もしないし、怖くないと言っていたが、いやになったりしないのだろうか。

「ただいまーっ。お父さん、帰ってる？」

　亜由子は、本堂のすぐ横、寺務所の扉を開けた。

「おーっ。帰ってるぞー」

　テレビを見ているのだろうか。文化人タレントが教育問題について批評する音声が聞こえてくる。

「お客さんがいるのよー」

「わかった。すぐ行く」

　テレビの音が消えて間もなく、作さ務む衣え姿にスキンヘッドの住職が上あがり框がまちに立った。

「こんにちは。先生。久しぶりです」

　住職は、子供の頃、塾に通っていたときと、さして変わっていない。

「えっと。……ああ、大和くんだな。久しぶりだ。大きくなったなー」

「先生は変わりませんね。あんまり年を取ってないんだ」

「うれしいことを言ってくれるじゃないか」

「大和ね、宝鳳寺に入学したの」

「えっ？　なんでまた？　大和くんは普通の家庭だったよな？」

　先生の口調だと、宝鳳寺に入学するのは『普通じゃない家庭』ということになる。

　――確かに宝鳳寺は普通じゃないよな。

　なんてことは、思っていても口に出さない。

「それが、滑すべり止どめを落ちて。本命は風か邪ぜで受けられなくて……。二次募集のあるところで普通科の高校ならどこでもいいやって試験受けたら合格して……」

「あはは。そうか。驚いたろ？　宝鳳寺高校って、変わってるからなぁ」

「そ、そんなことは、ないですよ……」

　あいまいに笑っておく。同意すると、寺が変わっているという意味になり、先生や亜由子を不ふ愉ゆ快かいにさせてしまいそうだ。

「顔が引きつってるぞーっ」

「お父さん。カラオケセット使うよー。大和ってさ、花祭りにびっくりして、疲れたって言ってるから、元気だしてもらおうと思って」

「おう、いいぞー。確かに宝鳳寺の入学式は独特だよなぁ。普通の人間だと驚くよな」

「そ、そうですね。驚きました。仏教学とか薙刀とか、茶道とか華道とかの授業あるんですね。びっくりしました。仏教学って難しそうだなぁ。……なんかちょっと不安ですね」

「私もカラオケ参加させてもらうぞ。大和くん、そんなところに立ってずに上がってくれ」

「お邪魔します」

「私はウーロン茶を用意してくるよ」

　住職はさっさと歩き去ってしまった。住職にお茶を用意させるなんて悪い気がしたが、亜由子が先に立って案内をはじめた。

「お父さん。先にカラオケ、用意しとくね。……大和。こっちこっち」

「え？　塾の部屋じゃないのか？」

　普通の民家と違い、寺務所はかなり広く、部屋数が多い。

　子供の頃、よくお邪魔したのは、塾の部屋だ。

　プリントを解いて、住職の先生に丸をつけてもらうだけの簡素な塾だが、亜由子や他の友達と一いつ緒しよにおばさんが作ったクッキーを食べ、雑談しながら勉強するのが楽しかったことを覚えている。

「塾の部屋だと歌声が漏もれちゃう。大きな声で騒げないでしょ？　防音の効いた部屋があるのよ」

　亜由子のあとをついて、迷めい路ろのような廊下を歩く。

「ここよ。入って」

「って、本堂じゃねぇかよっ!?」

　宝鳳寺よりはコンパクトだが、奥の仏像、金色のきらきらした飾り、須しゆ弥み壇だん、木の柵さく、賽さい銭せん箱ばこの配置はまったく同じだ。

　本堂の中は、静せい謐ひつな空気が流れていて、ここが神聖な場所であることがわかる。

　亜由子は、何を思っているのか、ドアを閉め、雨戸を閉めた。

　春の陽光にあふれていた本堂がたちまち暗くなり、不気味な雰囲気に変わる。電気は点ついているのだが、目が慣れないせいであたりの様子が見えにくい。

「今日は暑いね。四月なのに」

　亜由子は、ブレザーの上着を脱ぬいだ。ぶるんと首を振ふると、ショートボブの髪かみがさらりと流れ、ブラウスの胸を押し上げているふくらみがぷるんと揺ゆれた。甘あま酸ずっぱい汗あせの匂いにどきんとする。

　暗い部屋、しかも密室に二人きり。

　亜由子は、大和を誘さそうように笑っている。

「入れて……」

　サクランボのようにぷるっとしたピンク色の唇が、意味深な言葉を紡つむぐ。

　甘くてせつない魅み惑わくの言葉。

　それは、健康で健全な男子高校生を惑まどわせた。大和はひたすらあわてるばかりだ。

「わーっ。わわわっ。わーっ」

　顔から火が出そうに熱い。顔はいま、真っ赤になっていることだろう。

「ふふっ。何をわーわー騒いでいるの？　カラオケセットのコンセントを入れてって頼んだのよ」

「え？　カラオケセット？　これか？」

　テレビにつなぐタイプの、ワイヤレスマイクがついたカラオケだった。

　五十インチほどもありそうな、やたらとでかい薄うす型がたテレビが、壁かべ際ぎわにででんと置かれている。

「って、何でテレビがあるんだよーっ。本堂だろぉーっ!?」

「本堂でカラオケするとね。音が反はん響きようして歌が上手に聞こえるの。完全防音で、外に音が漏れないしね」

「えっと、その、本堂って、祈いのりを捧ささげる神聖な場所だよな？」

「お釈しや迦か様さまも喜んでくださるわ。……何歌う？　新曲もオッケーよ」

「ん、じゃあ、ＳＭＡＰの新曲を……って、違う、なんか違う……」

　大和は頭を抱かかえた。

「何が違うの？」

「本堂でカラオケするのって、お寺だと普ふ通つうなのか？」

「普通はやらないわねー。ウチだけだと思うわ」

「ご詠歌ならまだしも……」

「うーん。ご詠歌は、ウチのカラオケセットには登録されてないなぁ。それにご詠歌は、はじめての人には無理よ。楽がく譜ふを読むのだって難しいんだから。……私はきゃりーぱみゅぱみゅにしよっと」

　亜由子はリモコンを操作して、曲番を登録した。

「ＳＭＡＰの新曲だよね？」

「いいよ。いいけど……」

　花祭りのお釈迦様をションベン小僧呼ばわりして、非難の視線をたっぷり浴びたばかりなので、本堂カラオケに動どう揺ようする。

「ウーロン茶持ってきたぞー。亜由子、父さんはキョンキョンの『大和ナデシコ七しち変へん化げ』だ」

「新曲ですか？」

「懐なつメロよ。二十年ほど前の歌だよね」

「そうだ。父さんの青春だー。輝かがやいていたんだ。あの頃は。私はまだ有髪でなぁ。本山に修しゆ行ぎように行く前の流行歌だ。吉きつ川かわ晃こう司じに聖子ちゃんにチャゲアスに……ああ懐かしいなぁ……」

　住職の思い出話を、きゃりーぱみゅぱみゅのアップテンポな前奏が破った。

　亜由子がワイヤレスマイクを持って歌いはじめる。ステップを踏ふみ、フリをつけた、なかなか堂に入った歌いっぷりだ。亜由子の甘い声がきゃりーの雰囲気にぴったり合って、なかなかいい。

「おーっ。いいぞーっ。私の娘は世界一だーっ」

　住職が、木魚の陰かげからタンバリンを取りだして、しゃらしゃらと鳴らしはじめた。

　本堂カラオケではしゃぐ『おおしさん（住職）』は、頭が痛くなりそうな光景だった。

　塾に通っていたころの先生は、子供心にも立派な大人に見えたのに、こんなにもノリが良くて軽い人だったのか。

　大和の番が回ってきた。

　亜由子はそのままマイクを持ち、コーラスをしはじめた。

　音が反響して、自分の歌がやたらうまく聞こえる。亜由子のコーラスと、住職のタンバリンのおかげもあるのだろう。

　一曲歌い終わるとスッキリして、気分が良くなった。

「次は私だ」

　住職がマイクを持って歌いはじめた。

　調子外れな歌声にあっけに取られる。
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「こういう歌？　はじめて聞く歌なんだけど」

　亜由子にこそこそと聞く。

「違うよ。お父さん、歌下手なの」

　テレビ画面に歌詞の文字が出て、歌に合わせて色が変わっていくのだから、その通りに歌えばいいようなものなのに、どうしてこんなに調子が外れるのだろう。

「字幕、出てるのに」

「字幕の通りに歌えないのよ。お父さんって、ご詠えい歌かも下手だよね」

「お父さんはお経きようと法話は上う手まいぞーっ。坊ぼう主ずはお経かご詠歌かしゃべりか、どれかひとつが上手ならやっていけるんだぞー。お経と法話が得意なお父さんは、坊主の鏡だぞー」

　間奏のところでマイクに向かって話すものだから、ひたすらおかしい。

　――笑っちゃダメだ。失礼だ。

　お腹なかに力を入れて堪こらえるのだが、腹筋がプルプルして持ちこたえられそうにない。

　そもそも選曲そのものが間ま違ちがえているのではないか。「どっちもこっちも輝け乙女おとめ」だの、「乱れて飛ぶ恋こい心ごころ」だの、「恋の振ふり袖そで」だのを、作務衣姿のスキンヘッドの住職が、お経で鍛きたえた重低音で歌うものだから、もはやコミックソングとなり果てていた。

　本人は、気持ち良さそうにしているところがおかしさを引き立てる。

　亜由子は慣れているのか、涼すずしげな顔をしてリモコンを操作している。

「次、ＡＫＢ入れよっと。大和、何入れる？」

「あっとそうだな。ゆずの新……」

「恋せ～よ。乙女～っ」

　野太い声に、ついに堪えていた笑いが堰せきを切ってしまい、吹ふきだした。

「すみませんっ。あははっ。ど、どうしようっ。止まらねぇ……っ」

　涙なみだを流して笑ってしまう。

　住職の歌が終わり、亜由子が『さよならクロール』を歌いはじめたが、ひとたび起こった笑いの発ほつ作さはなかなか納まらなかった。




　　　　　☆




「はーっ。喉のど痛い。耳がキンキンしてらー。歌いすぎたぁ……」

「スッキリしたか？」

「はい。先生、ありがとうございました。すげぇ楽しかったです」

「ふふ。疲つかれ、取れた？」

　亜由子が聞いた。

「うーん。そうだな。とりあえず明日も学校に行くよ。華か道どう部ぶに入るって言ったばかりだしな」

「大和くんは、華道部に入ったのか？」

「はい。なんていうか、なりゆきで」

「華道は大変だぞ」

「た、大変なんですか？　宝鳳寺の勉強、厳しいとか……？」

「華道以外はそれほどでもないが……。また遊びに来い。なんなら勉強持ってきてもいいぞ。ただで見てやる。華道はダメだが」

「はい。ありがとうございます」

「お父さん。華道下手だよねー。花か瓶びんにお花をポンって突っ込むだけよ」

「読ど経きようと法話は上手だぞ。坊主ってのはな……」

「お父さん、会話がループしているわよ」

「失礼します」

　大和は、玄げん関かんに向かって歩き出す。

「亜由子、気を遣つかってくれてありがとう。なんかすげぇうれしかった」

　大和を心配し、親切にしてくれた。カラオケのスッキリ感にも増して、亜由子のやさしさがうれしい。

「仏教の教えはね、『私は幸せ、あなたも幸せ』『私はオッケー、あなたもオッケー』なのよ。私もカラオケで楽しくて、大和も楽しくて、両方オッケーでしょ？」

「自利利他、二利円満っていうんだ」

　住職が言葉を添そえる。

「自利は自分の利益、利他は他人の利益。自分も他人も利益が出るように、って考えるんだよ」

　大和は、ありがたい仏教の教えを聞きながら、小さな失望を味わっていた。

　亜由子が特別に親切にしてくれたと思って、胸の奥がくすぐられるようなうれしさを覚えていたのに、そのわくわくした満足感が、小さな泡がぷちんぷちんと弾はじけるようにしてしぼんでいく。

　カラオケは楽しかったが、『私は幸せ、あなたも幸せ』『私はオッケー、あなたもオッケー』という言葉には、大和でなくても誰だれでも同じように親切にしますよ、と言われているようで寂さびしくなる。

　亜由子と二人きりになったとき、あんなにも舞い上がった自分が恥はずかしい。

「ふぅん。俺おれにはそのう、よくわからないけど、いい考え方だと思います」

　せつなくなってしまったことを気取られたくなくて、なおざりに応え、玄関のドアを開けた。

「仏像に手を合わせて拝むときも、自分が幸せになれますように、じゃなくて、みんな幸せになりますようにって拝むの。それが仏教の考え方なの」

　亜由子が何か言っているが、大和は聞いていなかった。

　大和は目の前の光景を見て、立ちすくんでいたのである。

　すっかり陽の落ちた参道に、黒い人ひと影かげがいた。饐すえたような匂いがたちこめていた。

　瘴しよう気きが凝こごって人の姿を取ったかのような、不気味な、黒いシルエット。

　霊れいだ。オバケだ。餓が鬼きだ。墓地に囲まれているのだ。オバケがでて当然だ。

　大和は何もできずぽかんと立ちつくすばかりだ。

　やがて、その人影が、賽さい銭せん箱ばこに棒のようなものを突っ込んでいることにやっと気付く。

　彼かれはのっそりと上半身を起こすと、賽銭箱に突っ込んでいた棒を振り上げた。

　月明かりの中で、彼は熊くまのように大きく見えた。不ふ審しん者しやの持つ鎌かまのような棒の切っ先は、大和の頭上を狙ねらっている。

　そのとき、安っぽい音を立てて小こ銭ぜにがぽとんと落ちて、張りつめた緊きん張ちようを破った。オバケではない。人間だ。賽銭箱から小銭を盗とろうとしていたのだ。

　金かな縛しばりがほどけた。大和は悲鳴をあげた。

「さ、賽銭泥棒っ！」

　自分でもいやになるほどかすれた声だ。大きな声を上げたいのに、泥棒と叫さけびたいのに、どうして自分の声帯は言うことを聞かないのか。

　大和は、続けて外に出ようとした亜由子を後ろ手を伸のばして押しとどめた。

「危ない！　出るなっ」

「なあに、何なの？」

「家の中に入ってろっ」

　どうすればいい？　悲鳴も上がらない。頭がぜんぜん回転しない。それこそ薙なぎ刀なたでもできたら別だろうが、武器もなく力もない大和には、謝あやまって許してもらうことしか思いつかない。

　――謝罪、……そうだ！

　土下座をしようとして両りよう膝ひざをついたとき、賽銭泥棒が大和より先にジャンピング土下座した。

「すみません。住職おおしさん。すみません。すみませんっ」

　目の前にいるのは、初老の貧相な男性だ。熊のように大おお柄がらな泥棒だと思ったのは、大和の恐きよう怖ふが見せた錯さつ覚かくにすぎない。

　鎌に見えたのは、先せん端たんにガムテープを巻いた孫の手だった。曲がったところにガムテープを巻き、賽銭箱に突っ込んで、小銭を拾い上げていたのである。

「おーっ。タカさんか。金が必要だったら、言ってくれたらいいのに。賽銭泥棒は犯罪だぞー」

　亜由子のあとからでてきた住職が、のんびりした口調で言う。

「えっと、そのう、住職おおしさん。ベルを鳴らしたんですが、反応が無くて。で、出来心で」

　大和の目には、出来心には見えなかった。タカさんは、先端にガムテープを巻いた孫の手を用意していた。魔まが差して盗ぬすんでしまった、というふうには見えない。常習者ではないのか。

　だが、大和は部外者だ。言ってはいけない。そんな気がした。

　住職も亜由子も、わかったうえで、出来心ということにしているのだろう。

「すまない。カラオケしてて、ベルの音が聞こえなかった。おーい。亜由子。千円とテレホンカード持ってきてくれ。それと、ホームレス支し援えんＮＰＯのパンフレットもなー」

「はーい」

「その小銭、賽銭箱に戻もどしてくれ」

　ホームレスのおじさんが、小銭をじゃらじゃらと賽銭箱に入れる。

「はい。タカさん。どうぞ」

　息を切らして戻ってきた亜由子が、ホームレスにパンフレットと千円札とテレカを重ねたものを差し出す。

「ありがとうございます」

　ホームレスは恐きよう縮しゆくしながら受け取った。

　お金がないとき、無心に来るのだろう。

「タカさん。何度も言っているけど、ＮＰＯに連れん絡らくしろよ。住むところを用意して、生活保護の申しん請せいをしてくれるよ。温かい布ふ団とんで寝ねたいだろ？」

「住職おおしさん。儂わしにあるのは自由だけなんですよ。生活の安定と引ひき替かえに、自由を売うり渡わたす気にはなりませんのさ」

「カッコイイなぁ。タカさんは」

「武士はくわねど高たか楊よう枝じです」

「武士は賽銭泥棒はしないぞ。賽銭泥棒といえど、泥棒は泥棒なんだ。因果応報と言ってな。自分のした罪は、自分に返ってくるんだぞ。泥棒はよくない」

　住職は噛かんで含ふくめるように言った。

「は、はい。二度としません。それじゃ、失礼します。アルミ缶拾いで、必ずお金は返しますんで」

　タカさんは、恐縮しながら帰っていった。

　饐すえた匂いが遠ざかっていく。

　大和はため息をついた。

　――偉えらいなぁ。俺にはできねぇ。

　目の前で行われた盗みを見み逃のがしてあげることも、犯人に親切にすることも、大和にはできない。立派だと思う一方で、ドン引きしている自分がいる。

「俺も失礼します」

「大和くん。ズボン、汚よごれてるぞ」

「え？　……うわ。おろしたてなのに」

　住職に指し摘てきされ、膝ひざのところが土まみれになっていることにやっと気付く。

　土下座しようとして地面に両膝をついたときについたのだ。

「すごいことになってるね。大丈夫？　取れそう？」

「うん。膝のところだけ洗っておくよ」

「タカさんになにかされたのか？」

　住職が心配そうに聞いた。

「いえ、そのう、土下座しようとしたんです」

「なんで土下座なんだ？　普通は泥棒って叫ぶだろ」

「うっ。そ、その……。びっくりして、声がでなくて……。亜由子を守らなきゃって、土下座して許してもらおうって、とっさに……。あはは、なんか、俺、すげぇカッコワルイですね」

「いや、それはカッコワルイとは思わないが。だがな。大和くん。そういうときは大人を頼たよってくれ」

「あ、そうですね。うちの両親、共とも稼かせぎで忙いそがしくて、自分でなんとかするクセがついてしまってて」

「大和のかまいたがりはそれでだったんだね」

「う、そ、そうかも……じゃあ、そろそろ失礼します」

「待ってよ。門のところまで送るから。墓地が怖こわいんでしょ？」

　亜由子が言った。

「……えっと、実は、そうなんだ……」

　亜由子と肩を並べて、長く細い道を歩いていく。片脇に広がる墓地は、銀の盆ぼんのような満月に照らされて不気味に静まり返っている。暗がりに何かが潜ひそんでいそうで怖い。

　大和はびくびくしているのに、亜由子は落ち着いて足を運んでいる。

「カッコワルイなぁ。俺……」

「ううん。カッコイイよ！」

　明るい口調できっぱりと言いきられ、どぎまぎと目を伏ふせる。

　亜由子が手を握ってきた。

「守ってくれて、ありがと。うれしかった」

　かぁっと顔が熱くなった。

　子供のとき、よくこうやって歩いた。保育園も小学校も一緒だった。クラスはたまに離れることがあったが、中学も一緒で、さらに高校も一緒になってしまった。

「俺はなんにもできなかったけどな」

「気持ちがうれしいんだってば。……ねぇ、これって、保育園のときみたいだね」

「そういやそうだな」

　――仏教学校、意外といいかも……。

　幼なじみでしかなかった亜由子と、こんなにも距きよ離りが近くなったのだから。







２章　いけばなと仏教







　高たか原はら大和やまとはあきれていた。




　作務衣姿の青あお木き先生が、教きよう壇だんに立って仏教学の授業をしている。

　お坊ぼうさんが学校にいる光景というのは、よく考えると不思議なのに、慣れというものは恐おそろしい。

　学校がはじまってわずか三日ほどで、見慣れてしまった自分自身にあきれてしまう。

「釈しや迦かは東門から出て老人に会い、南門から出て病人に会い、西門から出て死者に会った。そして北門から出て僧そうに出で逢あい、出家の意志をかためた。これを四門出遊といい、釈迦出家の動機とされています。釈迦は生老病死について考えたのですね」

　ノートに東門、老人、老、南門、病人、病、西門、死者、死、生老病死と黒板の文字を書き写していく。

　チャイムが鳴った。

「生老病死からは次の授業ですね。四門出遊のところはテストに出します。消していいかーっ？」

「わー。先生、そのままにしておいてーっ。まだ写せてないの。私が消すからっ」

　茶ちや髪ぱつにメイク、ピアスじゃらじゃらの卯うつ木ぎアリサが悲鳴のような声をあげた。

　先生は黒板をそのままにして、教室を出ていった。

　アリサは、ギャルっぽい女の子で、軽けい薄はくそうな印象なのに、勉強ぶりは真しん剣けんだ。

　仏教科だから、将来は尼あまさんなのだろう。覚かく悟ごが違ちがうのかもしれない。

「どう？　大和、仏教学の授業の感想は？」

　隣となりの席の亜あ由ゆ子こが、興きよう味み津しん々しんに聞いた。

「なんか歴史の授業みたいだ。つーか、子供の頃に読んだ偉い人じん伝でんの漫まん画がの内容だ」

「あはは。そうよね。偉人伝よね。今は、釈迦がいかに偉い人か、教えてもらっている段階だものね。仏教学、おもしろかったんだ？　よかった」

「おもしろいってわけじゃないんだけど、難しすぎて何が何だかわからねぇーっ、って感じじゃなくてほっとしてるんだ。薙刀の授業も、茶さ道どうの授業も、そんな大変じゃなかったし。書道も意外と楽しかったし。俺だけ置いてかれるんじゃないかなって心配してたんだ」

　ごく一部の昔からやっているらしい生徒以外は、みんな初心者で、先生は丁てい寧ねいに教えてくれる。休まずに出席したら、なんとかクリアできそうだ。

「だって、一年だし、仏教科だけじゃなくて、普ふ通つう科かも武道科も特進も一緒に勉強するんだから、先生だって、みんながわかるように説明するよ」

「そっか。よかった。仏教学っていうからさ、そもさん、せっぱ、でとんち合戦するのかな、って思ってたんだ」

「禅ぜん宗しゆうじゃなくてよ」

　花瓶の花を整えている撫子なでしこが言った。

「へ？」

　撫子は、さすが華道家元の娘むすめらしく、花を生けるのは自分の担当とばかり、花を抱いて通学し、教きよう卓たくや本ほん棚だなの上に花を飾かざっている。

　水替えもまめにしているようで、日ごとに違う花が風に揺れて鮮あざやかだ。

「そもさんは、汝なんじに問う、せっぱは、答えてみせよう、っていう意味で、禅ぜん問もん答どうなのよ。宗派が違うの」

「ゼーンッ」

　アランが叫んだ。

　何かのスイッチが入ったかのように、バッと立ち上がると、瞳ひとみをキラキラさせて話し出す。

「禅はグレイトですネ。私は少林寺のカンフーを練習するためにアメリカから来ました。ナギナタは最高デス。ブシドーを学びたい。忍にん者じやとサムライはすばらしい。私はサムライ忍者になりたいでーす」

　見事な日本語でズレたことを言われて苦く笑しようする。

　――冗談なのかな。マジなのかな？　マジなんだろうな。すげぇ真剣っぽいし。

「アランって、薙刀の授業、上手だったもんな」

　薙刀の授業では、柄つかの長すぎる薙刀の扱あつかいに苦労して、素振りさえもうまくできないでいるなかで、アランは目立って上手だった。

「私はブドウ科です。ナギナタははじめてですが、少林寺と動きが一緒です。ナギナタはサムライの剣けん術じゆつでーす」

「葡ぶ萄どう科？」

「武道科だよ。薙刀とか柔じゆう道どうとか剣けん道どうとか合気道とか空手道とか、あと、スポーツ心理学とかも勉強するって説明会で言ってた」

　黒板を消しているアリサが解説する。

「うちの学校の少林寺拳法部と薙刀部って、すごく強くて、全国大会常連優勝校なんだって」

　亜由子も解説をする。

「私は少林寺拳法のブラックベルトでーす。カンフーをもっと練習したいでーす」

「あのな。アラン。カンフーっていうのは中国で……ここは日本の奈な良ら県けんで……。ま、まぁ、いいや……」

「中国も日本もアジアです。仏教は禅です。少林寺拳法は日本です。カンフーは忍者のたしなみでーす」

　武道を学びたくてわざわざ海の向こうからやってきた日本かぶれのアメリカ少年は、瞳をキラキラさせて言い切った。

　教室に微び妙みような空気が流れる。

　ズレている。いろいろとズレている。ものすごくズレている。というか、勘かん違ちがいしている。日本も中国も武士も忍者もカンフーもごちゃ混ぜだ。

　だが、彼があまりにも真剣なので、思いこみを訂てい正せいするのも悪い気がする。

　説明したがりの亜由子も撫子も、酸すっぱいものを食べたような表情を浮うかべて、沈ちん黙もくしたままだ。

「ま、まぁ、いいことだよな。武道が好きで武道科なんて、いいよな。うん」

　大和は無む理り矢や理りに話をまとめた。

　仏教に興味も関心もなく宝ほう鳳おう寺じに来て、仏教系のイベントや珍めずらしい授業に腰こしが引けている自分に比べると、たとえズレていようがどうしようが、前向きなアランのほうがずっといい。

「さーっ。教室移動しなきゃーっ」

　おかしくなった教室の空気を強制的に変えようとしたのか、亜由子が言う。

「そうだよなー。次、華道だもんなー」

　大変だという華道。いったいどんな授業なのだろう。

　大和は緊張しながら席を立った。

「宝鳳寺って、教室移動、多いよね」

　亜由子が、隣を歩く撫子に言った。

「そりゃ、華道は理科室、茶道は作法室、薙刀は武道場だし、コンピュータの授業はコンピュータ室だし、移動してばっかりよね。……あれっ。大和ってば、お数珠じゆずしてないの？」

「うっ、わ、忘れたんだ……」

　半分本当で、半分ウソだ。寝ね坊ぼうしてしまって遅ち刻こくしそうになり、あわてて家を出て玄関の鍵かぎを掛かけたときに、数珠を忘れたことに気がついた。

　取りに戻ろうかと思ったが、手首の軽さが心ここ地ちよくて、そのまま学校に来てしまった。

　亜由子は、何か言いたそうに口を開いたが、ふぅとため息をつくと、少し前を歩いている撫子に話しかけた。

「山やま之の坊ぼうさん。教えて欲しいの。華道って、教科書ないよね。美術だって音楽だって教科書あるのに。教科書がなかったら、どうやってテスト勉強したらいいのかな？」

「華道って、テキストがないのが普通なのよ。見て覚えろ、聞いて覚えろ、生けて覚えろの世界なの。うちの流派でも、ほんとうに大事なところは文書化されていないわ。書しよ籍せきにして出版してるのは初歩的なことだけよ。華道は道で、空手道とか剣道とかと一緒だしね」

「でも、茶道にはテキストあったのに」

「あれは先生が特別に作ってくださったんだと思うわ」

「へー。そうなんだー。お父さん、茶道の授業は楽しかったけど、華道はぜんぜんわからなかったって言ってた。難しいんだって」

「亜由子さんのお父さんって、宝鳳寺の卒業生なの？」

「うん。住職なの」

「亜由子さんって、お寺の娘なのね」

「この学校、寺の息子むすこと娘ばかりだよー」

　撫子と亜由子が肩かたを並べて歩いていく。

　クールな和風美人ですらっと背が高く、貧乳の撫子と、小こ柄がらだが出るところは出た体型の、かわいい系の亜由子。雰ふん囲い気きはまったく違うのに、この二人は仲がいい。

　雑談しながら廊ろう下かを歩き、理科室のテーブルにつく。教壇の上には、花束をいくつも入れたバケツが三つほど置いてあり、教卓に置かれた花器に花が生けられている。

　菊きくが高さを変えて斜ななめやまっすぐに立ててあるだけだ。

　綺き麗れいさという点では、撫子がビーカーやジョウロに捨てる花を生けた作品のほうが華はなやかだったが、左右非対称の作品は、とぎすまされた空間美を感じさせた。あと一ミリ横にずれるだけでも、この美しさは出ないだろう。素人しろうと目めにもそう感じさせる作品だった。

　――こんなの、俺にできるのかな？

　やがてチャイムが鳴り、和服の先生がやってきた。優やさしそうな初老の先生だ。六十歳ほどの年ねん齢れいだろうか。年を召めしてなお華いだ印象があり、なるほど華道の師し匠しよう、という雰囲気だ。

「はじめまして翠すい月げつです。翠月というのは、翡ひ翠すいの月という意味で、華号です。今日はこの見本の通りに生けてもらいます」

　声にならないざわめきが起こった。

「見本の通りって、教えてくれないの？」

　茶髪にピアスのアリサが聞いた。

　やる気まんまんで、メモとペンを構えている。

「もちろん教えますよ。でも、華道は、生けて覚えるものですよ。お花と花器、それに剣けん山ざんを取りに来てくださいね。鋏はさみは用意しましたか？　忘れた方にはお貸ししますよ。このトゲトゲの金属の丸いものが剣山です。これを花器の真ん中に置き、茎くきを刺さして、花を立てます」

　翠月先生は優しげな声で言った。

　大変だと聞いて、厳しい先生をイメージしていたから、拍ひよう子し抜ぬけだ。

　大和は、亜由子をちらっと見た。

　亜由子も、不思議そうに首をひねっている。

「お父さんの頃ころと、先生が代わってるのかもしれないね。二十年以上前だもの」

　亜由子がこそこそと囁ささやく。

「花束を開いてくださいね。今日は菊の一種生けです。七本ありますね？　その中で、いちばん太くて花が綺麗なものを選んでください。花器の二倍の長さで切ります。花の表を前にして、剣山にまっすぐに刺します。これが天の花です」

「えっ？　花の表って何？　花に表と裏があるの？　天の花って何？」

「綺麗なほうが表、貧相なほうが裏ですよ。天人地は生け花の基本の形です」

「わかんねぇ……」

　大和は冷ひや汗あせを掻かいた。菊の花は見事に真円で、どこから見ても同じに見える。だが、困っているのは大和だけではないらしく、皆みながざわめいている。

「先生、教えて！　わかんない」

　アリサが手を上げ、翠月先生を呼んだ。

「はいはい」

　翠月先生がアリサの机の横につき、説明をしていく。

「ヤマゴボウさん。教えてくれるか？」

　大和は小声で撫子を呼んだ。

「ええ。よくてよ。こっちが表よ。花びらが詰つまってるでしょ？　こっちを正面に向けるの」

「俺には同じに見えるんだよ。……えっと花器の二倍の長さで切ってまっすぐに立てる、だったよな。これでいいのか？」

「はい。いいわよ。お上手よ」

「山之坊さん。私にも教えて。私もわかんないの」

「はい」

「僕ぼくも頼たのむワ」

　撫子は、さらさらの黒くろ髪かみを揺ゆらしながら、まるでアシスタントのようにクラスメイトの机から机を移動している。

「人の位置に、その次に太い花を生けます。花の大きさぶん天より低く切って、右斜め四十五度の角度で生けます。次が地の花ですが、これは天の花の半分の長さにしましょう。天人地の位置は二等辺三角形になるようにします。花の表を同心円の真ん中を向くようにしましょう」

　――うわぁ。ぜんぜんわからねぇ。これは大変だぞ。

　生けて覚えろと言われても、先生の説明そのものがわからない。

　そもそも先生ひとりだけで、三十人の生徒を見るというのが無理なのではないか。

「先生、これでいいの？　生けてみるから、見てて」

　アリサが先生を独どく占せんしている。

　こういう授業は、自分から積極的に手を上げて、指導を仰あおぐほうがよさそうだ。

「お上手ですわ。人の花は、もう少し手前に持ってくるほうがいいですね」

「わっ。先生、ありがとう。先生に直してもらったら、なんだかバランスが良くなったわ」

「おっしゃるとおりです。華道で大事なのはバランスです。華道は空間の美なのよ」

「先生、私、華道向いてるよねっ!?」

「ええ、卯木さんは、華道のセンスがありそうです」

「やったぁっ。ねぇねぇ先生、もう一回はじめから生けてもいい？」

「はい。いいですよ。わからない方、手をあげてください」

　手が一いつ斉せいにあがったが、先生ひとりでは全員は見て回れない。

　撫子が忙しそうに立ち歩く。

「わからない方は見本を見て生けてください。……そちらの方は、他人の面めん倒どうを見るより先に、ご自分のお稽けい古こをなさってね」

　翠月先生が撫子をたしなめた。

「生け終わりました」

「え……あら。お上手ね。完かん璧ぺきだわ」

「流派は違っていても、基本の形は一いつ緒しよですから」

「かじっている、どころじゃないわね。師し範はん代だいクラスの腕うで前まえだわ。お若いのに珍しいわ。あなた、もしかして……」

「山之坊撫子です」

「あらそう。あなたがそうだったの。山之坊の家元の娘さんって。あなたは若宗匠なの？」

「まだ確定してませんが……。たぶん……」

「あらそう。作品を拝見したいと思っていたのよ。宝鳳寺に入学したと聞いて、楽しみにしてました。拝見できて光栄ですわ。さすがにお上手ね」

　――あれ？　先生の言い方、なんかトゲがあるんだが。

「先生、五分だけ時間をください」

　亜由子が急に立ち上がった。

「山之坊さんは、いけばな山之坊の、家元の娘さんで若宗匠候補です」

　理科室がざわめいた。

　――やっぱりね。珍しい名字だからそうじゃないかと思ってたの。

　――なんで家元の娘が宝鳳寺なんだよ？

　――山之坊って、家元になるにはお坊さんの資格が必要だって聞いたぜ。

　――若宗匠候補なら、師範の先生より技量や地位が上じゃねぇのか。

　ささやく声が聞こえてくる。

　大和ははらはらしていた。生徒のほうが先生より上なんて、翠月先生が気を悪くしないか。まして六十代のベテランの先生だ。華道歴何十年の先生より、十代の高校生のほうが上なんて言われたら、先生のプライドを逆なでしそうだ。

「山之坊さんは華か道どう部ぶの部長をしています。私も華道部なんですが、部員募集中です。山之坊さんが教えてくれます。明日の放課後、理科室で部活します。興味のある人は見学に来てください。……先生、時間を頂いてありがとうございました」

　亜由子は何でこんなに華道部を熱心にアピールするのだろう。まだはじまってもいない部活なのに。

　クラスはわかれたことがあるが、保育園、小学校、中学校と同じで幼なじみだったので、亜由子の性格はわかっている。

　彼かの女じよはおっとりしていて、自分から働きかけるタイプではなかった。これほどかわいい外見をしていたら、学校中のアイドルになりそうなものなのに、目立たない普ふ通つうの生徒だったのは、亜由子の大人しい性格によるものだ。

「よろしくてよ」

　翠月先生はにっこり笑った。だが、笑え顔がおがひきつっているように見えて、どこか怖い。

　撫子は、きゅっと唇くちびるを噛み、下を向いている。怒おこっているようにも見える。なんでこんな顔をするのだろう。よけいなことを言うなと言いたいのだろうか。

　だが、部活のＰＲは、うれしいことではないのか。部員が六人以上にならないと同好会になってしまって、華か道どう甲こう子し園えんには行けないのに。

「先生。私に授業のサポートをさせて頂けないでしょうか」

　撫子が立ち上がって言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたは自分の生け花をなさってね。若宗匠候補ですから、ただの師範代の私より下手だと恥ずかしいですわよ。まあ、あなたは天才でしょうけどね」

　翠月先生はバッサリと切り捨てた。顔は笑顔の形に固定されているのに、瞳は笑っていない。

　――うっ、先生、怒ってる……。

　気持ちはわかる。流派は違うとはいえ、生徒が若宗匠なんて、先生にすればおもしろくないだろう。

　教室に、緊張した空気が立ちこめる。

　撫子は、あきらめたようにため息をつき、椅い子すに座すわった。

　私語の消きえ失うせた教室に、菊の枝を切る音が、ぱちんぱちんと響ひびいている。




　　　　　☆




　大和と亜由子が乗ったバスは、近きん鉄てつ奈な良ら駅の横、行ぎよう基きさんの噴ふん水すいの横を通り過ぎていく。

　行基さんは、東大寺を作った偉いお坊さんなのだそうだが、今は待ち合わせスポットになっていて、大学生たちが噴水の前で人待ち顔で佇たたずんでいる。

　お坊さんの銅像が待ち合わせスポットなんて、奈良だなぁと思ってしまう。奈良は佃つくだ煮にができそうなほど、寺が多いところだ。

「はぁ、華道、キツイな……。邪じや魔まだしよ」

　大和は、ナイロン風ぶ呂ろ敷しきに包まれた花を抱かかえなおした。お稽古のあとの花は、持って帰って生け直すところまでがお稽古なのだそうだが、菊の花なんか貰もらってもしかたがない。

　学生カバンを提さげて花束を持ち、つり革かわにつかまるというのは、困難なミッションだった。まして、男子高校生が菊の花束を持ち歩くというのはかなり異様な光景で、車内の視線が大和に集中する。愚ぐ痴ちのひとつも出ようというものだ。

「ふふっ。気持ち、わかるよ」

　亜由子は笑えみを浮かべた。

　花束を抱いている亜由子は、大和と違って絵になっている。

「俺ん家、剣山も花器もないんだぜ。それに菊って、寺っぽい花だし、家に飾りたくねぇな」

　菊の花は、お線せん香こうの匂においがする。どうせ家に飾るなら、華やかな切り花を飾りたい。

「だったらちょうだい。お寺に生けるわ。お寺に飾る花を生けたくて、華道部に入ったようなものだから」

「おうよ。貰ってくれ」

　亜由子は、花束を亜由子に渡した。亜由子は、二つになった花束を大事そうに抱きしめている。

「お礼に華道のノート見せてあげる。大和、ぜんぜんノートを取ってなかったでしょ？」

「うん。生けるだけでせいいっぱいだ」

　亜由子が渡してくれたノートをぱらぱらめくる。

　丸と線でつないだ花の絵の横に、「天人地が基本の形」「天人地が二等辺三角形になるようにする」「花をつないだ同心円の中央に、花の表が向くようにする」と鉛えん筆ぴつが走らせてある。

「このノート、コピーしてから返していいか？」

「いいよ。……ねぇ。大和、私、よけいなこと、しちゃったかな？」

　つり革につかまり、バスの振しん動どうに身体をまかせている亜由子がぽつりとつぶやいた。

　大和は、一いつ瞬しゆん、何のことかわからなかった。

「よけいなこと？　あ、ヤマゴボウさんのか？」

「うん。先生、すごく機嫌悪かった。山之坊さんも、イヤそうな顔してたし」

「いいんじゃね？　ヤマゴボウさんが家元の娘っていうのは、先生も知ってたみたいだし。ヤマゴボウさんって、名前だけで、華道家元の娘だってわかってしまうんだよな？」

「そうね。でも、山之坊さんは、家元の娘だってこと、ふれてまわる気はなかったのかも」

「それはわかんねぇけど……。なんで亜由子って、華道部のこと、そんなに一いつ生しよう懸けん命めいになるんだよ？　亜由子って、部活に夢中になるタイプじゃないって思ってた」

「それを聞くの？」

　亜由子はじろっと大和を見た。

　怒っている？　いや違う。眉まゆ根ねを寄せたムッとした表情は、あきれている顔だ。

「聞いちゃダメなのか？」

「ニブイなぁ。大和は」

　亜由子は、はぁっとため息をついてそっぽを向いた。

　目を伏せた横顔に、妙みような情感が漂ただよう。白いうなじと、赤くそまった耳たぶに、未熟なセクシーさが漂っていてドキドキする。

「山之坊さんと大和を二人きりにしたくないからよ」

　亜由子の頬ほおが桜色から桃もも色いろ、林りん檎ごの赤へと変わっていく。

「へ？」

　思いがけないことを言われて面食らう。

　撫子と自分が二人きりになると、何の不都合があるのだろう。

　人数が少なくて困ることと言えば……。

「同好会だと花材費がかかるからか？」

「大和ってほんとうにバカね」

　軽けい蔑べつの視線でちらっと見られ、うっとうなり声をあげてしまう。

　花材費以外の理由は他にあるだろうか。

「わかった、好きだからだ」

「えっ。やだっ」

「亜由子って、ヤマゴボウさんが好きで、二人きりになりたいんだろ」

　亜由子は、きょとんとした顔をした。

　何か言いたそうに口を開いたが、言葉がでてこないとばかりに唇を閉じる。

　沈黙が落ちた。

　――なんだ？　この反応……？

「バ……」

　亜由子が唇をふるわせながら発声した。

「婆ばばあ？」

「バカーッ！　もうっ、やだっ。大和のバカッ！　最低っ。大嫌いっ!!」

　亜由子は、顔を真っ赤にしてじだんだを踏ふむと、唇を尖とがらせ、止まったばかりのバスから降りてしまった。

　――何を怒ってるんだ？

　大和はとまどった。亜由子が怒る理由がわからない。亜由子は、いつもおだやかに笑っていて、大人しくて、感情を爆ばく発はつさせることはなかった。

　バスの中でいきなり怒り出すなんて、亜由子らしくない。

　ここはＪＲ奈良駅のバス停だ。瓦かわら町ちようバス停までは遠い。歩けない距離ではないのだが、歩くとけっこうな距離がある。

　視線が大和に集まっていたたまれない。

　それにノートを借りたままだ。
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「おーいっ。亜由子ーっ」

　大和は亜由子を追ってバスを降りた。

　亜由子は、三条通のほうへと歩いていく。亜由子の背中を追っていくが、いかんせん三条通は人が多い。奈良でいちばん賑にぎやかな通りだから物見遊山の観光客も多く、見失いそうになる。

　なんだかわからないが、大和の発言で亜由子が怒ったことは確かなので、ごめんを言わなくてはならない。

「おっ。高原じゃね？」

「え、うわぁ、福ふく本もとじゃん」

　中学の同級生が二人、歩いていた。二人は、市立二条高校の制服を着ている。

　大和が風か邪ぜで試験を受けることができなかった本命の高校だ。

　足を止めた瞬しゆん間かん、亜由子の姿を見失ってしまった。

　――まぁ。いいか。コンビニでノートをコピーしてから、龍りゆう庵あん寺じに持っていけばいいよな。

「久しぶり。元気だったか？」

「ああ、制服ぴかぴかだな」

「高原も一緒だろ」

「なんか懐なつかしいなぁ」

　舗ほ道どうの真ん中で騒さわぎはじめた三人の男子高校生を、バックパッカー風の大きなリュックを背せ負おった外国人が、迷めい惑わくそうに避よけていく。

「入ろうぜー」

　福本がガストを指差した。

「そうだな」

　三条通は、観光客向けの値段の高い店が多く、男子高校生が入れそうな店はガストぐらいしかない。

　店に入った瞬間、ひんやりした空気が大和を包つつんだ。店内は、空席が目立っていた。晩ご飯には早く、昼ご飯には遅おそい中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。

　ドリンクバーを注文し、コーラを持ってきて席につく。

「高校、どうだ？」

「普通だよ」

　声が裏返った。宝鳳寺は普通ではない。だが、福本たちには知られたくなかった。

　普通の高校に通っているフリをしたかった。

「こっちは普通じゃねぇよな。入学式のあと、いきなり模も擬ぎテストだぜ。それも業者テストなんだ。偏へん差さ値ちを割り出すんだってよ」

「ああ、びっくりしたよなー。模擬テストが毎月あるって言ってた。市立なのにな。あとさ、五月に体育祭があるんだ。入学して一ヶ月で体育祭だぜ。信じられねぇ」

「一昨年までは秋に体育祭してたけど、先せん輩ぱいが熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれた事件があって、去年から五月に変わったらしいよ。鴻こうの池いけの陸上球技場で体育祭するんだってよ」

「奈良は五月だって暑いよなー」

「変わってるよなー。うちの高校。英語の授業が週に四時間もあって、そのうち二時間は先生が外国人で、英語で授業をするんだよ」

「へぇ。そうか。それはすごいな」

　大和はあいまいに笑った。

　福本たち、かつての同級生がいう、『変わっている』は、大和には普通に見えた。

　普通の高校に入学したかった。普通に退たい屈くつな入学式があり、普通に模擬テストがあって、普通に仏教学でも華道でも茶道でもない授業があり、普通に薙なぎ刀なたではない体育の授業があり、普通に体育祭をして、普通に英会話を外国人の先生から学べる、普通の高校に行きたかった。

　もしも風邪を引かなかったら、本命に合格していたのだろうか。福本たちと同じ制服を着て、二条高校に通っていたのだろうか。

　ほんの一ヶ月前まで同じ公立中学の同じクラスの仲間だったのに、今は違う制服を着て、机のこちらと反対側に分かれて座っている。

　大和の目には、市立二条高校の制服を着た彼かれらは、キラキラと輝かがやいて見えた。

「なんか、楽しそうでうらやましいよ」

　つい言ってしまってから後こう悔かいする。

「おまえって、宝鳳寺に入学したんだよな？」

　――来た！

　大和は身構えた。

「あ、ああ」

　声がうわずっていることを、けどられそうで怖こわい。平然とした表情をつくろうが、顔がひきつってしまった。

「なんで高原が宝鳳寺なんだよ？」

「風邪で試験、受けれなかったんだ。熱が高くてさ」

「うん。知ってる。でもよ。宝鳳寺って、寺の子供が行くところだろ？　偏差値もめっちゃ低いし、変人ばかりって言うよな」

「名前を書けば誰だれでも入れるってホントなのかよ？」

　ムカッと来た。

　――うちの高校、そんなひどくないぞ。

　――あれ？　俺おれ、なんでこんな気分になってるんだ？

　寺の子供が行く、偏差値の低い、変人ばかりの仏教学校……。それが世間の共通認識であり、大和もそう思っていた。なのに、人に言われると不ふ愉ゆ快かいになる。

「仏教科は寺の子供ばかりだけど、普通科はそうでもないよ。華道家元の娘が同級生にいるんだぜ。お嬢じよう様さまって感じで、すげぇかわいいんだ。制服がかわいいからって進学してくる女子もいるぐらいで、女子のレベル、けっこう高いよ」

　虚きよ実じつ入り交じる説明に、向かい合う席に座る友人たちは、うらやましそうな顔をした。

「へー。いいなぁ。二条高校の女子のレベルって、普通だよなー」

「宝鳳寺って、勉強はゆっくりだし、先生も丁寧に教えてくれるし、茶道の授業とかあって、のんびりしてて、いい学校だよ」

　声がうわずった。ウソではない。だが、本当ではない。華道の先生の授業は丁寧ではないし、いい学校かどうかはまだわからない。

　だが、昔の友人たちには、そう言っておきたかった。

　大和はコーラを飲み干した。

　炭酸がきついのか、鼻がつんとする。昔の友達と逢あえて楽しいはずなのに、なんでこんなに胸の奥おくがザワザワするのだろう。自分で自分の感情がわからない。

　――俺、宝鳳寺、好きなのか？　これって愛校心なのかなぁ。

　自分が所属しているところが、悪く言われると、自分まで悪く言われた気分になる。ただそれだけのことだろう。

「俺、帰るワ」

「えー、もうかよ。フリードリンクなんだし、ゆっくりしようぜ」

「ごめん。ノートを届けなきゃいけないんだ」

　ウソではない。亜由子のノートを借りたままになっている。コピーして亜由子の家に届けなくてはならない。

「じゃあ、またな」

　大和は席を立ち、昔の友人たちに背を向けた。




　　　　　☆




　――はぁ、やっとついた。

　龍りゆう庵あん寺じの門を見てほっとする。

　バスに乗ればよかったのだが、ザワザワする気持ちを落ち着けたかった。コンビニに寄ってノートのコピーを取ったりしながら歩いてきたので、あきれるぐらい時間がかかってしまった。

　参道の塀の向こうに広がる墓地は、逢おう魔まが時ときの薄うす闇やみに沈しずんでいる。

　昼間の明るいときには何とも思わないのだが、夕暮れの墓地は不気味だ。塀越しに見える、卒そ塔と婆ばの黒いシルエットが、やけに大きく見える。

　――怖ぇぇーっ。

　がさっという音がした。

「わぁっ」

　かすれた悲鳴をあげ、右手を顔の前に掲かかげて身構える。大和の前を、何かが走りすぎて行った。猫ねこだった。

　大和は砂じや利り道みちを急いだ。転びそうになりながらも、ようやくのことで本堂についた。

「んっ？」

　暗くてよく見えないが、本堂の手前に置いてある賽さい銭せん箱ばこがおかしい。月明かりがほのかに照らす賽銭箱は、毛を逆立てた巨大猫がうずくまっているようにも見える。

　近づいてよく見ると、賽銭箱が、太い鎖くさりでぐるぐる巻きにされていた。さらに、鎖には巨大な錠じよう前まえが賑にぎ々にぎしく下がっている。

　昨日の賽銭泥棒をとがめなかった住職が、賽銭箱を鎖でぐるぐる巻きにして錠前を掛けている。意外だった。

　こんなに鎖を巻きつけると、硬こう貨かが入らないのではないだろうか。大和はとまどって賽銭箱を覗のぞきこんだ。

　そのとき、いきなり頭上で明かりがつき、スポットライトのように大和を照らした。

「……っ！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて電子音がピンポロパンポロと間の抜ぬけた調子で鳴り響く。ここに泥棒がいるぞ、捕まえろと響いている。

　電子音はすぐに止まったが、頭上の明かりは、煌こう々こうと大和を照らしている。

　本堂の屋根の庇ひさしに、ライトが取りつけられていた。時代劇の御ご用よう提ぢよう灯ちん、あるいはルパン三世が警察に取り囲まれたときのヘッドライトのようだ。

　やましいことはないのにもかかわらず、悪事を知られてしまったような後ろめたさに、心臓が止まりそうだ。

　――ど、どうする？　逃にげるか？

　だが、身体が動かない。人間というものは、ほんとうに驚おどろくと悲鳴も上げられず、筋肉が硬こう直ちよくしてしまうらしい。

　大和は悲鳴の形に口を開き、頭上をふり仰いだ、バレーボールでアタックを決めるときのような、おかしなポーズで固まっていた。

　本堂の横の寺務所の玄げん関かんが開く音がして、懐中電灯の明かりが大和を照らした。

　今度の光量は圧あつ倒とう的てきで、顔を照らされて目がくらむ。暗くら闇やみに慣れた目は、急な明かりについていくことができず、視界が真っ白に染まってしまった。

　ルパン三世やねずみ小こ僧ぞうじゃあるまいし、どうしてこうなってしまったのだ？

　懐中電灯を持った人物が近づいてきた。

　撃うたれそうな恐きよう怖ふに、心臓が止まりそうだ。大和は動きにくい自分の腕うでを叱しつ咤たして、ホールドアップした。

「何だ、大和くんか」

　住職の、のんびりした声がした。

　懐中電灯の明かりが切られ、視界が戻もどってきた。

　スキンヘッドを見た瞬間、金かな縛しばりがほどけた。ホールドアップをほどく。

「せ、先生っ、お、俺は、ど、泥棒なんかじゃっ、な、ないですっ」

　しどろもどろになりながら身の潔白を申し立てる。

「亜由子にノートを届けに来て、さささ賽銭箱がぐるぐるに、ななな、なってたから、みみ、見てただけですっ」

「えーっ。大和なの？　賽銭泥棒じゃなかったの」

　亜由子が、ケータイを耳に当てたままで出てきた。

「あーっ。やっぱり大和だぁっ」

　住職が、亜由子からケータイを受け取り、耳に当てて話し出す。

「すみません。警察ですか？　賽銭泥棒ではなかったです。娘むすめの友達がやってきただけでした。勘かん違ちがいしてすみません。次からはちゃんと確かく認にんします。はい。何かあったら連れん絡らくしてくれですか？　賽銭泥棒を取とり押おさえてくださるのですね。それは心強いです」

「うぅっ。お、俺、取り押さえられるところだったんですか……？」

　うわずった声が出た。

　冷や汗がたらりと流れる。

「すまん。ウチの寺、あんまり儲もうかってなくてな。賽銭泥棒は困るんだ」

「昨日は賽銭泥棒を見み逃のがしたのに……」

「困っている人に手を差さし伸のべるのと、泥棒をとがめないのとは意味が違ちがうぞ」

「賽銭泥棒は、タカさんはオッケーでも、うちの寺としてはオッケーじゃないし、私たちは幸せでもないの」

「泥棒は泥棒だしな。困ってるから泥棒していい、なんてことはない。因果応報だ。自分の罪は自分に返ってくるんだ」

　住職と亜由子が交こう互ごに説明する。

「そ、そうですね。その通りだと思います。……このライト、すごいですね。賽銭箱に近づいたら電灯がついて、ベルまで鳴るんだ。防犯効果バッチリですね」

「人感センサーなんだ。太陽光発電で昼間にエネルギーを充電して、人が来ると勝手に電気がつくしくみになっている」

「どこで買うんですか？　こんなすごいの」

「ホームセンターで普通に買えるよ」

「へえ……。そうだ。亜由子、これノート。貸してくれてありがとう」

　大和は学生カバンから、ノートを取りだして亜由子に渡わたした。

「コピーした？」

「した。それと、ごめん。嫌いやな気持ちにさせて」

「ううん。私こそ悪かったわ。怒り過ぎよね。……あのう、私が怒った理由、わかった？」

「わかってない」

「やっぱりか……大和らしいなぁ」

「教えてくれ」

「言えないよ。自分で考えてよ。大和に気付いて欲ほしいのよ。だって、私、怒ってるんだからね」

　亜由子は唇を尖らせて、眉根を寄せた。かわいく拗すねる亜由子を見ていると、身体の奥に電気のような戦せん慄りつが走ってむずっと来た。怒られているにもかかわらず、亜由子のかわいさにクラクラする。

「せっかく来たんだし、晩ご飯、食べて帰れば？　今日はカレーなのよ」

「うぉっ。亜由子の手作りかよ。すげぇっ」

「ううん。作ったのはお父さんなの。お父さん、料理得意なのよ。不器用なのに、料理だけはおいしいのよね」

「そうだ。私は読ど経きように法話に料理ができる坊ぼう主ずだぞー」

「歌って踊おどれるアイドル歌手みたいに言わないでよ」

「大和くん、カレーを食べながら考えて欲しいんだが、亜由子の婿むこになってくれないか？　うちの亜由子、かわいいだろ？　出家は誰でもできるが、僧そう侶りよで食べていくのは大変だ。その点うちの寺はいいぞーっ。檀だん家かが多いしなー。私が師し僧そうになってやるぞー」

　住職の爆弾発言に飛び上がった。

　それは亜由子も同じらしく、ペンギンのように両手をバタバタさせてあわてている。

「お父さん、なんてこと言うのよーっ」

「ちょっ、ちょっと、そ、それは……っ、お、俺はそのっ、ぼ、坊主になる気はそ、その……」

　亜由子が真っ赤になり、大和がしどろもどろになる。

「冗じよう談だんはやめてよっ。お父さんっ」

「冗談じゃないぞ。マジで検討してくれないか。坊主になるなら、ウチの寺はお買い得だと思うんだが。大黒さん（住職の妻）もいないし、うちの娘はかわいいし気だてもいいぞ。亜由子の料理は不味まずいが、料理は私がしてやるから」

　とんでもないことを言われているのにもかかわらず、宝鳳寺に入学すること、イコール、坊主になること。それが世間の（住職の）常識なのだと気付いてグラグラする。

　昼間は自分は仏教徒なのかと煩はん悶もんしていたのに、夜は坊主になる前提で話を進められて悶もだえてしまう。

　――どうしてこうなった？

　大和はほんの四日前まで、宗教なんて関かん心しんもなければ興味もない、普通の十五歳だったのに。

「お父さんっ。やめてって言ってるでしょ」

　亜由子が手の平で、住職のスキンヘッドを叩たたいた。

　ぺちんっと鮮あざやかな音がした。

「いてっ、叩くなっ。痛いではないか。娘よ」

「し、失礼しますっ！」

　逃げよう。逃げるに限る。でないと仏教徒にされてしまうばかりか、坊主にされてしまう。スキンヘッドになるのは嫌だ。

　ギクシャクと回れ右をし、歩を進める。

「うっ」

　大和は足を止めた。春の宵よいは、早く陽が暮れる。いっそう暗さを増した参道と墓地が、圧倒的な重量感をもって大和に迫せまってきた。不気味さＭＡＸだ。

　門のところまで送ってくれ、と亜由子に頼もうか。いやいや、それはいくらなんでもカッコワルイ。

　そのとき、胃がグーッと音を立てた。

「うわぁっ」

　お寺に鳴り響くのどかな音に慌あわててしまう。

「カレー、食べる？」

「帰りは車で送ってやるぞ。菊きくをくれたお礼だ。亜由子が二鉢も花を生けてくれて助かったからなぁ」

「お父さんの車はベンツだよーっ。餓が鬼きが寄ってきたって、お父さんが独どつ鈷こ杵しよをハッてしたら逃げちゃうよーっ。だってお父さん坊主だもーんっ」

　天の助けだった。怖い墓地の横を徒歩で移動しなくていい。

「そ、そうだな。ごちそうになるよ」

「お父さん、よけいなこと言わないでねっ」

「わかった。言わない。約束する」

　寺務所に入ろうとして再び回れ右をすると、人感センサーが反応し、チカチカと点てん滅めつした。まるで大和をからかっているみたいに。







３章　仏縁の導き







　高たか原はら大和やまとは苦く笑しようしていた。




　大和は理科室の丸椅子に座り、菊の茎くきを指先でくるくる回していた。

　同じように見える花でも、よくよく見ると、花びらが詰つまっている側と、スカスカの側がある。

「表ってこっちでいいのかな？　ヤマゴボウさん」

「そうよ。正解よ。すばらしいわ。わかってらっしゃるじゃない。植物って、お日様の当たるところのほうが、葉っぱも花びらも多くてつやつやなの。だから綺き麗れいなほうが真ん中を向くように生けるのよ」

「うん。わかる。たしかにこっちの面が反対側より立派だ。これは天の位置だから、表を正面に向けて立てればいいんだな」

「そうよ。わかってるじゃないの。お上手だわ。高原くんって、華道のセンスがあるのね。すばらしいわ」

　撫子なでしこの説明の内容は、華道の先生と同じだ。だが、目の前で丁てい寧ねいに教えて貰っているせいか、ぐっとわかりやすい。

　誉ほめ上じよう手ずなので、もしかして俺って華道の天才？　みたいな気分になれる。

　このまま部活を続けていけば、生け花が上手になりそうだ。

「亜あ由ゆ子こさん。すばらしいわ。形通りに、綺麗に生けられてますね」

　撫子が、亜由子の作品を誉めた。

「ふふっ。楽しい。私って、華道の天才かもね」

　自分が内心で思っていたことを亜由子に言われ、大和は苦笑した。

　撫子は、生徒をいい気分にさせるのがうまい先生だ。

「亜由子さんは華道のセンスがおありだわ。華道に向いてそうね」

　感じ入ったとばかりの撫子の口調は、華道の授業で、翠すい月げつ先生がアリサを誉めたときと同じだが、先生より真に迫っている。華道の先生は、とりあえずお弟で子しさんを誉めるのだろう。

　なるほど撫子は若宗匠候補だった。師範の中の師範。巨大組織、いけばな山やま之の坊ぼうのトップに君臨するかもしれない少女。

「山之坊さんの説明、わかりやすいわ」

　亜由子がにこにこ笑いながら、剣けん山ざんから花を引き抜いた。そして、もう一度はじめから生け直していく。

　大和もようやくのことで生け終わった。

　おさまりの悪い作品だが、翠月先生の授業のときに比べると、ずっと生け花らしくなっている。

「生け終わりました。見てください」

　つい敬語がでてしまった。

「拝見します。……わぁ。綺麗にできましたね。地の花を少し下げてみますね。人の添そえも、向きを少し変えたほうがいいですね」

　撫子が花の位置を整えていくと、まとまりがなかった大和の生け花が、ウソのように良くなった。

「すげぇ。ちゃんと生け花になった。華道の授業、あんなに難しかったのに」

「華道って、少人数で、師し範はんの先生について、ひとつひとつ教えてもらうのがほんとうなの。翠月先生は、そのやり方しかご存じないのだと思うわ。年ねん輩ぱいの師範代はみんなそうなのよ」

「翠月先生が悪いんだな」

「いいえ、生徒三十人に先生ひとり、ほとんど全員が初心者っていうのは、教えるほうとしても難しいでしょうね。私が翠月先生の立場でも、授業にならないと思うわ。翠月先生も、少人数のお稽けい古こなら、わかりやすいレッスンをする、優やさしい師範なんだと思うわ」

「お父さん言ってた。華道の授業を攻こう略りやくするには、休まずに出席すればいいんだって。休まなければ上手とか下手とか関係なしに四がつくって。お父さんは赤点とっちゃって、再テストを受けてようやくクリアしたんだけど、わけがわかんないから、ってサボったせいだって」

「でしょうね。出席率でしか、成績がつけられないわ。あの授業じゃ、形も覚えられないし、華道を嫌いになるだけのような気がするわ。師範代クラスのアシスタントがあと四人ほど欲しいところよ。せめてテキストを作るべきね」

　大和は、感心の視線で撫子を見た。

　師範代をアシスタントにするなんて発想、普ふ通つうの先生では思いつかないだろう。さすが家元の娘と、内心で舌を巻く。

「華道が好き、習いたい、っていう生徒さんを増やすためには、どうしたらいいのかしら」

「撫子さんって、さすがだな」

「冷やかさないでよ。私はいつか家元になるかもしれない、というだけの存在よ」

　撫子は笑ってうち消したが、彼かの女じよは普通の生徒ではない。撫子の家元の娘としての気き概がいと自信が感じ取れ、大和まで背筋が伸びる気持ちになる。

　六十代の翠月先生より、十五歳の撫子のほうが、格という点ではずっと上だ。だからこそ、翠月先生は、撫子を疎うとんじたのかもしれなかった。

「華か道どうが素す敵てきか、っていうと、そうじゃないと思うの」

　亜由子が言った。

「あら、そうなの？」

　撫子は眉まゆをあげて優しげに笑った。年若い者の無む邪じや気きな傲ごう慢まんをほほえましく眺ながめる年長者の笑みだ。

　――ヤマゴボウさんって、これで十五歳なんだよなぁ。ウソみたいだ。

「私が寺の娘じゃなかったら、こんな菊だけのスカスカのお花より、綺麗なお花がいっぱい詰まってるのをやりたい。結けつ婚こん式しきのテーブルに、蝋ろう燭そくと一いつ緒しよに置かれているみたいなやつ。あっちのほうが華はなやかで好き」

「フラワーアレンジメントね」

「そうそう。あれが好き！　だって綺麗だもの」

「そうね。アレンジは綺麗よね。でも、華道もまた違う綺麗さがあって、素敵だと思うのよ」

「ふうん。そうなんだぁ。でも、菊の一種生けって、私にはあんまり綺麗に見えないな」

「そうね。初心者が生ける基本の形だもの。こんな風に生けたらどうかしら」

　撫子は、花器に向かうと、菊七本を、ささっと生けてしまった。五分もかからぬ早生けなのに、撫子の生けた菊づくしの作品には、空間美を感じさせた。

　ほんの少しでも位置がずれていたら壊こわれてしまう、研とぎすまされたバランスの美。

　亜由子や大和の作品と同じ形で生けられているにもかかわらず、出で来き映ばえはまったく違う。素人しろうと目めにも、撫子の技量の高さがはっきりわかる。

　華道というものは、露ろ骨こつなほど腕の差が出るものなのだ。

「わぁっ。綺麗ね。私の生け花と大おお違ちがいだわ。こんな風に生けられるようになるまで、いったい何年かかるのかな」

「十五年よ」

「山之坊さんたらっ。赤ちゃんのときから生け花をしてるの？」

　亜由子は冗談だと思ったのか、楽しそうに笑った。

「そうよ。ガラガラの代わりに、花はな切きり鋏ばさみを持たされたわ」

　撫子はさらっと言うが、赤あかん坊ぼうが刃は物ものを持っている様子を想像すると、ぞっとした。花切り鋏は切れ味がいい。赤ん坊の指なんか、簡単に切り落とせるだろう。

「け、怪け我がしないか？」

「するわよ。私の手、怪我だらけよ」

　鋏を持っている撫子の手は、古傷と豆だらけでごつごつしていて、女子高生の手ではなかった。

「家元の娘って大変なんだな」

「ぜんぜん大変じゃないわ。私はとてもラッキーなの。家元の娘は、華か道どうを覚えるのにもっともいい環かん境きようで、華道家に育てられていくの」

「帝王教育……英才教育ってことか？」

「そうよ。華道には、天才なんていないの。お稽古に真しん剣けんに取り組んだ人が上手になるの。それだけ」

　――練習、大変だったんだろうな。

　思っても口に出すことはできない。撫子には、安易な同情を跳はね返かえす、きりりとした強さがあった。

　優しそうな笑えみも、落ち着きも、教え方のわかりやすさも、包容力も、生け花の技量も、十五歳の少女のものではない。家元の娘として育てられたら、こんな風に育ってしまうのだろうか。

「そこの人たち、見てないでお入りなさいな」

　撫子がおだやかに声を掛かけると、理科室のドアががらりと開いた。

「ソーリー」

「ごめんなさいっ」

「すまん」

「悪かったね」

　アランとロリショタメガネ娘と銀縁メガネの理系少年とギャルのアリサが、理科室にぞろぞろと入ってくる。

「入部シマス」

「華道部に入らせてほしいの」

「僕ぼくも入部したいんだ」

「私も入りたいんだ」

　口々に言われて面食らう。

　意外だったのは撫子も亜由子も同じだったらしく、不思議そうな顔をしている。

「えっえっ、どうして？　みなさんで相談して、いらっしゃったの？」

　撫子が聞いた。

「ううん。私が最初に来たの。入ろうかどうしようかって迷っていたら、ばらばらにみんなが来て……なんとなく、外で、……みんなで待っていたの」

　ロリショタメガネ娘がオドオドと答えた。

「みなさん華道がお好きなの？」

「華道、好きデース。華道ビューティフル。ワンダフル。最高！　ワビサビを感じます。ゼンの世界です」

「華道の授業受けて、華道って好きだなぁって思ったの」

「えっとえっと、そ、そうだなっ。僕も華道が好きなんだ。ああ、なんて華道って素敵なんだろうーっ」

　アランが訛なまりの強い日本語で言い、ロリショタメガネ娘がはにかんで答え、理系少年が演技してますとばかりの口調で話す。

　撫子は破顔した。

「あなたがた、翠月先生の授業で、手こずっていらっしゃらなかった？　『華道なんてなんでやらなきゃならないんだよ、僕は特進なんだよ』って、鈴すず木きくん、小さな声でおっしゃってたわ」

　銀縁メガネの理系少年は、指先でメガネのブリッジをずり上げた。顔が赤くなっている。

　三人とも、翠月先生の華道の授業で、苦戦していた生徒たちのようだ。

　――なるほど。こいつら、華道で赤点取りたくないからやってきたんだな……。

「僕、華道の授業、わからなくて……。僕はオール五を取りたいんだ。このままだと赤点になってしまう」

　特進の鈴木学まなぶが言う。

「私も……同じなの……。先生に聞けばいいんだって思うけど、私、恥はずかしくて、手を上げることができなかったの……。部活なら大だい丈じよう夫ぶかも、って思ったの」

　ロリショタメガネ娘祭さい文もん美み穂ほがもじもじしながら言う。

「私はブシドーを極きわめたいデース。華道はサムライのたしなみデース」

「ふふっ。怒りませんから、アランさん。本音をおっしゃってくださいな」

「ハイ。私、華道の授業、ワカリマセン。クレイジーです。助けてくださいでーす」

　アランが両りよう肘ひじを脇わきにつけ、手のひらを肩かたの横で上下させる、お手上げポーズをした。

「華道ビューティフルです。ゼンとワビサビを感じマス。アシンメトリーがワンダフルでーす」

　アランは、金きん髪ぱつ碧へき眼がん長身で、客観的に見ればイケメンなのに、訛りの強い日本語とズレた会話、外国人にありがちなオーバーアクションのせいで、「武道オタクのへんなガイジン」になり果てて、クラスの中でもイジラレ役に納まっている。

「よろしくてよ。歓かん迎げいしますわ。アランさん」

　撫子は、立ち上がると、優ゆう雅がな仕草で握あく手しゆした。

「さんいらない。アランでいいでーす」

「アラン、よろしく」

「祭文さん。楽しく華道をしましょうね。よろしく」

　撫子は次々に握手していく。

「はい。よろしくお願いします」

「鈴木くん。五を取れるようにがんばりましょう」

「うん。がんばる。教えてください」

　皆みなは、握手する撫子を、ぼうっと見つめている。

「えっと、そのう、私も入りたいんだ」

　黙だまって待っていたアリサが言った。

「卯うつ木ぎさんは、どうして華道部に入りたいの？」

　アリサは先生に積極的に聞きまくったせいでうまく生けられ、翠月先生に誉められていた。ギャルっぽい外見だが、真剣な授業態度や、人なつっこい雰ふん囲い気きは、年長者にはかわいらしく映るだろう。

　この中でいちばん、華道の成績を取りやすい人物だった。

「だって私、華道の天才だからね」

　アリサは胸を張った。得意そうに顎あごをくっと上げ、くるくるの髪かみを肩の上で払はらう。

　大和はひやっとした。初心者が天才なんて言って、撫子が気を悪くしないか。

　撫子は物心つかない頃ころから花切り鋏を持たされて、怪我と豆だらけの手と引き替えに、六十代の師範に煙けむたがられるほどの存在になったのだ。

　撫子は、例の、「年若い者の無邪気な傲慢をほほえましく眺める年長者の笑み」を浮うかべ、アリサの手を両手で握にぎった。

「歓迎しますわ」

　大和はほっとしていた。

　撫子は、翠月先生より格上だ。

「ははっ。握手なんて恥ずかしい」
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　アリサは照れた。

「今日はみなさんの分の花材の用意がありませんので、一緒にお茶を飲みに行きましょうか？」

「お茶って、抹まつ茶ちやパフェとか、大仏プリンとか、大仏サイダーとか？」

　アリサが冷やかした。

「オー、大仏プリン！　おいしいですかーっ!?」

「おいしいけど、高いんだよなぁ」

「まさか。そんな高いもの食べないわよ。奈な良ら駅まで行けば、マックもミスドもサイゼリヤもあるもの」

「えーっ。山之坊さんもファミレスとかファストフードに行くんだ？」

　アリサが言った。

「あら、カフェにだって行くわよ」

「ヤマゴボウさんって、なんか硬かたそうな雰囲気があるんだよ」

　大和が言うと、特進理系鈴木学が同意した。

「うん」

「もうっ。……つまらないこと言ってないで、早く行きましょ！」

　大和と亜由子は、あわてて花を片づけた。




　　　　　☆




「ふふっ。甘あまくておいしい。幸せ」

　ロリショタメガネ娘祭文美穂が、ドーナツを食べながら、幸せそうに笑み崩れた。

「ミスドが学校の近くにあったらいいのにな」

　近きん鉄てつ奈良駅でバスを途中下車するのは面めん倒どうだ。

「観光地だもの」

　撫子が言った。

　学校の周囲は観光地なので、レストランは観光客向けの価格の高い店が多く、高校生が気軽に利用できる店はない。

　大仏プリンも地元民のための店というよりは、観光客向けのおみやげ店だ。死ぬほどおいしいらしいが、プリン一個に八百円も払えない。

「僕は神戸だから、近鉄奈良駅って、都合がいいけどな」

　鈴木が言う。

「神戸かよ？　二時間以上かかるだろ？」

「ああ、二時間ちょいだ」

「私も近鉄で京都なの。四条まで乗り換え無しで行けるから便利よ」

「あ、そうだ！　あの……えっと……。大和くん、入学式のとき、甘あま茶ちや、飲んでくれて、ありがとう」

　祭文美穂が思い出したように言った。

「いいよ。そんなの」

「僕もだった。ありがとう」

　鈴木学も言う。

「私のも飲んでもらったんだよな。甘茶苦手だから助かったよ」

「オー、甘茶ー、ベリースイートです」

　アリサがお礼を言い、アランが甘茶の味を思い出したかのように顔をしかめる。

　アリサがあははと笑った。

　綺麗にネイルを施ほどこされた爪つめと、手首の数珠じゆずがミスマッチだ。

「卯木さんって、仏教科だよね。お父さんはリア住で、僧職男子なの？　ウチがそうなんだ」

　亜由子が、にこにこしながら聞いた。

「リア充？　草食男子？」

　大和は首をひねった。亜由子の父である住職は男やもめで、リア充ではない。草食というより脂あぶらぎったおじさんだ。ノリは軽いのだが、中身はくたびれた中年だ。

「リアル住職で、お坊さんの男性って意味よ」

「へーっ。そう言うのか。はじめて聞いた」

「私は葬そう儀ぎ屋やの娘なんだ。『いいお葬そう式しきだったね。メモリアルホールウツギ』ってＣＭ、聞いたことない？」

「あるわ」

　撫子が言った。

「あるデース」

　アランが同意する。

「私も知ってる」

「うん。僕も」

「私も聞いたことあるわ」

　祭文美穂と鈴木学、それに亜由子がうなずいた。

「ってコトは……。卯木って、社長令嬢じゃねぇのか!?」

「ううん。社長の娘じゃなくて、理事長の娘。ウツギは会社組織じゃない。社団法人、日本冠婚葬祭互助協会だよ」

「やっぱ令嬢じゃないかよっ」

　茶色に染めた髪を巻まき髪がみにし、メイクとネイルばっちり、ピアスキラキラネックレスじゃらじゃらのギャルっぽいアリサが、ご令嬢なんて信じられない。

「私は令嬢じゃなくて、葬儀屋の娘だって言ってるだろ!?」

　アリサがムッとした表情で言った。

「あっ。卯木って、それで仏教科に来たわけか!?　葬儀屋の社長になるためだろ」

　言ってしまってから後こう悔かいする。

　会社ではなく法人、トップは社長ではなく理事長と言われたばかりだったのに、とんちんかんなことを言ってしまった。

　だが、アリサは怒おこらなかった。大きくうなずいたのだ。

「うん。私ね。いい葬儀屋になりたいから仏教科に来たんだ。うちのメモリアルホール、九割が仏式だから」

「卯木さんって、しっかりしてるのね、み……」

　亜由子は、言いかけてやめたが、「見かけと違って」と言いたかったらしいことははっきりわかる。

「だったら、なんで、茶ちや髪ぱつなの？」

　撫子がもっともなことを聞いた。

「不良になりたかったんだよ」

「不良なんていまどき流行はやらないわよ。見かけでソンをするなんて、もったいないと思うわ」

　撫子が言う。

「だよなぁ。小学校のときに、ソーギ屋ソーギ屋ってはやし立てられて、ソーギ屋言うなって噛かみついてやったんだ。そしたら、担任の先生が、理由も聞かず私を怒ったんだ。噛みついたほうが悪いんだとさ。じゃあ悪い子になってやれって、こうなった」

　アリサはハムチーズパイをばりばりっとかじった。

「それは先生が悪いよ」

　大和は言った。

「うん。でも、成績が悪いのは私が悪いんだ。中学校のときなんか、ぜんぜん勉強しなかったから。でも、宝ほう鳳おう寺じの仏教科は、仏教関係者だと名前を書いたら入れるんだ」

「それ聞くよなー。宝鳳寺の偏へん差さ値ち低いって……」

　大和はため息をついた。

　バカと変わり者だらけの、おかしな高校。中学時代の友達にも面と向かって言われたし、大和もそう思っていた。

　一年の辛しん抱ぼうだから、退学したいとまでは思わないが、受験のときまで時間を巻き戻すことができたらいいのにと夢想する。

「宝鳳寺の特進、偏差値七十五だぞ」

　鈴木学がぼそっと言った。

「えっ？　ええっ!?　ウソだろ」

　七十五？　いま、鈴木はそう言ったのか？

「偏差値七十五なんて、灘なだや洛らく南なん、膳ぜ所ぜクラスじゃないか」

「そうよ。灘や開かい成せいと同レベルなの。採る人数が少ないぶん、宝鳳寺の特進のほうが大変だって聞いたことあるわ」

　驚おどろいているのは大和だけだ。みんな平然としている。

「大和、知らなかったの？」

「うん。はじめて聞いた……。特進なんて関係ねぇし。で、でも、うちの高校、数学も国語も、教科書メチャメチャ薄うすいのに……」

「二年で、科に分かれてから、特別進学授業になるんだよね」

　亜由子が聞く。

「うん。二年からは、少人数制で、すごい丁寧に教えてくれるそうだ。宝鳳寺の特進ってすごくてさ、真ん中程度の成績でも京大にストレート合格するって」

「医学部入試なら宝鳳寺の特進って言われてるのよね」

　撫子が説明する。

「うん。僕は灘と宝鳳寺と両方合格したんだけど、両親が医者になるためには、灘より宝鳳寺のほうがいいって。医者として大事なものを学べる学校だって言うんだ」

「そ、そうだったんだ……」

　大和はあまりの驚きに呆ぼう然ぜんとするばかりだ。

　バカの行く高校だと思っていたのに、違ちがっていたのか。灘を蹴けって宝鳳寺に入学するなんて、うちの学校はそれほどレベルが高かったのか。

「僕、神戸から通ってるから、正直言って通学が大変なんだけどさ。この一年は人生の夏休みだと思って、のんびり過ごすことにするよ」

「あのう……、聞いてもいい？　テストで……いい成績を取るためには、……どんな勉強をすればいいの？　秘ひ訣けつとか、あるのかな？　私、テスト、成績、悪くて……」

　美穂が聞いた。

「秘訣はあるよ。簡単なのが」

　部員のみんなが、身体を乗り出して耳を澄すます。

　テストでいい成績を取るための秘訣。ぜひ聞きたい。

「解かい答とう欄らんを全部埋うめればいいんだ。そうすりゃ百点を取れる」

　撫子が目を丸くして沈ちん黙もくし、美穂はがくっとなり、大和は思わず仰のけ反ぞった。

「ははっ。聞くんじゃなかったな。祭文さん」

　アリサが苦笑した。

「そ、そうね」

　――本当にその通りだよな。期待した俺がバカだった。

「医者かぁ。葬儀屋の仕事仲間だな」

　アリサがとんでもないことを言ったので、大和はコーラにむせてしまった。気管に入って咳せきが止まらず、かなり苦しい。

　アリサの爆弾発言にドン引きしているのはみんな同じだ。わけがわかっていないのはアランだけ。

　撫子がたしなめた。

「卯木さん、その言い方は良くないと思うわ。まるでお医者さんが患かん者じやを殺しているみたいよ」

「ごめん。そんな気なかった。思ってたこと、そのまま言ってしまっただけだ。気を悪くしないで欲ほしいんだ」

「卯木さんの言うこと、私、わかるよ。私、寺の娘むすめなんだけど、病院で亡なくなったとき、ご遺族は葬儀屋さんに連絡するの。葬儀屋さんがご遺体を家に連れて帰ってくれるの。ご遺族は動どう揺ようしているから、お寺に連絡してくれるのもだいたいが葬儀屋さんよ。病院と葬儀屋と寺は、仕事仲間みたいなものね」

「そう、それっ。それを言いたかったんだ。葬儀屋の仕事って多くてさ、御お供く養よう品ひんの斡あつ旋せんとか、火か葬そう場ばの予約とか、祭さい壇だんをどんなグレードにするかとか、精進落としの会食を取り寄せたりとか。書類関係も遺族にアドバイスするし。あと、花屋の手配するのも葬儀屋なんだ」

「それで華道部なのね？」

「ああ、生けこみは花屋さんがやってくれるんだけど、自分ちが扱あつかうものは、知識があるほうがいいだろう？　それに、私、華道に向いていると思うんだ」

「じゃあ、次は、フラワーアレンジ、やりましょうか。葬そう祭さい場じようや結婚式場で置いてあるような、華やかなお花よ。亜由子さんも、アレンジをやりたいっておっしゃっていたし」

「わっ。すげぇうれしいっ！　ありがとう山之坊さん」

　ちゃらちゃらした外見のアリサだが、しっかりしている。大人みたいだ。

「卯木さんって、いい葬儀屋になれるよ」

　鈴木が言った。

「アリサでいいよ。鈴木は医者だろ。大変そうだなぁ。でも、鈴木って、頭がいいし、なれるんじゃね？」

　アリサが言った。

　鈴木は成績がいい。理系の成績はとくに良く、学年でもトップクラスだ。

「うん。なるよ。医者になるのは通過点だから。僕が医者にならないと、うちの病院、破産しちまうからな」

「はっ？　なんで」

　アリサが聞いた。

「医者って、お金持ちだよね？」

　亜由子も聞いた。

「なんで鈴木が医者にならないと破産するんだよ？」

　大和も聞いた。

「うちの父……鈴木医院の院長先生なんだけど、医院を建てるとき、二世代ローンを組んだんだ」

「二世代ローン？　そんなのあるのか」

「最長五十年まで借りられるんだ」

「いくら契けい約やくしたんだよ」

「五十年契約で六億円。そのうち両親が二億ずつで、僕が返す額は三分の一なんだ」

　大和は絶句した。

　驚いているのは大和だけではなかった。みんな同じで、ぽかんと鈴木を見つめている。

「あ、でも、団体信用保険に入っているから、僕が死んだら借金はチャラになるから大丈夫だよ。医者になれなかったら自殺しようかなーって冗じよう談だん言ってるんだ」

　高校一年で二億の借金を背せ負おっていて、医者になれなかったら自殺か破産の二に者しや択たく一いつ。

　すごい人生だ。

　――そうか。それで、鈴木のやつ、成績にこだわるんだ。華道部に入ったのは、五を取りたいからって言ってたもんな。

　予想外に重い話に何を言っていいのかわからない。

　職業選択の自由がない家業というのが、世の中にはあるのだ。サラリーマンと行員の両親を持つ大和には、わからない世界だった。

「自殺なんて冗談じゃないよ」

　アリサが言った。

「はは。それが冗談じゃなくてさ。医者って稼かせぎもすごいけど、借金もすごいんだ。歯医者なんて赤字じゃないところを探すほうが難しいぐらいだ。毎年、すごい数の歯医者が倒とう産さんしているんだよ」

「ウソだろ、そんなの信じられねぇ」

「歯医者の数って、コンビニの数より多いんだよ。過当競争なんだ」

　大和は家の周りの歯医者を思い浮かべた。

「確かにそうかも。私の寺の周り、コンビニは二軒だけど、歯医者さんは、えっと、三軒だっけ？　大和？」

「いや、四軒だ。……医者って大変なんだな……」

　大和が言うと、鈴木は苦笑した。

　アリサが鈴木の背中をバシンと叩たたいて、はっぱを掛けた。

「強くイキロよ！」

「うん。ありがとう」

「私のハムチーズパイ、半分やるぞー」

「ごめんね、私、食べちゃった」

　亜由子が言った。

「私も食べてしまったわ。今度おごるわね」

　撫子が言う。

「うっ。俺も食べちまった」

　大和はあわてる。

「いいんだ。二億の借金の前では、ドーナツ代なんて雀すずめの涙なみだだ。気持ちだけ受け取っておくよ。すげぇうれしい。ありがとう」

「でもよ。そんな話、していいのか？」

「母さんが話せって言ってるんだ。うちの母は外げ科か医いなんだけど、医者って人種は金を持ってるって誤解があるだろ？　金目当ての女が寄ってくるんだって。おまえはモテないだろうけど、借金二億でもそれでも好きって女とだけつきあえ、って。僕、一生独身だろうな」

　鈴木は苦く笑しようしながらコーヒーを飲んだ。コーヒーカップを持つ左手首には、透とう明めいな数珠が填はまっている。

　その数珠のきらめきが、大和を責めているように見えた。

　お尻しりがもぞもぞして居い心地ごこちが悪い。

「私は葬儀屋の娘だからウチの高校に来て、那な波なみさんは寺の娘だから。鈴木は医者になるため、山之坊さんは家元になるため。アランはサムライになりたいからだよな？」

「ハイ。私は忍にん者じやサムライカンフーレスラーになりたいデス」

　アランが答えた。

「祭文さんは何でウチの高校に来たんだ？」

　アリサが聞いた。

　窓ガラスの外を目を細めて見つめていた祭文美穂が、はっと顔を上げた。

「私……子どもが好きなの……」

「うん。わかる」

　ロリショタメガネ娘は、お母さんに手を引かれて歩いていく窓の外の幼児を見て、うっとりと優しそうな表情を浮かべていた。

「私……お母さんになりたいの……」

「はぁっ？」

　子ども好きでお母さんになりたい、そこまではわかる。

　だが、子どもが好きでお母さんになりたいから宝鳳寺というのがわからない。

　結けつ婚こんして子どもを生みたいから、稼ぎの良さそうな男をいまから探しておく、という意味だろうか。

　目の前にいる医者の息子むすこは、二億円の借金を持つ少年だし、鈴木が言うには医者は稼ぎもすごいけど借金もすごいそうだが。

「えっと、えっと、宝鳳寺って、総合学習の授業で、宝鳳寺幼稚園で、実習があるの……。高校生で幼稚園実習ができるのよ！　……宝鳳寺の短大、幼児教育科があってね、内部進学できるのね。……私は、幼稚園の先生になりたいの！」

　祭文美穂は、とつとつとした口調で話した。

「内部進学は足切りがあるの。成績が良くないとダメなの。……私、あんまり頭が良くないから、がんばっていい成績をとりたいの……」

　祭文美穂はふわぁあんと笑った。

　おっとりしていて、ふわふわして、何も考えてなさそうな祭文美穂でさえ、将来のビジョンがある。

　夢なんていうあいまいなものではない。彼かれら彼女らは明確に将来を見み据すえている。

　仲間たちの左手首に填る数珠は、誇ほこらしげに輝かがやいている。未来を照らす明かりのように。

　大和は、なんとなくうしろめたくなり、数珠をつけていない左手を、机の下に隠かくした。

　数珠は学校一日目につけ忘れて以来、ベッドサイドに置きっぱなしになっている。数珠をつけないのは、明確な理由があるわけではない。

　あえていうなら、ブレスレットタイプの数珠を腕うでにつけたときに感じる、ごろごろした違い和わ感かんが気持ち悪いから、だろうか。

「高原はどうなんだ？」

　アリサが聞いた。

「えっと、俺は……。本命を風か邪ぜで受けれなくて、滑すべり止どめが不合格で……。二次募集があった宝鳳寺を受験したら、合格して……。だからそのう、将来の夢とか目標とか、あんまりなくて……なんというか、そのう、偶ぐう然ぜんなんだ……」

「ｆａｔｅフエイトデス！　ジャジャジャジャーン、ジャジャジャジャーン」

　アランが言った。

　ストローをタクトのように振ふり回まわして悦えつにいっている。

「アランは一体何を言いたいんだよ？」

　アリサと撫子がこそこそと話す。

「ちょっと待って。検けん索さくしてみる。フェイトってこのつづりでいいのかな？　運命、縁えんってかいてあるね。ふうん。運命も縁も、英語じゃ同じ単語なのね。大和は縁があって、宝鳳寺に来たのよ」

　亜由子が言った。

「ああ、それで、ジャジャジャジャーンか。ベートーベンの運命だな。やっとわかった」

　アリサがうなずく。

「そうね。縁よね」

　撫子も同意した。

　大和は苦笑した。縁とか運命とか、いまひとつ意味がわからない。

「縁って仏教用語なのよ。運命とか宿命みたいな意味ね」

　大和はげんなりした。

　――そんな宿命、いらねぇ……。

　宿命という言葉は「宿命の対決」のようでカッコイイが、普ふ通つうの高校に行って普通の高校生活を送りたかった。

　大和はドーナツが入っていた袋ふくろをクシャッとつぶした。

「そろそろ出ようか？」

「そうだな。そろそろ三宮行き快速急行が出る時間だし」

　席を片づけ、ゴミを捨てる。

　アリサがレジで立ち止まった。

「待って。五秒で終わるから」

　前まえ払ばらいのファストフード店なのに、何をするのかと思って見ていたら、財さい布ふを取りだして、小こ銭ぜにを募ぼ金きん箱ばこに入れている。

　社会に対してはすに構えているような、ちゃらちゃらした見かけのアリサが、募金箱に十円玉を落とす様子は意外性があった。

　みんな同じ気持ちなのか、レジでお金を払っている中年女性が、驚きの表情でアリサを見ている。

「何を見てるんだよ!?」

　じろっと睨にらまれ、大和は素す直なおに謝あやまった。

「ごめん。なんか、びっくりして」

「自利利他だよ。お金を入れると、自分はいいことをした気分になれるだろ。そのお金で、誰だれかが幸せになれるだろ？」

　自利利他。住職から聞いた。「私は幸せ、あなたも幸せ」「私はオッケー、あなたもオッケー」という、仏教の考え方。

「そうそう。二利円満よね。私もお金、入れちゃおう」

　亜由子が小銭を募金箱に落とす。

「僕も入れよう」

「鈴木くんは入れなくていいわ。一円玉が二億個集まれば二億円になるのよっ。私がお金、入れるから」

　撫子も百円玉を募金箱に入れる。手首の数珠がきらっと光る。

「めぐまれない子どものための募金なのね……。私も入れるね……」

　子ども好きの美穂が言う。

「私も入れマース。ＷＩＮＷＩＮの関係、すばらしいデース」

　アランも硬こう貨かを入れた。五十セント硬貨だった。

「ウインウインって？」

　大和はこっそり鈴木に聞いた。英語の質問は鈴木がいちばんだ。

「私も勝って、あなたも勝つ、……かな？　経済用語だよ。もちつもたれつ、共存共栄ってとこだな。やっぱり僕もお金を入れとこう。ちょっとだけど」

　鈴木は、十円玉を五枚ほど入れた。

　お金を入れなくてはならない雰囲気に抗こうしきれず、大和もしぶしぶ一円玉と五円玉、それに十円玉を募金箱に落とす。

　――無む駄だ遣づかいだ。もったいない。

　募金箱に入れたのはわずかなお金。なのに、惜おしく感じる自分が恥ずかしい。「いいことをした気持ち」にはなれない。

　勝負は勝ち負けがでるものではないのか。私も勝ってあなたも勝つなんてありえない。それって、運動会でかけっこをして、みんな一いつ緒しよにゴールするみたいだ。かけっこは早い人が勝つのが当たり前ではないのか。

　――俺って小さいなぁ。

　皆が立派に見え、自分が小さな存在に見える。胸が痛くなってくる。

　店を出て、みんなで一緒に、近鉄奈良駅に向かって歩き出す。

「あっ」

　美穂が足を止めた。彼かの女じよの視線の先を追うと、外国人観光客が、子供の手を引いて歩いていた。その子が転んで泣き出した。

「大変っ」
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　美穂は子供に走り寄ると、「ハイ」と声を掛かけ、子供の目の高さにしゃがんだ。そして、千代紙で作った折おり鶴づるを差し出す。

「プレゼント」

　金髪碧眼のフランス人形のような少女は、突とつ然ぜんの贈おくり物ものに驚きの表情を浮かべている。

　少女の手を引く母親らしい人が、少女に英語で話しかけた。お礼を言うように促うながしたようだ。

「サンキュー」

　少女はにっこり笑った。もう涙は止まっていた。

「どういたしまして」

　美穂は瞳ひとみを糸のように細くして、幸せそのものという雰囲気で笑み崩れている。

「自利利他だ」

　鈴木が言った。

「難しいことはわかんないけど、私は子供の笑え顔がおが好きなだけ。日本人の男の子には手しゆ裏り剣けんを、女の子にはプリキュアシールを、外国人の子供には折り鶴をあげるの。子供たちが喜んでくれると、私まで幸せになれるの」

「それが二利円満なんだよ」

　アリサが言った。

　近鉄奈良駅の前で皆と別れる。

「じゃあ、ここで」

　撫子は京都、アランは奈良駅近くの寮住まい、鈴木は三宮。美穂とアリサは徒歩、大和と亜由子はもういちどバスだ。

　バス停で、市内循環バスを待っていると、亜由子がにこにこしながら話しかけてきた。

「よかったね。みんな華か道どう部ぶに入ってくれて。これで花材費、払わなくてすむね」

「うん。でも、みんなって、赤点取りたくないから、華道部に入ったんだよな。休まなかったら腕が悪くても五がつくって、みんな知らないんだよな？」

「言っちゃダメだよ」

「うっ」

「人数クリアでせっかく部活になれるのに、言うと辞やめる人出てくるよ。花材費六千円、毎月払いたくないでしょ？」

「うん」

「だったら黙っておくの！　わかった!?」

「わ、わかった」

　大和は不承不承うなずいた。

　亜由子は、何が何でも、大和と撫子とふたりきりにさせたくないらしい。撫子は、大和に気付いて欲しいと言っていた。

　――はっ。もしかして!?　亜由子って俺を好き、とか？

　――い、いや、そんなことありえないって。俺ってモテるタイプじゃないし……っ。

　大和はごく普通の生徒だ。鈴木のように頭がいいわけでもなく、アランのようにイケメンでスポーツができるわけでもない。うぬぼれるとあとで痛い目に遭あいそうで怖こわい。

　――忘れようっ。忘れるんだ！　俺っ。

「ふふっ。なんでそんなおもしろい顔をしているの？　バス来たよ」

　亜由子が大和の手を握り、軽く引いた。

　顔がかぁっと赤くなった。

　温かくてふわふわすべすべの手の感かん触しよくに、心臓が飛とび跳はねた。夕ゆう陽ひに照らされた亜由子の頬ほおが金色に輝き、桃もものように見える。つやつやの黒くろ髪かみが風に揺ゆれ、フローラルシャンプーの香かおりをふりまく。

　亜由子って、こんなにかわいかったのかと見とれてしまう。

　――亜由子とこんな風に接近できるなら、宝鳳寺も悪くない、かもな……。
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４章　仏の道は体力作りから







　高たか原はら大和やまとは、感心していた。




「ＯオーＳエスはオペレーションシステムと言います。基本ソフトです。この基本ソフトがないと、あなたたちが大好きなインターネットも、ソリティアも、ワープロソフトも、使うことができません。ＯＳは、パソコンと私たちの間にいる、通訳みたいなものです」

　――へーっ。ＯＳってそういう意味だったのか。

　コンピュータの先生の説明はわかりやすい。

　今までなんとなく使っていたパソコンを、言葉の意味から順を追って説明してもらうのははじめてだった。中学の総合学習でやったパソコンの授業とぜんぜん違う。

「通訳がいなくてもがんばってコンピュータの言葉を覚えれば、パソコンを使うことはできますが、通訳がいるほうが便利よね。ウインドウズ７セブンはこの基本ソフトにあたります。最近、ウインドウズ７に変えたばかりだから、使い勝手が良くなってるはずよ。パソコンの使いやすさは、基本ソフトの性能によるところが大きいの。……ほら、そこ、寝ねない！」

　机の間を歩きながら話していた先生が、キーボードに突つっ伏ぷして寝ていた生徒の頭頂部を指先でトントンした。

　寝ていた生徒が顔を起こし、あくびをした。

「だりぃよ。俺、将来、檀だん家か寺でらの坊ぼう主ずだぜ。なんでコンピュータの勉強しなきゃいけないんだよー？　俺は、お経きようやご詠えい歌かをやりたいんだ」

　生徒がめんどうくさそうな口調で反論した。

　仏教科の生徒は、仏教以外の授業をだるいと言い、仏教科以外の生徒は、仏教関係の授業を、どうしてこんな勉強をしなくてはいけないのかと思う。

　――宝ほう鳳おう寺じって、どうしてこんなシステムにしてるんだろ？　普ふ通つう科かなら普通科でいいし、仏教科は仏教だけやればいいのに。

「お坊さんだってコンピュータ使えたほうがいいじゃない？　今はネット社会なのよ。フェイスブックで情報発信したり、ニコニコ動画で法話するお坊さんって、かっこいいと思うんだけどな」

　先生の言葉に被かぶさるようにして、チャイムが鳴った。

　起立礼着席のコールが響ひびき、先生がコンピュータ室を出ていった。

　一年一組の生徒たちもぞろぞろと出ていく。

「次は体育だよな。何をするんだろ？」

　大和は横を歩く亜あ由ゆ子こに聞く。

「着替えて校庭に出ろって言ってたね。陸上かな？」

　宝鳳寺学園特有の、教室移動の多さのせいで、雑談は廊ろう下かを歩きながらするのがデフォルトになっている。

　教室に戻り、コンピュータのテキストを机に入れ、体操服を入れた袋を持ち、更こう衣い室しつに移動する。十分しかない休み時間で、教室移動して着替えて校庭に集合するのは大変だ。どんなに急いでも五分や十分は遅ち刻こくする。

「……って、あれ……？　校庭、で良かったんだよ、な？」

　大和はとまどった。

　宝鳳寺の校庭は狭せまく、体育館も小さい。隣りん接せつする宝鳳寺の境けい内だいのほうがずっと広く、入学式をお寺の境内でやったほどだ。その狭い校庭に、先客がいた。

　先せん輩ぱいたちが、ソフトボールの準備をしていたのである。

「ど、どうするんだろ？」

　大和が言うと、体操服姿の亜由子が答えた。

「体育館でするのかな？」

「って、宝凰寺って、体育が男女合同授業なのかよ!?　小学生並みじゃんか!?」

　体育の先生が、校庭のすみっこでピピッと笛を吹ふいた。

「一年一組は集合ーっ！」

　ぞろぞろと校庭の端はしに集合する。

　体育の安あん斉ざい先生はスキンヘッドだった。体育の先生が坊主というのは意外だったが、坊主頭に慣れてしまった今では驚きもない。

「出席を取ります。……よし、全員出席だなー。今日は陸上をするぞーっ」

「えっと、安斉先生、どこでするの？　陸上なんてできないよ？　体育館でするの？」

　アリサが聞いた。

「体育館は三年が薙なぎ刀なたの練習をしているわ」

　撫子なでしこが言った。

「校庭でランニングをします」

「ソフトやってる隅すみのほうをぐるぐる回るの？」

「校庭、狭いから、一周すぐだな」

　鈴すず木きがうきうきした口調で言った。一周走って終わりではないだろうにと思ったが口に出ださない。

「おっしゃる通りです。我わが宝鳳寺高校は、日本一校庭が狭い高校だと言われています」

　安斉先生は、仏の笑みを浮うかべた。

　いかにもな体育会系の話し方から、噛んで含ふくめるような丁てい寧ねいな話し方へと移い行こうする。

　――うっ、こ、この、話し方は、ほ、法話っぽい……っ、っていうか、そのもののような……。

　お坊さんモードにチェンジした安斉先生は、舟形光背を背中に背負っていても不思議ではないほどの仏教臭を放ち出す。

　ちなみに舟形光背とは、仏像が背中に背負っている、舟形の飾かざりのことである。

「我が校は、文部科学省が決める高校の校庭の最低基準を満たしていません。体育館も同じです」

「えぇ!?　それっていいのーっ」

　アリサが言った。

「はい。いいのですよ。許可は下りております。我が校の初代理事長、森もり本もと幸こう昭しよう先生は、査察に来た政府の役人に、穏おだやかな口調で、こうおっしゃったのです」

　いきなりの昔語りに、生徒たちはとまどうばかりだ。

　いやな予感がふくらむ。

「春日山は我が校の校庭です。宝凰寺の本堂が我が校の体育館です。我が校は、日本でもっとも広大な校庭と体育館を持つ学校です」

　ちなみに、春日山とは、『春日山原始林』をその懐ふところに抱く広大な秘境である。市街地に原始林が広がる様子は極きわめて珍めずらしく、特別天然記念物に指定されているのみならず、古都奈な良らの文化財として、世界遺産にも登録されている。

「初代理事長がおっしゃったそのひとことで、政府のお役人は許可を出しました。……というわけで、今日の体育の授業はランニングです。三月堂まで走りましょう。片道三キロぐらいですから楽勝ですよ」

　安斉先生が慈じ愛あいに満ちた笑みでそういうと、生徒たちの間に、ひんやりした空気が漂ただよった。

　とはいうものの、げっそりしているのは奈良県民だけで、県外から来た撫子や鈴木は意味がわかっていないらしく、きょとんとしている。

「あのう、安斉先生……冗談……ですよね……？」

　奈良県民の美み穂ほが、おそるおそる聞いた。顔を引きつらせている。

「至って本気です。大だい丈じよう夫ぶですよ。幸い、今は六時間めです。五月で陽ひは長いですから、少しぐらい遅おくれたって平気ですよ。観光地でハイキングコースでもありますから、道案内の看板がたくさんあります。遭難する心配はありませんよ。奈良の美しい自然を堪たん能のうしながらランニングを楽しみましょう」

「おーっ、遭難デスカ!?　おもしろい冗談ですねー。往復六キロ、楽勝デース」

　アランがストレッチをしながら言った。楽しそうにしている。

　――冗談じゃない。マジで死ぬぞ。遭難するぞ。秘境なんだぞ。原始林なんだぞ。

　体育だから、普通の授業だろうと思っていた。少なくとも、仏教とは関係なくいられるだろうと思っていたのだ。

　だが、甘あまかった。宝鳳寺は、体育までも仏教学校だった。骨の髄ずいまで仏教だった。

　大和は抵てい抗こうを試みた。

「お、俺おれっ、腹が痛いんですが。先生、俺、無理です。走れません」

「それは大変だ。だったら五十分間、瞑めい想そうしてみるかね？」

「瞑想って何ですか？」

「座ざ禅ぜんと言えばわかりますか？」

「えーと、お寺で壁かべ際ぎわに正座して、お坊さんが後ろをウロウロして、肩かたを棒でパーンって」

「それです。宝鳳寺は禅ぜん宗しゆうではないので、瞑想と言っています」

「それって、ようは五十分間正座しろってコトですか？」

　安斉先生は、胸の前で合掌すると、慈じ悲ひ深ぶかい笑みを浮かべた。笑顔が怖く見えるのは、大和の気のせいだろうか。

　五十分間の正座か、ランニングか……。

　走るほうが、仏教にまみれなくてすみそうだ。

「走ります……」

「瞑想したい人はいるかね？　……いませんね。はい。出発ーっ。走らないと時間内に帰って来れませんよーっ」

　先生がピピッと笛を吹いた。

　生徒たちが一いつ斉せいに走り出す。

　校門を出た生徒たちは、一団となって走っていく。

「どっちに行けばいいの」

「矢印、出てるぞ。あっちだ」

　大和もしぶしぶランニングする。

　武道科の生徒はさすがに体力があり、アランは先へ先へと走っていく。

「えっ？　えっ？　石段？　何段あるのよーっ？」

「スポ根漫画みたいだ」

「上り坂じゃねぇか。砂じや利り道みちだし。足あし下もと悪いよーっ」

「やだもうっ。鹿しかのうんこだらけっ。滑るんだけどっ」

「転こけちゃダメだぞっ。うんこまみれになるよっ」

「きゃーっ。痛いーっ。わーんっ。臭いっ、やだーっ」

「やだーっ。いっぱいついてるじゃないの。寄らないでぇーっ」

「だから転ぶなって言ったのに！」

　あちこちで悲鳴が上がり、阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらしとなっている。

　県外から来ている生徒もけっこういるようだ。

　奈良県民は、小学校の校外学習の授業で春日山原始林に来たことが一度はあるから、『春日山』の広大さを知っている。

　文句を言う元気もなく、もくもくと足を運ぶ。早く往復しないと、冗談ではなく遭難してしまう。

　広い道なのだが、アップダウンが多く、石段を駆かけ上あがったり、急きゆう勾こう配ばいを駆け下りたりして、さながらクロスカントリーだ。

　生徒たちが大おお騒さわぎしながら走っていく様子を、観光客が物もの珍めずらしそうに見つめている。

「ナイスファイト！」

　西洋人がピーッと口笛を吹いた。

　観光客は気楽でいいが、走っているほうはたまったものではない。

　木々の葉がザワザワと音を立て、不気味な雰ふん囲い気きを演出する。

　――うぅ。どうしてこうなったんだ？　足痛ぇ。身体が重い。喉のど渇かわいた。臭い。息が上がる。

　巨きよ大だいな木々がうっそうと茂しげる春日山の山道は、太陽の光を遮さえぎって昼なお暗く、肌はだがじめっとする。

　秘境の名に恥はじない不気味さなのに、砂利道を走る音に混じって、小鳥がのんきにさえずっている。まるで大和をからかっているようだ。

　どことなく線せん香こうの匂においがする。読ど経きようの陰いん気きなリズムさえも聞こえてきた。大和の先行きを暗示しているようで気が滅め入いる。

　ふっと気付くと、前にも後ろにも生徒はいず、大和だけになっていた。

　大和は、走るのをやめて、のろのろと足を運んだ。汗あせまみれになった身体から、肌が心ここ地ちよく冷えていく。のんびりと草をはむ鹿が、大和をじろじろと見つめている。

　声を合わせた読経が、高く低く聞こえてきた。

「あれ？」

　気のせいだと思っていた。だが、確かに読経が聞こえてくる。線香の匂いも鮮せん明めいになってきた。

　巨きよ木ぼくに埋うもれるように建つ古い建物の外に、体操服の亜由子が立っている。

　亜由子は、格こう子し窓まどから、中を覗き込んでいた。体操服の短パンから、すらっと伸のびた下か肢しがまぶしい。

「亜由子？」

　亜由子は振り向くと、唇くちびるの前に人差し指を立て、静かにするように合図した。

　この建物は、観光寺院特有のキラキラした仰ぎよう々ぎようしさはないが、たくさんの人の気配と線香の匂い、それに読経の声がして、お寺の一部らしいとわかる。

「どうしたんだ？」

「行場なの」

「ギョウバ？」

「修しゆ行ぎよう場ばのことよ。神聖な場だから、静かにね。若いお坊さんたちが修行しているの」

　お坊さんの修行なんて言われても、さっぱり意味がわからない。お経を読んで正座して、ご詠歌を唱和して、他にどんな修行があるのだろう。

「すごいお経の声だな」

　格子窓を覗きこんだ大和は絶句した。

　何十人ものお坊さんが、お経を唱えながら、堂内をぐるぐると歩いていた。お葬そう式しきや法要で聞く、ゆっくりしたお経ではない。

　何十人ものお坊さんがいっせいにお経を唱えているものだから、広い堂内にわーんと反はん響きようして、お腹なかに響くような重低音になっている。

　お坊さんは、突然真ん中の広いところに走り出たと思うと、膝ひざをついてその場に倒れこみ、起きあがる。そして、またもお経を唱えながら、ぐるぐると歩いていく。

「なんだよ。あれ？」

　声をひそめて亜由子に聞く。

「五体投地よ。お祈いのりをしているの」

　歩くというより、走り回るというほうが正しいほどの早さだった。しかも、まるで身体を叩きつけるように膝をつき、両手をついて額を地面に押おしつけている。

　その様子は、大和の目には異様に見えた。

「あれ、痛くないのか？」

「痛いわよ。ほら、床ゆかがへこんでいるでしょう？」

　たしかに、床にでこぼこがある。

　コンクリートでもなければ、板張りでもない、踏ふみ固かためられた土の床だった。

　大和は何を言えばいいのかわからなかった。

「何のために、あんなことするんだ？」

「修行のためよ。ありがたくて、敬けい虔けんな気分になれるわね」

　ありがたい？　敬虔な気分？　わからない。立ったり倒れこんだりを繰くり返かえすお坊さんたちは、大和の目には怖く見えた。

　異様な熱気に当てられて腰こしが引ける。不気味だ。とにかくこの場を離はなれたい。

「俺、先に行くワ」

「私、もうちょっとだけ見てから行くね」

　大和は先を急いだ。

　――なんであんなことするんだ？　坊主ってのはマゾなのか？　俺は痛いことも苦しいことも嫌いやだぞ。俺はあんなのやりたくない。一円にもならないんだろ？

　――俺は、普通の人間なんだ。ケツの穴が小さいんだ。募金箱に小銭を入れるのさえ惜しいんだ。

　お坊さんたちが五体投地する様子が、頭の中をぐるぐるする。

　亜由子の言うように、敬虔な気分になんかなれない。

　理解できない。わからない。異様だ。なのに、キモチワルイと切って捨てることができないのは、息をすることさえはばかられるような、真しん剣けんな空気が流れていたからだ。

　わからないのに気になって、わからないから気になって、さっき見た光景が、頭の中からでていってくれない。解けない方程式のように、眉み間けんのあたりでちかちかしている。

　――あんなの怖いよ。嫌だ。

「怖いーっ。嫌ぁーっ。きゃーっ」

　絹を引ひき裂さく女の悲鳴が、大和の物思いを破った。

　この声は撫子ではないのか。

「やだぁっ。怖いよーっ!!　きゃああっ。あっち行ってぇっ」

　切せつ迫ぱくした悲鳴だ。まるで何かに襲おそわれているようだった。

　大和は足下の石ころを二つほど拾うと、声のするほうへ走った。

　スマートフォンもなければ、武器もない。だが、知しらん振ぷりはできない。暴漢に石を投げつけるぐらいのことはできるはず。大和は手の中の石ころを、キュッと握にぎりしめた。

　石いし燈どう籠ろうの向こうに、撫子がいた。

　五匹ほどの鹿に取り囲まれて悲鳴をあげている。

「し、鹿、かよ……っ」

　変質者に絡からまれているのかと最悪の想像をしていたから、のどかな光景に脱だつ力りよくする。

　手から石が落ちてころころと転がった。

　鹿は瞳をらんらんと光らせて、「何かくれるの？」とばかりの様子で、撫子の手を見つめている。

　頭をくいくいと下げるおねだりポーズは、奈良の鹿に特有のお辞じ儀ぎだ。

　鹿は、撫子が何かおいしいものを持っているのに、焦じらしているのだと思っている。

「やだっ。とびかからないでっ。私、何にもしてないじゃないのっ」

　鹿に取り囲まれた撫子は、悲鳴をあげて怯おびえている。

「ヤマゴボウさん。手、グーにしちゃだめだ」

　声を掛けると、鹿がいっせいに振り向いた。

「高原くんっ！」

　撫子は、泣きそうな表情を浮かべると、大和に向かって走ってきた。

　鹿が同時にダッシュする。鹿に押し倒されそうで怖く、思わず目を閉じたところ、やわらかくてふんわりしたものが抱きついてきた。

「わあぁんっ。怖かった。怖かったよぉっ」

　撫子が大和にしがみついてぶるぶると震ふるえている。

　彼女の腕が首に回り、黒髪が大和の肩にさらさら触ふれた。

　胸のふくらみが押しつけられる。ぽよんとした弾だん力りよくと、甘あま酸ずっぱい香りにどきどきする。コロンとかではない。フローラルシャンプーの香りと彼女自身の体たい臭しゆうだ。

　撫子は貧乳だと思っていたが、密着した感じではそれなりのボリュームがある。ＢかＣぐらいはありそうだ。

「ヤマゴボウさん……。そ、その……」

「えーっ!?　きゃあああっ。わぁああっ。やだぁっ。私、そんなつもりじゃっ。きゃああっ」

　撫子は飛とび退のくと、顔を真っ赤にしてわぁわぁ悲鳴をあげている。クールな彼女が、おろおろしている様子がかわいい。

「ヤマゴボウさん。手をパーにして、両手を前に出して」

「えっ、ええ？　こう？」

　撫子が両手を開き、鹿の前に突きだした。

　鹿は撫子の手の匂いを嗅かぐと、興味を失ったように歩き去っていった。

　撫子はぽかんとした。

「えーっ。何で？　どうして？　ウソみたい。私をずっと追いかけてきて、威い嚇かくしてたのよーっ。怖かったんだからっ」

「奈な良らの鹿ってさ、手を握ってると寄ってくるんだ。手の中においしいものを隠し持っているって思いこんでいるらしい。手を開いてカラッポですよって見せると、納なつ得とくしてどっか行ってしまうんだ」

「そ、そうなの？」

　撫子は、自分の手を開いたり閉じたりして首をひねった。

「で、でも、鹿さんたち、私を威嚇してたわ。頭をね、こう、くいくいって下げて、突とつ撃げきポーズを取っていたもの。角で刺さされそうだったのよ」

「エサちょうだいって、お辞儀してるんだよ」

「お辞儀なの!?」

「うん。奈良の鹿はお辞儀するんだ。エサを持ってないことわかったら、すぐにどっか行っただろ？」

「ほんとね……知らなかった。威嚇されてたわけじゃなかったのね」

　奈良県民なら当たり前の知識だが、撫子は京都人で、奈良県民ではない。知らなくても当然だった。
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　感心している撫子がかわいくて、胸の奥おくがムズムズした。悪いた戯ずら心ごころが湧わいてきた。大和はまじめな顔を繕つくろうと、撫子をからかって遊んだ。

「奈良ってさ、人間の数より鹿の数のほうが多いんだよ。奈良県民はマイカー以外にマイ鹿シカを持ってる人が多くてさ。バイクみたいに鹿に乗って会社に通勤してるんだぜ。究極のエコカーなんだけど、マイ鹿が駐車禁止でキップ切られると、罰ばつ金きんを払はらわなくちゃいけなくて、この罰金が高いんだ。駐禁キップには鹿の模様が印刷されているから、鹿キップって言われてるんだって」

「そうなのっ!?　知らなかったわ。鹿ってかしこいし、怖いぐらい大きいから、マイ鹿って便利そう」

　大和はついに吹きだしてしまった。

「あははっ。はははっ、……まさか、し、信じるなんて思わなかった……。腹痛ぇ……あははっ」

「えっ、えっ？　ウソなの!?　やだもうっ。本気にしちゃったじゃないのっ!?　ウソつきっ！」

　撫子は小さな握にぎり拳こぶしを作ると、大和の肩のあたりにぽかぽかと殴なぐりかかった。

　撫子のこんなにかわいい姿、はじめて見た。

「マイ鹿なんてありえないって。鹿に乗るのは神様だけだって」

「神様？」

「春日大社の神様は、鹿に乗ってやってきたそうなんだ。だから、奈良の鹿は神様のお使いなんだよ」

「よく知ってるのね」

「奈良県民は、小学校の校外学習の授業で、奈良公園や春日山原始林を散策して、お寺や春日大社も見学するんだよ」

「鹿って、宝鳳寺にもいっぱいいるよね。神様の鹿が、お寺をウロウロしているのっておもしろいね」

「いいんじゃねぇの。昔は神しん仏ぶつ混こん淆こうだったっていうしな。ここだって、厳密にいうと神域のはずなんだ。いや、寺域なのかな？　まぁいいや。混合混淆」

「神域かぁ。ほんとうにすごいところね。山また山じゃないの。ここって本当に奈良市なの？　鹿がいても、ぜんぜん違い和わ感かんがないのね」

　二人で肩を並べて歩いていく。

「うん。ここは春日山原始林の入口あたりだ」

「原始林……」

「世界遺産なんだ」

「知らなかったわ！　富士山と同じなのね」

「春日山原始林は文化遺産だから、厳密には富士山とは違ちがうんだけど。……なんか新しん鮮せんだ」

「何が？」

「だって、俺がヤマゴボウさんに説明してるんだぜ。ありえねーって。なんかうれしい。感動するー」

　撫子は、十五歳なのに若宗匠候補で、カリスマ性がある。庶しよ民みん的てきな亜由子と違い、神秘的な美び貌ぼうをして、スッと伸びた背中が美しい。

　手を伸ばしてもぜったいに届かない高たか嶺ねの花はな。それが山やま之の坊ぼう撫子という少女だった。なのに、彼女と距きよ離りが近い。まるで恋人同士みたいに。いい気分になってしまう。

「そんなことがうれしいの？」

「うん。うれしい。ヤマゴボウさんが鹿が怖いなんて知らなかったし。俺、てっきり、ヤマゴボウさんが暴漢に襲われているのか、猿さると戦っているのかと思ったんだ。ヤマゴボウさんのかわいいところ見れてラッキーだった。ヤマゴボウさん。すっげぇかわいい！」

　足に違和感を感じた。

　撫子が足の甲こうを踏んできたのだ。彼女は、力をこめてぐりぐりと踏みにじる。

「わっ、い、痛い。なんで足を踏まれなきゃいけないんだよーっ!?」

　手加減ならぬ足加減をしているのか、それほど痛くなかったが、驚おどろいて声をあげる。

「調子に乗らないでね。鹿が怖くてかわいくて悪かったわね。私は猿と戦ったりしないわよ」

「わぁあっ。すみませんっ。すみませんっ。もう言いませんっ」

　撫子はスッと足を離した。

　コホンと咳せき払ばらいをすると、そっぽを向いて言う。

「助けに来てくれてありがとう。うれしかったわ」

　ツンとした表情を繕っているが、頬が林りん檎ごのように赤く染まり、まつげがゆらゆらと揺れている。照れていることがはっきりわかる。

　――うおぉ。かわいい。すげぇかわいいっ。

　周りには誰だれもいず、巨木と石いし灯どう籠ろうがあるだけ。鹿さえもいない。圧迫感のある巨木に囲まれているせいで、二人きりという感じがした。

「三月堂ってこっちでいいのよね？」

「うん」

「あらっ。大和くんって、お数珠じゆず、つけてないの？」

「う、うん。運動の邪じや魔まになりそうだし、外したんだ」

　撫子の左手首には、数珠がちゃんとはまっている。

「そうね。私も体育のときは外しておこうかな。……あ、そうだ。華か道どう部ぶね。正式に部に認められたわ。顧こ問もんは担任の青あお木き先生にお願いしたの」

「そっか。よかった。青木先生って、お坊さんだし、華道もできるのかな？」

「それがね。青木先生、華道はぜんぜんだそうよ」

「華道の翠すい月げつ先生に顧問を頼たのむのは……ダメだろうな……」

　翠月先生は撫子を疎うとんじていた。

　撫子が部長を務める華道部の顧問になんて、なってくれないだろう。

「いちおう頼んでみたのだけど、やっぱり断られてしまったわ」

「名前だけの顧問になっておけば、いけばな山之坊の若宗匠はワシが育てた、って胸が張れるかもしれないのに」

「流派の違いって大きいの。翠月先生の翡ひ翠すい御ご流りゆうは山之坊のライバルだしね。まして翠月先生は高こう弟ていでしょう」

「こうてい？」

「お弟で子しさんの中でも偉えらい人のことをそういうの。翠月先生って、翡翠御流から名前をもらっているし、お上手だから、かなり地位が高い人だと思うわ」

「ふぅん。お互たがいに流派を背せ負おってるみたいな感じなのか？」

「その通りよ。ナワバリみたいなものがあるの。流派が違うと、取引する花屋も違うしね」

「ナワバリかぁ。ライバルだもんな。弱肉強食の世界だな」

「弱肉強食にならないように、ルールを決めてあるのよ」

「試合みたいだ」

「そうよ。家元はチェスのプレイヤーだって、うちの父が言っているわ」

「チェス？」

「かけひきの世界ってこと。ルールを守らないと制裁を受けてしまうの」

「へえ……」

「私は父みたいにうまくできないけど、まずは部活ね。みなさんは、華道をやりたくて華道部に入っているわけじゃないでしょう。次の部活で、みなさんを華道好きにしてみせるわ」

「いや、卯木さんは華道が好きだと思うぜ。アランも日本に興きよう味み津しん々しんだし、亜由子は寺に花を生けたいんだ。華道に興味ないのは、俺と鈴木と祭さい文もんだけだ」

「でも、華道ってね。天人地の三本があれば空間が埋められるの。これってすごいことだと思わない？　フラワーアレンジだと花がたくさん必要になるわ。フラワーアレンジは足し算だけど、華道は引き算の美なのね」

　撫子は、華道の魅み力りよくについて滔とう々とうと語りはじめた。大和には興味のない話題なので、耳を傾かたむけているフリをして聞き流す。

　撫子とふたりきりで歩くことは楽しい。

　――やっぱヤマゴボウさんって綺き麗れいだなぁ。髪かみの毛けさらさら。体操服ってエロいよなぁ。ブラジャーの線まで見えるもんなぁ。

　いい気分で足を運んでいたときのことだった。

　突とつ然ぜん、背後で、ピピッと笛を吹かれて飛び上がる。

「わぁっ」

　びっくりして飛び退いたところ、大和がいた場所を、アランが走り抜けて行った。

　三月堂から折り返して戻もどってきたのだ。

「先に行きマース！」

　アランは、振り向きざまに、ピッと指を立てて見せた。

「わぁっ。すげぇ。アラン、早ぇぇーっ」

　さすが武道科。彼かれの背中を追って振り向くと、疲つかれ果はてたという雰囲気の鈴木学まなぶと目が合った。

　さらにその後ろを祭文美穂がよろよろと足を運んでいた。亜由子は美穂の横を、心配そうな雰囲気でゆっくりゆっくり走っている。

　彼らを追い立てるようにして、その背後から、体育の安斉先生が、ピッピ、ピッピと笛を吹きながら歩いている。

　美穂が走っているのに、安斉先生が悠ゆう然ぜんと歩いているところがさすが体育の先生という雰囲気だ。

「高原くん、山之坊さん、最さい後こう尾びですよ」

　安斉先生が慈悲深い笑えみで言う。

　目の前をドドドッと数人の生徒が走り抜けていく。

　安斉先生が、カチカチとカウンターを鳴らした。

「四人目、っと」

「人数数えているんですね。安斉先生」

「遭難されたら責任問題になりますからね」

「ははは……」

　大和は力のない笑い声を漏もらした。

　目の前を、大だい福ふく餅もちに手足をつけたような体型の男子生徒が、土つち煙けむりをけたてて走っていく。

「五人目、……今のところ、折り返したのは全員が武道科ですね」

「あいつあんなにデカいのに、なんで足が速いんだ？」

「彼はただのデカい人ではありません。相撲すもう部ぶのエースですよ。そうだ。次の授業は相撲にしましょう」

「えっと、えっと、女子も、ですかぁ？」

　美穂がぜぇぜぇはぁはぁしながら聞いた。今にも倒れてしまいそうなくたびれようだ。

「はい。もちろんです」

　撫子と亜由子、それに美穂が、うっ、と絶句し、顔を見合わせる。

　撫子と亜由子が相撲でくんずほぐれつなんてエロいかも、と一いつ瞬しゆん思ってしまったが、首を振って煩ぼん悩のうを払い落とす。

「バスケがしたいです。安斉先生」

　もうこのさい、バスケだろうがマラソンだろうがバレーボールだろうがサッカーだろうが何でもいい。

　普ふ通つうの高校の、普通の体育の授業を受けたかった。

　安斉先生は、仏の笑みを浮かべてうなずいた。

「って、次はバスケってことですか？」

「校庭は早い者勝ちとなっております」

　皆みながうっとうめいた。

「だったら、一年はランニングばっかりじゃないかよ……」

　鈴木が絞り出すように言う。

　一年は全科合同授業のため、教室移動がとにかく多い。二年から科に分かれるので、教室移動は少ない。校庭使用権が早い者勝ちなら、一年は不利だ。

「その通りです。ランニングを一年間続けると、体力がつきますよ」

「安斉先生、もうだめです……」

　美穂が訴うつたえた。

「あきらめたらそこで試合終了ですよ。祭文さんは、基礎体力をつけたほうがいいですね。幼よう稚ち園えんの先生になるには、体力も必要ですよ。あとちょっとで三月堂です。帰りはほとんど下り坂ですよ。はいはい。どんどん走りましょう」

　ピッピ、ピッピとバスガイドのように笛を吹かれて、のろのろと足を運ぶ。

「で、でも……」

「どうしても無理なら、先生がおんぶしてあげますよ」

　美穂は、きゃっと悲鳴をあげた。

「それはいやああぁっ。かっこいい王子様にお姫ひめ様さま抱だっこしてもらえるんならいいけど、中年のお坊ぼうさんにおんぶなんていやぁっ。ぜったい嫌ぁーっ。走る、走る、走るもんっ。死んだって走るもんっ」

「美穂さん、泣かないでっ。がんばりましょう！」

　撫子がはっぱを掛かけた。

「そうだよ。美穂ちゃん。がんばろうね」

　亜由子が応おう援えんした。いつの間にか名前で呼んでいる。

　安斉先生は、お坊さんモードに入ったまま、ほっほっほっと穏やかに笑った。

「先に行くよーっ」

　アリサが横を走り抜けて行った。




　　　　　☆




　大和は、バスの座席に座すわり、足をもぞもぞさせていた。

　バスに乗っている時間は、正味二十分ほどなので、いつもなら座席に腰こし掛かけたりしないのだが、クロスカントリーのせいで足が痛く、立っていられなかったのである。

　亜由子も同じ気持ちなのか、前の座席に座っている。

　この調子だと、体育は毎回、秘境原始林六キロクロスカントリーになりそうだ。薙なぎ刀なたの授業のほうが、よほど楽だ。

　――なんでこんなに足が痛いんだ？

　大和は、そっと靴くつを脱ぬぎ、ソックスを脱いだ。

「うわっ」

　親指のつけ根、靴に当たっている横のところが、一センチ四方ほど、べろんと皮が剥むけていた。

　痛いはずだった。

　仏教系の教科が多すぎてげっそりする。仏教学に、華か道どうに茶さ道どう、薙刀、さらに体育の授業までこんな調子だ。

　――すげぇ疲れる高校だ。

　ともあれ、長い一週間が終わった。

　スマートフォンが振しん動どうした。

　撫子からメールが来ていた。部員あての一斉メールだ。




【大だい般はん若にや祈き祷とう会えのお花を華道部が生けることになりました。打ち合わせをしたいので、月曜放課後、理科室に来てください】




　添てん付ぷされていたＵＲＬをクリックする。

　宝鳳寺の、イベント案内のページに行き着いた。

　何十人ものお坊さんが本堂に並び巨大な扇おうぎを開いている写真が現れた。須しゆ弥み壇だんの横に、花が二鉢、仰々しく飾かざってある。

　大和は、心の底からげっそりした。

　仏教にまみれすぎて、胃もたれを起こしそうになっているというのに、仏教イベントは次から次へと押し寄せてきて、大和を呑のみこんでしまいそうだった。

　――普通の高校生になりたい……。つーか、疲れた……。

「勘かん弁べんしてほしいわ」

　さすがの亜由子も同じ気持ちなのだろう。小さな声が聞こえてきた。

　大和は力いっぱいうなずいた。







５章　仏教徒でも恋がしたい!?







　高たか原はら大和やまとは、みとれていた。




　理科室という無機質な空間が、撫子なでしこひとりのおかげで華はなやいでいる。咲さき誇ほこる百合ゆりのような、鮮あざやかな少女だ。黒くろ髪かみのつやつやと白い肌のコントラストが美しい。

「大般若祈祷会は、大般若経というお経きようを宝ほう鳳おう寺じのお坊さんが読むイベントなの。宝鳳寺のホームページには、『五ご穀こく豊ほう穣じようと国家安寧、人々の幸福を祈る大法要です』って書いてあるわ」

　液晶画面に、たくさんのお坊さんが、宝鳳寺の本堂で、ハリセンのような巨大な扇を斜ななめに広げている画像が表示された。

「メールで見た。花祭りが終わったばかりなのに、またお祭りなのか？」

　大和は聞いた。うんざりした口調になってしまう。

「観光寺院だし、総本山だもの。檀だん家か寺でらと違ってイベントが多いのよ」

　亜あ由ゆ子こが言った。

「檀家寺って？」

　こそこそと亜由子に聞く。

「ウチみたいなお墓があるお寺のこと。檀家さんがお金を払って利用しているお寺なの。檀家でないと利用できないから、会員制スポーツクラブみたいなものよ」

「宝鳳寺には墓はないぞ」

「そうなの。こういうのは信者寺って言って、ビジター専門なの。だからイベントが多くなるの」

　亜由子の説明はわかりやすいが、仏教にまみれるどころか、仏教に押しつぶされそうでげっそりする。

　それはみんな同じらしく、憂ゆう鬱うつそうな表情を浮うかべている。華道が好きなアリサでさえ、眉まゆ根ねを寄せて不ふ機き嫌げんそうにしている。

「大般若祈祷会っていつだよ？」

「二週間後の日曜日って書いてあるね」

　亜由子が言った。

「お花はこれ。花祭りでも生けてあったでしょ？」

　撫子は、スマートフォンを操作し、須弥壇の横に置いてある花か瓶びんを拡大表示した。

　声にならないため息が渡わたっていく。

　素人しろうと目めにも見事な作品だった。

　巨大な花瓶に、花がこぼれんばかりに生けてある。菊きくに百合、かすみ草、華道の授業で習った天人地の生け花とは違うが、見事に左右対称に生けられている。須弥壇のきらきらしい雰囲気にぴったり合った、荘そう厳ごんな作品だ。

「他にはこれとか、これとか」

　撫子は、次々に花の画像を映し出した。

「なんかこれ、すごくないか？」

　大和はおそるおそる言った。圧あつ倒とうされるほどの華やかさだった。

「綺麗だね。うちの葬そう儀ぎ場じようでは、こういうのはめったに生けない。すごく高くつくんだよ。技量が高い人が生けてることは、私でもわかる」

　アリサが言った。

「僕ぼくは上う手まいか下手かもわかんねぇ」

「私も同じデース」

　鈴すず木きとアランが言った。

「こんな大作、生けられないわ。だって私たち、初心者よ。まだ二回しか練習してないのに」

　亜由子が言う。

「あと二週間で大般若祈祷会なら、華道の授業を含ふくめても、四回の練習になるな」

　数字に強い鈴木がフォローする。

「これはプロの作品なの。お花屋さんが生けてるそうよ。でも、我わが校こうの華道部が生けるのがほんとうなんだって、青あお木き先生に言われたわ」

「って、イベントごとに、私たちが花を生けるのかよ？　イベントのある日は、お寺に来なくちゃいけないのか？」

　アリサが不満そうな口調で聞いた。

「青木先生が言うには、何何会っていうのは、基本的に私たちが生けるそうよ。大般若祈祷会は、当日の朝がいいと思う。観光寺院だから、観光客がいるなかでバタバタできないし」

「イベントって日曜だよな。日曜の朝早くに宝鳳寺に来なきゃいけないのか？」

「早朝って言っても、七時ぐらいで大だい丈じよう夫ぶよ。私は六時前に来て準備するつもりだけど」

　皆が沈ちん黙もくした。

　日曜の朝早く寺に来て花を生けるなんて嫌だ。休みぐらいは仏教と関係のないところでのんびりしたい。

　亜由子が無言でケータイを取りだし、親指で操作をはじめた。

「宝鳳寺年間行事予定……灌かん仏ぶつ会え。放ほう生じよう会え、施せ餓が鬼き会え、盂う蘭ら盆ぼん会え、成じよう道どう会え、涅ね槃はん会え……いっぱいあるね」

「学校側としては、華道部の生徒たちに活かつ躍やくの場を与あたえてあげようってことだと思うわ」

「部費を出してやってるんだから、部費分働け、タダで金は出ださないぞ、ってことかもな」

　二億円の借金の男、鈴木が言った。

「ふふっ。それはあるかもね」

「私、部活……辞やめちゃお、かな……。ピアノの練習とか、したほうがいいような気がするし……」

　美み穂ほが言った。

　気持ちはわかる。美穂は、花が好きで華道部に入ったのではなく、華道の授業をクリアしたいからという後ろ向きな気持ちだったのだ。

　まして美穂がなりたいものは幼稚園の先生だ。アリサのように、将来は葬そう儀ぎ屋やの娘むすめだから華道の知識を身につけたいとか、亜由子のようにお寺に飾る花を生けたいというような、差さし迫せまった理由もない。

　華道部がこんなに大変なんて思ってもいなかった、というのが本音だろう。

「あらそう。残念だわ。はじめは私が生けるけど、それでもお辞めになるかしら」

　撫子はおだやかな口調で言った。

「えっと、えっと……」

「みなさんに生けていただくのは、みなさんがお上手になってからね。だって、まだ、生けられないでしょう？」

「あ、そ、そっか……」

「でもいいのか？　ひとりで生けるの、大変だろ？　いくつあるんだ？」

「大きいのは本堂に二つよ。須弥壇の両りよう脇わきにひとつずつ。あと、トイレの洗面所にも、小品を生けたいの。トイレは修行中のお坊さんが、いつも綺麗に掃そう除じしているから、お花を飾ると気持ちいいかなと思ったの。これぐらいの小さいやつ」

　撫子が、胸の前で両手を広げ、これぐらい、を作って見せた。十五センチ四方ほどの小さな作品らしい。

「トイレの小品って、いくついるんだ？」

「二十個ぐらいかな」

「えっ!?　そんなに？　大変じゃないか!?」

「そうね。大変だけど、花を生けると楽しいし、花を見た人も幸せな気分になるでしょ？」

「ＷＩＮＷＩＮですネー」

　アランが言う。

　自利利他。二利円満。私は幸せ、あなたも幸せ。私は勝った、あなたも勝った。

　そんなこと、できるのだろうか。

　この生けこみを手伝うと、不可能だと思っていたＷＩＮＷＩＮを体験できるのだろうか。

「でも、二十個だろ？　ひとつ十分で生けたとしても、三時間以上かかるぞ。大丈夫かよ」

「お手伝いをしてくれる人がいたらできると思うの。男子がいいわ。だって、私は、男子トイレに花を置きに行けないもの」

「じゃあ、俺おれ、手伝う」

　大和が片手をあげて言うと、亜由子が眉根を寄せた。

「大和ってば、またっ！」

「また……って？」

　アリサが聞いた。

「大和っていつもなの。俺がやろうかってすぐに言うの。やっかいごとに、自分から頭を突っ込んじゃうの」

「ああっ！　そうだった。高原って、入学式のとき、私の甘あま茶ちや、飲んでくれたよな」

　アリサが言うと、皆がうんうんと頷いた。

「休みたかったんだけど、仕方ないなぁ。私も手伝う」

　亜由子が言った。

「ほんと？　じゃあ、大丈夫ね。よかったわ！」

　撫子が、ぱっと表情を明るくさせた。

「私は休んでいいか？」

　アリサが言った。

「ええ。お手伝いがふたりいらっしゃったら大丈夫よ」

　皆のあいだにほっとした気配が漂ただよった。

「それでみんなにお願いがあるの。牛乳パックを集めて欲しいの。トイレに置くお花の、花器にしたいの」

「えーっ。それは安っぽいだろ？」

　大和が聞いた。

「牛乳パックがいいの。倒たおしたり落としたりしても、洗面台や床ゆかのタイルが傷つかないから。百円ショップで防水の包装紙を買って周囲に巻いて、牛乳パックってわからないようにするわよ。フラワーアレンジ用の紙製の器は売ってるけど、器にお金を掛けるんじゃなくて、お花にお金を掛けたいの。それに、花瓶だと生け直さなきゃいけないけど、牛乳パックだと、枯かれてきたら、器ごと捨ててもらえるから」

「いろいろ考えてるんだなー。わかった。協力する」

　大和は言った。

「うん。僕もお手伝いさんに言って牛乳パックを集めるよ」

　鈴木が言う。

「私も協力するね……」

　美穂もうなずく。

「私も寮りよう母ぼサンに頼みマース」

　アランが言った。

「私も集めるね」

　亜由子が言った。

「ありがとう。助かるわ。大だい般はん若にや祈き祷とう会えまでそんなに余よ裕ゆうがないから、二十個も集めるの、大変かなって思ってたの」

「大和くん。お手伝いよろしくね。大和くんが頼たよりなの」

　撫子は、大和の前に、スッと手を差し出した。握あく手しゆしよう、ということらしい。大和は、そっと彼かの女じよの手を握にぎった。

　いままで高原くんだったのに、大和くんになってしまった。

　撫子の手は鋏はさみのタコとキズあとだらけだが、小さくて温かく、ふわふわだ。いい気分になってしまう。

　――宝鳳寺に入学してよかったなー。

　こんなに綺麗な女の子と握手をして、『大和くんが頼りなの』なんて甘あまい声でささやかれる。普通の高校に入学していたらありえない体験だ。




　亜由子が柳りゆう眉びを逆立てて大和を見ているが、大和はまるで気がつかなかった。




　　　　　☆




「大和ってば、何をにまにましているのよ？」

　つり革かわにつかまって車窓を眺ながめている亜由子がぼそっと言った。

「だってよー。『大和くんが頼りなの』って言われたんだぜ。あのヤマゴボウさんにっ！　『大和くんが頼りなの』だぜーっ。いい気分になって当然だろ？」

「何度も言わなくてもいいよ。山やま之の坊ぼうさん、『亜由子さんが頼りなの』って、私にも言ったよ」

「そうなのか」

　握手した瞬しゆん間かんに舞まい上あがり、ぼーっとして、それからあとのことはまるで聞いていなかった。

「お手伝いする人には、みんなに言うんじゃないの？」

「そっか。でも、いいや。俺、ヤマゴボウさん、けっこう好きなんだよなー。綺麗だしよー」

「そうよね。山之坊さんって綺麗よね」

　棒読みだった。あれっと思って顔を見ると、亜由子は不ふ機き嫌げんそうに眉根を寄せていた。怒いかりのオーラが彼女の周囲にたゆたっている。

　――怒おこってる……。

　高校に入学してから、ずっと楽しそうにしていたし、中学までの彼女は大人しくて感情を表に出すことはなかったから、こんなに機嫌の悪い亜由子を見るのは珍しい。

　――なんでだ？　なんで亜由子は怒ってるんだ？

　今、亜由子の目の前にいるのは大和で、亜由子が機嫌を損そこねたとしたら、それは大和が原因を作ったことに他ほかならない。

「えっと、俺、亜由子に何かしたか？」

「何のことよ!?」

　――うっ、やっぱ、機嫌悪い……。

「いや。その、俺が亜由子を怒らせたのかなと思って」

「そうよ。怒ってるわよ。大和ってばニブイんだもんっ」

「ごめん。なんか知らないけど、ごめんっ」

　亜由子はケータイを取り出すと、親指でプッシュした。電話するのかなと思いながら見ていたら、ケータイの液晶画面を無言で大和に向かって突つきつけた。

　あとは送信するだけになったメールの文面が表示されていた。




【私が大和を好きなの、わからない？】




「えっ？　えっ」

　びっくりして隣となりに立っている亜由子を見るが、亜由子はメールを送付せず消去すると、ケータイの数字盤を親指で連打した。

　頬ほおが赤くなっていて、白いうなじと赤い耳たぶのコントラストが鮮やかだ。ムッとした表情がかわいらしい。




【私が華道部に入ったのは、大和と山之坊さんをふたりきりにしたくないからよ】




　亜由子はこれも送信せず、メールを消去する。

　前にも聞いた。だが、そういう意味だったとは、思ってもいなかった。

「うれしい。すげぇうれしいっ」

　つい声を上げてしまったところ、車内の視線がふたりに集まった。

　亜由子が、あっと声をあげておろおろしているが、気が大きくなっている大和は気がつかない。

　亜由子に好かれているのかなと思ったこともあったが、大和は自分が平へい凡ぼんな人間で、女受けするイケメンではないことを知っている。まさかと思ってうち消した。まさかではなかった。本当に好かれていたのだ。

　――うぉぉーっ。すげぇぞっ。すげぇぞ。まさかこの俺が告られるなんて思わなかったぞー。宝鳳寺に入学してよかったぁっ。

　亜由子からは好かれるし、撫子には『大和くんが頼りなの』と言われる。最高だ。

　身体の脇わきで握にぎり拳こぶしを前後に振って興奮していたら、スマートフォンが振動した。

　メールが来ていた。
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「えっ？」

　亜由子が何を考えているのかわからない。

　亜由子は唇くちびるを尖とがらせてムッとした表情を浮かべると、ケータイをパチンと閉じた。

　そして、キュッと唇を噛かみ、顔を上げると、出口に向かった。彼女の背中にいらだちが滲にじんでいる。

「あっ！」

　やっと気付いた。バスは、停留所に止まっている。大和の下りる停留所だ。生まれてはじめて告白されて舞い上がっていて、バスが止まっていることに気がつかなかった。

「わぁぁっ。お、下りますっ」

　大和はこけそうになりながらバスを下りた。

　先を歩いていく亜由子を小走りで追いかける。

「亜由子。そ、その……」

「ふんっ。大和なんか嫌きらいなんだからっ」

　亜由子は、ムスッとして、つんと顎あごをあげた。

「大和が好き」と言っているように聞こえてくる。わざとらしくこわばらせた横顔が、夕ゆう陽ひにかわいらしく輝かがやいている。胸の奥おくがムズムズする。

「俺は亜由子が好きだからなっ」

　亜由子は足を止めた。

　そして、怖こわい笑みを浮かべると、大和に向かって歩いてきて、グリグリと大和の足の甲こうを踏みつけた。思いがけない反応に面食らう。撫子ならまだしも、亜由子はこういうことをしないタイプだと思っていた。

「うぉぉーっ、痛ぇーっ」

　撫子に足を踏まれたときより、ずっと痛い。

「もう、大和って嫌い！　デリカシーがなさすぎるわっ。ふんっ」

　足を止めてしまった大和をその場に残し、亜由子はそのまま歩き去っていった。




　　　　　☆




「牛乳パックを切り落として、丈たけを短くして器にします。こうやって周囲を包装紙でつつんで、ホッチキスで留めて、リボンを巻いてホッチキスを隠すの。この包装紙は濡れても大丈夫なやつで、百円ショップのよ」

　理科室で、撫子が実演している。

「わっ。上等な器みたいになっちゃった。綺麗ねー」

「ふふっ。そうでしょ。牛乳パックだと水が漏れないから都合がいいの。これはオアシスっていうんだけど、花を留めるスポンジなの。これを水に浸して、牛乳パックに詰めるの。このオアシスに花を刺さしていきます」

　撫子が説明しながら実演した。

　ものの十分ほどで、綺麗な円形の花ができあがった。

　かすみ草に薔薇、スターチスにマーガレット。白に紫、赤に緑の、色鮮やかな小品だ。

「わっ。すげぇ。あっというまだ」

　大和は、驚おどろきの声をあげた。

「お花屋さんで売ってるやつみたい。かわいい。これなら、家に飾りたい」

　美穂が弾んだ口調で言った。

「ビューティフル！　ゼンは感じませんが、華やかですネー」

　アランが歓声をあげる。

「よくわかるのね。これはフラワーアレンジなの。西洋の生け花よ」

「華か道どうじゃないのか？」

「そうよ。華道は天人地だけど、フラワーアレンジは左右対称なの。日本みたいに、わざと非対称にして、余白を楽しむ、という考え方がないの」

　撫子は、タブレットを操作して、日本庭園の画像を表示した。

「ゼーン！　ワビサビを感じマース」

　アランがはしゃぐ。

　次に撫子は、西洋の庭園を表示した。

「ベルサイユ宮殿よ」

　庭が見事に真四角で、左右対称になっている。

「オー、ビューティフル。ですが、ゼンは感じまセーン」

「言いたいことわかるよ。西洋と日本じゃ、綺き麗れいとか美しいって感覚が根本的に違ちがうんだ」

　鈴木が言った。

　撫子とアランが大きくうなずいた。

「アランが日本好きなのはそれでなのか？」

　大和は聞いた。

「私はゼンが好きです。サムライになりたいでーす。華道は好きでーすっ。ブシドーは美しいです。宝鳳寺高校、ファンタスティックです。冒険でーす。楽しいでーす」

　たしかに宝鳳寺は異世界だった。

　大和の培ってきた常識が通用しない場所。

「アランって、仏教徒なのかよ？」

　アリサが聞いた。

「私はカトリックですが、仏教は好きでーす。ファンタスティックです」

　アメリカ人のアランにとって、日本は異文化で、美的感覚さえまったく違う世界だ。だから楽しい。

　大和にとって、仏教は身近にあるようでないものだ。宗教には、うさんくささがつきまとう。
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　だからうんざりする。

「大般若祈祷会のときは、この小品を作るのと、トイレに置くのを大和くんと亜由子さんに手伝って欲しいの」

「リボン、いるよな。家にあるやつ、持ってくるよ」

　アリサが言った。

「ありがとう。助かるわ。今日のお稽けい古こ……じゃなくて、今日の部活は、これをやりましょう。アレンジ用の紙袋を持ってきたから、できた作品をそのまま紙袋に入れて持ち帰れるわよ。あとは飾ればいいだけ」

　華道の授業で困るのは、花を持って帰って生け直さなくてはならないことだったので、袋に入れて持って帰れると聞いてホッとする。

「ふふっ。こういう練習なら好き」

　美穂が喜々として牛乳パックを切っている。

「プラモデル作ってるみたいで楽しいな。うちの病院の受付に飾ろうかな」

　鈴木が言った。

「華道のお稽古って、自由に生けていいわよ、じゃなくて、型どおりに生けるの。フラワーアレンジもそうなの。お花を使ったプラモデルみたいよ。数学の得意な人が向くの。鈴木くん。向いてそうよ」

　鈴木の顔がぱっと明るくなった。得意そうにへへっと笑いながら、花をどんどん刺していく。

「華道は数学ナノデスカ？」

　アランが聞く。

「天人地のバランスって、白銀比になってるでしょう？」

「え？」

　鈴木がノートとシャープペンシルを取りだして、ノートに二等辺三角形を書き、計算をはじめた。三角の角のところに天人地と書いてある。彼かれが動かすペンの先から、数式が現れていく。

「ほんとだ。白銀比だ。平方根で計算できる……数学の、ロジックの世界だ」

　鈴木がうなり声をあげた。

「なんか意外だ。センスの世界だと思ってた」

「菊の一種生けとか、華道の形は、ロジックの世界ね。もちろん、センスも大事だけど」

「私はセンスがあるんだよね？」

「ええ。アリサさんは感性が豊かだと思うわ」

　アリサが笑み崩れた。

「これ、楽しいな」

　オアシスにブスブス刺していくだけでできあがるので簡単だ。テクニックなんてなくても、花屋の店頭にディスプレイされているような作品が簡単にできてしまう。

　大和だけではなくみんな同じ気持ちのようで、楽しそうに花を生けている。

「なんかこれ好き。綺麗だし。簡単だし」

　美穂が笑み崩れる。

「うん。そうね。私も好き。玄げん関かんに飾ろうかな。なんでこんなに綺麗に見えるの」

　亜由子が聞いた。

「ふふっ。理由はこれよ。この牛乳パックの周囲に花びらのように広がる包装紙がね、あらを隠かくして上手に見せてくれるのよ。でも、美穂さん、才能を感じるわ。だってすごくバランスがいいもの」

　出た。撫子の決めゼリフ。

「才能を感じるわ」

「素す敵てきね。センスがあるわ」

「お上手だわ」

「華道に向いてるわね」

　華道家元の娘にそんなセリフをささやかれると、本当に才能があるのかと錯さつ覚かくを起こしてしまう。

「えっと、あれ？　いけばな山之坊って、最古の流派だって言ってたよな。アレンジもやるんだ？」

　アリサが聞いた。

「山之坊はやらないわ。中学のとき、教室に通って覚えたの。私がもしも宗匠になったら、伝統は伝統として守りながらも、新しいことにチャレンジする流派を作りたいの」

　――ヤマゴボウさんって、すごいな……。

　きっぱりと言い切る撫子は、凛として美しい。

　――次の部活で、みなさんを華か道どう好きにしてみせるわ。

　体育の授業でふたりきりになったとき、撫子はそう宣言したが、無理だろうと思っていた。なのに、華道に興味も関心もない部員たちを楽しませ、華道が楽しいと言わせてしまった。

　撫子の左手首に填はまっている数珠じゆずが、光を弾いて鮮やかに輝いている。撫子には迷いもなければ曇りもない。完全無欠な才人佳人。

　――弱みといえば、鹿しかが怖いことぐらいか……。はは。そんなの弱みじゃねぇし。

　大和は左手首を机の下に隠した。

「あれっ。大和ってば、数珠、つけてないの？」

　撫子がめざとく見つけて聞いた。

「家に忘れてきたんだ」

「ずっとつけてないよね？」

「なんか忘れてしまうんだよ」

　これはウソだ。数珠をつけたくない。

　幸い、宝鳳寺の校則は緩い。服装チェックもないし、茶ちや髪ぱつにメイク、ピアスじゃらじゃらのアリサもおとがめなしだ。数珠をつけないことぐらい、とくに問題にはならないだろう。

「理由は何よ？」

「だから忘れただけだって」

　信念があってつけないというよりは、次から次へと押し寄せる仏教イベントに、流されてしまいたくないから。少しだけ抵抗したいから。数珠をつけると仏教徒認定されてしまいそうで嫌いやだから。手首に当たる感かん触しよくが気持ち悪いから。

　だが、いちばん大きい理由は、大和自身が、ふわふわしているから。

　皆みなのように、地に足をつけた具体的な目標を抱けない。そんな大和に、数珠は似合わない。

　数珠は、彼ら彼女らの、将来の夢への道を照らす明かりだから。

　亜由子は唇を尖らせて大和を睨んでいる。亜由子がこんな顔をするのは、何度か見たことがある。いちばん近いのは、ケータイに表示したメールで、大和を好きだと言ったとき。

　だが、亜由子はメールを送らず消去してしまった。送ってくれたのは、「冗談だから」の言葉と顔文字メール。

　否定の言葉がデジタルで残っているために、あれは夢だったのではないか、という気分になっていく。

「亜由子ってさ……」

　――俺をほんとうに好きなのか？

　聞きたかった。亜由子は幼なじみで大事な女の子だから、好かれるとうれしい。

「何よっ!?」

　――う、機嫌悪いな。

「いや、いいんだ……」

　こんなところで聞いてはいけない。それに、思い上がってはいけない。あれは夢だったのかもしれないのだから。だが、それでも、亜由子に好かれているかもしれないという想像は、大和を幸せな気分にさせた。







６章　みんなのしあわせ







　高たか原はら大和やまとは空腹だった。




　大和は眠い目を擦りながら、オーブントースターに食パンを入れ、スイッチを押した。　いよいよ大だい般はん若にや祈き祷とう会えの朝だ。目覚ましは六時ちょうどを示している。

　母が東京に単身赴任してからもう三週間になるので、前はほとんどしなかった朝ご飯の支度も手慣れたものだ。

　台所の隅すみには、中を洗った牛乳の空きケースが伏ふせた状態で、ひとつだけ置いてある。

　今日は華か道どう部ぶの活動で、大般若祈祷会の生けこみだ。部員のみんなの協力で二十個きちんと揃っているが、予備のつもりで持っていこう。

　六時三十七分のバスに乗れば、宝ほう鳳おう寺じには七時少し前につくはずだ。

　スクランブルエッグを作ろうとして、冷蔵庫を開けて卵に向かって手を伸のばしたとき、テーブルの上のスマートフォンが鳴った。撫子なでしこからの電話だった。

　――あれ？　何で、ヤマゴボウさんから電話が来るんだ？

「撫子です。朝早くにごめんなさいね。今日のお手伝い、来ていただかなくて大丈夫よ」

　撫子の明るい声が、筐体を通じて聞こえてきた。

「へ？」

「来ていただかなくてもいいの」

　撫子は繰り返した。明るい声に思えたが、無理して朗らかな様子を繕つくろっているのではないか。そんな気がした。

「何で？　俺がいないと、男子トイレに花を置けないんだろ？」

「それは……そのう、と、とにかく、だ、大丈夫だから。大丈夫よ……。大丈夫なんだから！　大丈夫なんだからねっ!!」

　スマートフォン越しに聞こえる声は、不安そうに震ふるえている。

　何か異常が起こったのだ。だから撫子は大丈夫を四回も繰り返した。撫子も対処できず、大和が来てもどうしようもないほどの事態が起こってしまったから。

「何があったんだ!?」

「…………花が来てないの」

　長い沈黙のあと、撫子は絞り出すように言った。

「生けこみができないじゃないか!?」

　考えられる限りの、最悪の事態だった。

「なんで？　手違いか？　花屋に電話してみたのか？　って、朝の六時じゃ電話つながらないか？」

「宝鳳寺と取引のある花屋だから、執事僧さんに頼たのんで電話したの。キャンセルされているんだって」

「ウソだ……。誰だれが、何のために？」

「翠すい月げつ先生がキャンセルされたそうなの……」

　華道の授業の翠月先生。六十歳ぐらいの初老の先生で、着物姿の上品な女性。撫子を目の敵にしていた。

「何で先生がそんなことするんだよっ!?　だいたい、花屋も、別人からのキャンセル受けるか？　普ふ通つうは発注した本人に確かく認にんするだろ!?」

　撫子は答えなかった。

　しゃくり上げている気配がする。

　――落ち着け。俺まで動どう揺ようしちゃダメだ。ヤマゴボウさんが泣いてるなら、俺だけでも冷静にならないと。

　大和は深呼吸して、気持ちを落ち着かせた。

「ヤマゴボウさん部活がんばったのに……」

「実はまだ部じゃないの」

「え？」

「翠月先生が言ったそうなの。部員のみなさん、生けこみもできないのに部にはできないでしょう？　って。私は生けこみできますって言ったの。それで今日生けて実力をみてもらうことになったの」

「部がかかってるわけか？」

「そうよ。みなさんには黙っていたの。生けこみを成功させたらОＫだからって」

　大和は考えこんだ。

　花が来ない。だったら、どこかで手に入れるしかない。

「花、どこかで買えないか？」

「山やま之の坊ぼうと契けい約やくしている花屋に連絡したんだけど、華か展てんの日だから、いきなり揃えるのは無理だって。奈な良ら中央卸売市場で買いつけて来ようかと思ったけど、市場って日曜は休みなの。お店が開く時間まで待っていたら間に合わない。私が悪いの。私が山之坊の家元の娘だから……」

　声が尻しり上あがりに高くなっていく。

「あきらめるな！　俺がなんとかする!!」

「ど、どうやって……」

「と、とにかく、そっちに行くよっ！　ヤマゴボウさんはそっちにいてくれ。いいな？　電話切るからっ」

　大和は通話を切り、オーブントースターの蓋を開けると、焼きかけの食パンを取りだした。パンをかじりながらスマートフォンと財さい布ふだけをポケットに突っこんで、自転車に飛び乗る。自転車の前カゴに、牛乳パックを入れたスーパーの袋を置くのも忘れない。

　日曜の早朝は市内循環バスの本数が少ない。自転車のほうが早い。

　大和は片手でパンをかじりながら、一いつ生しよう懸けん命めいにペダルを漕ぎ、人気の少ない町並みを自転車で駆けていく。

　早朝の奈良は、大和のあせりと混乱をあざ笑うようにして、どこまでものどかでさわやかだ。

　――翠月先生がヤマゴボウさんに無断でキャンセルした……？　しかも、部になるのに反対した？

　まさかと思う一方で、やっぱりと納なつ得とくしている自分がいる。

　翠月先生は、撫子を煙たがっていた。六十歳近いベテランの先生より、十五歳の撫子のほうが地位が高く、教え方も技量も上だから。

　いや違う。体育で三月堂まで往復したとき、撫子は言っていなかったか。華道の家元は、流派ごとに取引する花屋を決めていると。

　弱肉強食にならないために、ルールとナワバリが決まっていると。家元経営は、チェスの試合と同じだと。ルールを守らないと制裁を受けるのだと。

　――ヤマゴボウさんは、ルールとナワバリを破った？　それで制裁された？

　それも違う。撫子は、宝鳳寺の取引がある花屋に頼んだと言った。

　宝鳳寺の何何会の花は、宝鳳寺高校の華道部が生けるのがルール。

　撫子は、ナワバリもルールも守っている。

　――だったら何だ？　考えろ、考えろ!!　俺っ。翠月先生は、何で勝手にキャンセルしたんだ。普通は、先生が生徒を陥れたりしないよな？　ヤマゴボウさんを困らせたいのか？

　――私が悪いの。私が山之坊の家元の娘むすめだから。

　撫子が半泣きで言ったことを思い出す。

　――翠月先生は、山之坊の家元の娘を潰すことが目的だった？

　なんで花屋は撫子に確認せずキャンセルを受けたのか不思議だったが、「宝鳳寺と取引のある花屋」は「翡ひ翠すい流りゆうと契約している花屋」だったのだろう。花屋つながりで翠月先生が宝鳳寺の華道の先生になった。

　花屋としても、翡翠流の契約が大事で、キャンセルを受けるしかなかったのだろう。

　――ひでぇな……。ひどすぎる……。いい大人が、生徒の邪じや魔まをしてどうすんだよ。

　自転車のタイヤが、舗ほ道どうの敷石に取られ、ずるっと滑った。

「うわっ」

　あわてて自転車を引き起こす。食べかけのパンが落ちて砂まみれになってしまった。膝ひざと肩かたをぶつけて痛いが、怪け我がというほどの怪我はしていない。

　ポケットの中のスマートフォンが飛び出した。

　スマートフォンには、６：２０の表示がある。こんな時間に花を買い集めるなんて、どうやったらできるのだ？

　大和は自転車に飛び乗って、宝鳳寺に向かってペダルを漕いだ。

　――花を売っているところ、どこかないか。

　花さえあれば、撫子は生ける。

　ジョウロとビーカーと試験管とゴミバコに捨てられていた花を使って、見事な作品を生けたのだから。

　コンビニは無理だ。花なんて置いてないし、置いていても少しだけだ。

　大安寺のスーパー、ビッグエクストラに花が置いてあるのを見たことがあるが、朝の七時にならないと開かない。

　七時になるのを待っていたら、花を生ける時間が短くなる。十時になったら祈祷会がはじまる。生ける花は二十二鉢。トイレの洗面台に置く二十個の小品は亜あ由ゆ子こと大和も手伝うにしても、一刻の猶予もない。

　二十四時間営業のスーパーは、奈良には少ない。

　花屋の前を通り過ぎる。ドアを叩たたいて店を開けてもらい、購入しようか。だが、個人商店でないとそれは無理だ。

　葬そう儀ぎ場じようの前を走り抜けた。

　ひらめいた。花がたくさんあるところ。手詰まりの盤面をひっくり返す切り札だ。

　大和は自転車を止めた。

　アリサに電話する。あのギャル娘が、こんな時間に起きているとは思えなかったが、これしかない。

　コールの音が何度も響ひびく。

　――出てくれ。お願いだ。

　無理かなと思ったとき、アリサが不ふ機き嫌げんな声で返事をした。

「はい。私だけど。こんな朝早くになんの用だよ？」

　大和はかいつまんで事情を話した。

　アリサは、じっと大和の話を聞いていた。

「メモリアルホールウツギと契約している花屋から、花を売って貰うことはできないか？」

「できると思う。葬儀ってのはいきなりだから、葬儀屋と契約している花屋は、花を多めに用意してるんだ。普通の花屋より在庫は多いよ。でも、花材は葬儀用の花になってしまうけど、いいの？　白っぽい花ばっかりだぜ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。生けるのはヤマゴボウさんだぜ。どんな花だって生けられる」

「わかった。葬儀屋の理事長令嬢にまかせろ」

「うん。宝鳳寺が払うよ」

「私もそっちに行くよ。須しゆ弥み壇だんの大作は山之坊さんしか無理だけど、トイレの小品なら、私たちだって生けられる。私は筋がいいんだからな」

「そうだな。祭さい文もんとアランと鈴すず木きも呼ぼう」

「鈴木は気の毒だろ？　あいつ神戸から通ってるんだぜ」

「そうだな。片道二時間かかるんだよな」

「俺おれ、自転車なんだ。電話、頼んでいいか？」

「わかった」

　通話を切った瞬間、電話がかかった。亜由子だった。

「大和っ。やっと電話が繋がったわ！　撫子さんってば、どうしたのよ!?　私に来なくていい、っていうのよ。理由を聞いても言わないの。いったい何があったのか、大和知らない？」

　大和は理由を言った。

「そうなんだ。翠月先生がそんなことをしたんだ……。ひどいね。……わかった。私も宝鳳寺に行くね。家にあるお花、持っていこうか？」

「大丈夫だ。卯うつ木ぎが手配中だ」

「ああっ、なるほどっ！　葬儀屋はお花屋さんと契約してるものね。いいアイデアだわ。すごい。思いつかなかった!!」

　通話を手短に終わらせ、自転車のペダルを漕ぐ。

　近きん鉄てつ奈な良ら駅の前を通り過ぎ、上り坂をよろよろと走っていく。自転車でも通える距きよ離りだがバス通学にしたのは、このだらだらと続く上り坂が苦しいからだった。

　宝鳳寺の観光客用の入口は閉鎖されている。その前を通り過ぎ、撫子にあらかじめ言われていたとおり、寺じ務む所しよの入口のほうから入り、自転車置き場に自転車を止める。

　イベント前でたくさんの僧そう侶りよが行き交い、活気づく通路を通り過ぎ、生けこみ用に用意された寺務所の一室に入る。

　着物姿の撫子が、悄然として椅い子すに座すわっていた。うなだれた横顔を、まっすぐな黒くろ髪かみが隠している。

「ヤマゴボウさん。あしたのジョーみたいになってるぞー」

　撫子は、ゆっくりと顔をあげた。

「燃え尽きたわ。真っ白よ」

　撫子はあきらめたように笑った。顔色が悪い。机の上には牛乳パックで作った器うつわが並べられていて、下には水を入れたバケツがあり、オアシスが沈められている。

　もうあとは、オアシスを切って器に入れて、生けるばかりになっていた。

「おいおい。花を生けてもいないのに、灰にならないでくれよ」

「……花が無ければ生けられないもの……」

「花はあるぞ」

　そのとき、寺務所のドアが開いた。

「ちわーっす。花屋の花金でーす。納品に来ました。どこに置いたらいいですか？」

　花金とデザインされたエプロンをつけた男性が、帽子を取って挨あい拶さつした。

「えっ？　ええぇっ？　ど、どうしてぇっ!?」

　撫子が驚きの表情で立ち上がった。

　桜と流水と扇おうぎの模様の着物に、金襴の帯を胸高に締めてある。

　上品ないでたちなのに、剣けん道どうの試合に出る選手みたいだと思ったのは、帯に刺した錦の袋に入った棒状のものが、日本刀に見えたせいだ。

　――あれ何だろ？　剣じゃないよな。扇だよな。うん。

「アリサが手配してくれた。葬儀屋と契約している花屋さんだ」

「お嬢じよう様さまのご依頼で、葬儀用に用意した花の在庫を持ってきただけなので、家元の娘さんのお眼鏡にかなうような花材じゃないと思いますが……」

「花があれば生けられるんだろ？」

「できるわ。私は将来、いけばな山之坊の宗匠になる人間よ」

　撫子はきっぱりと言い切った。

　彼かの女じよの細い身体に覇気がみなぎり、瞳ひとみがきらっと光る。背筋がスッと伸びて、自信と自負がオーラのように立ち上る。

　――おぉっ。すげぇっ。ヤマゴボウさん、カッコイイ。

　こんなときだというのに、大和は撫子に見とれた。

「見せていただきますわ。トラックはどこですか？」

「こちらです。納品門のところに」

「俺も手伝う」

「助かるわ。あ、そうだわ。執事さん。台車、お借りしますね」

　忙いそがしそうにケータイで電話をしていた若い僧がうなずく。

　大和は、花屋のあとを追って小走りに走りながら、空の台車を押していく。

「羊ひつじさん？　名前なのか？」

「執事僧よ。執事喫茶の執事。お寺に勤務して、執務や雑事を取り仕切るお坊ぼうさんなの」

　門の外に花金と文字が描かれたトラックが止まっていた。

「これです」

　花屋の青年が、冷房車トラックの荷台を開いた。一いつ瞬しゆん、周囲が白っぽくなった。

「うぁっ」

　冷気とともに、むせかえるような花の香かおりが押し寄せてくる。

　視界がクリアになったとき、色とりどりの花が見えた。。

　こぶりのトラックの荷台には、バケツがいくつも並んでいた。

　百合ゆりに菊きく、ピンポンマム、スターチス、桔梗、かすみ草、ガーベラ、チューリップ。知っている花も知らない花も、葬儀につきものの花がバケツに山盛りに入っている。

「ウチは冷蔵トラックなんですよ。湿度も高くしています。気温が高くて空気が乾かわいていると花がダメになってしまうんで。寒くて悪いんですが」

　撫子は、着物のままでトラックの荷台によじのぼる。

「おいっ。裾、大丈夫か？」

「平気、着物は私の普段着よ」

　撫子は、荷台の花を検品していった。

「新しん鮮せんなお花ばかりね。きちんと水揚げされていて、すばらしいわ！　すぐにでも生けられるようになっているのね。これ、バケツごといただきます。こちらのバケツも。グリーンはないのですか？」

「いちばん奥です」

「すごい！　丸葉ユーカリにゲイラックス、レザーファン、スマイラックス、モンステラにスパティフォラム！　これと、これと、これと……」

「怪獣の名前みたいだな」

「もうっ、よけいなこと言わないで。……花金さん。こちらいただきます」

「ありがとうございます！」

「寺務所に運んでくださる？　生けこみに一室お借りしているの」

　花を入れたバケツが、トラックのクレーンで下りていく。

　大和は台車によっこらしょとバケツを乗せた。クレーンから台車の上へと、ほんの三十センチほどの移動だが、水をいっぱいに入れたバケツはけっこう重い。

「お運びしますよ」

　花屋も台車を下ろし、その上にバケツを乗せる。

「俺も運ぶ」

「私は先に行って用意してるね」

　先に走る撫子のあとを追って、花金の店員と一いつ緒しよに台車を押して追いかける。

「あっ。お嬢様。ごぶさたしております」

　店員が足を止めた。

「花金さん。無理を言ってごめんなさい。ありがとうございます」

　聞き慣れた声に振ふり向むくと、笑え顔がおが爽やかな、清せい楚そな女子生徒が上品な仕草でおじぎをしていた。

　――えっと。これ、誰だ？　卯木？　まさか？

「どういたしまして。メモリアルホールウツギの理事長には、ほんとうにお世話になっておりますので、お嬢様のお役に立てて光栄です」

　卯木アリサだった。

　大和は思わず目をこすった。

　――なんかすげぇかわいい。あっ。わかった！　化け粧しようとピアスをしてないんだ。

　制服をきちんと着て、上品に笑うアリサは、これがギャルのアリサかと驚くぐらいにかわいらしい。化粧のせいでわからなかった。アリサは綺麗系の顔立ちだったのだ。

「ああそうだ。鈴木以外の全員に電話した。アランは日曜礼拝だからダメだって言ってたけど、他は全員来るそうだ」

「ありがとう」

「山之坊さんは？」

　アリサが聞いた。

「寺務所」

「事務所？」

「えっと、……いいや。一緒に来い」
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「わかった」

　アリサと一緒に寺務所に向かう。

　ドアを開けると、撫子が、制服姿の亜由子と美み穂ほと一緒に、オアシスを切って器に入れていた。緊迫した雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「花持ってきたぜー」

「わっ。すごい。いっぱいの花。綺麗ねー」

　美穂が殺気だった空気を裏切る、ほんわかした口調で言う。

　執事僧が納品書にハンを押して返す。

「ありがとうございましたー。バケツは夕方に取りに来ますんで、納品門のところに出しておいてください」

「花金さん。無理を聞いてくださってありがとうございます」

「事情はお嬢様から聞いています。がんばってください」

　花屋が去っていった。

「ヤマゴボウさんは須弥壇のほうを。俺らは小品のほうを生けるから」

「ええ、そうね」

　撫子は、帯から錦の袋に包まれた木の棒を取り出すと、目の前で真横に構えて鞘を払った。

　着物の袂が美しく流れ、彼女の身体の前で刀身がぎらりと光る。眇めた瞳に迫はく力りよくがみなぎり、必殺仕掛人みたいだ。

「……っ」

　皆が息を呑のんだ。

　まるでヤクザが持つ匕あい首くちだ。撫子が全身から放つ緊迫感も恐おそろしい。

「ヤマゴボウさん。そ、それ……、本物じゃ、ないよな？」

　大和はおそるおそる聞いた。

「本物よ」

　美穂と亜由子がじりじりと後ずさる。

「や、やだっ。撫子さん、冗じよう談だんよね……？」

　美穂が悲鳴をあげた。

「やだな。誤解しないで。花切り刀よ」

　撫子は、花とグリーンを選び出すと、茎くきをスパスパと切っていった。須弥壇の横に生ける華道作品の下準備らしい。

「へえ、すごいね」

　気持ちいいほどの切れ味の良さに、アリサが感心の声をあげた。

「鋏はさみよりこっちのほうが使い勝手がいいの」

　撫子は、ナイロンの風ふ呂ろ敷しきに、切った花を置いていく。

「さっ。できたわ。あとは生けるだけよ」

「このナイフ、私も使ってみたいな。いい？」

　亜由子が言った。

　気持ちはわかる。あまりにも簡単に切れるから、好奇心が刺激される。

「どうぞ。でも、指ぐらいは簡単に切り落とせてしまうから、気をつけてね」

「やっぱいいっ。怖こわいしっ」

「私、須弥壇の花、生けてくるね」

　撫子は、ナイロン風呂敷で花をくるむと、本堂のほうへと急ぐ。

「俺も手伝う」

　もうひとつのナイロン風呂敷を抱かかえて撫子のあとを追う。

　本堂に移動した撫子は、花器を見て小さな悲鳴をあげた。

「きゃあっ」

　花祭りのときにも使っていた一対の巨きよ大だいな花器のうち、右側の花器の下に、小さな水たまりが広がっている。

「水が漏もれてる……」

「ほ、ほんとだ。オシッコ漏らしたみたいだ」

「ヒビが入っていたのね……」

　撫子は、ガリッと親指を噛かんだ。

　修しゆ行ぎよう僧そうが気づき、雑巾で床ゆかを拭き、ヒビの入った花器を片づけてしまった。

「どどどどうするんだ？」

　大和はおろおろした。一難去ってまた一難。違ちがう。一難どころではない。万事休すだ。花が用意できても、花器が無ければ生けられない。どれほど撫子の技量が高かろうと、花器と花がないと無理だ。

　須弥壇の両りよう脇わきの花は、二つでセットだ。同じ花器に同じ花を生ける必要がある。

「執事さんに言ってくるっ」

　撫子は花を須弥壇の横に置き、踵を返した。

「執事さんっ」

　撫子は、忙しそうにファイルをめくっている執事僧を呼び止める。

　小品の生けこみをしている亜由子とアリサ、それに美穂が不安そうに顔を見合わせている。

「花器にヒビが入っていたのですか？　気がつきませんでした。予備の花器ねぇ……」

　執事僧は考え込んだ。

「私ではちょっと……。問い合わせてみましょう」

「それでは間に合いません。裏の竹林から、竹を三本ほど頂いてもいいですか？」

「かまいませんよ。竹林がどんどん広がるので、竹を刈るのに苦労しているほどですから、いくらでも切ってください」

「ありがとうございます！」

「竹をどうするのですか？」

「生けます！　大和くんっ、一緒に来てっ！」

「おいっ。ヤマゴボウさん。生けるって……。花材は充分あるんだろ？」

　通用門から外に出て、裏の竹林に向かう。

　撫子は、ざっと竹を見て歩き、一本の竹の前に立つと、例の花切り刀を目の前で構え、深呼吸をした。そして、花切り刀を一閃させた。

　スパッと鮮あざやかな音がして、人間だとちょうど首のあたりに真横の線が入り、竹がばさっと倒たおれてきた。

「うああぁっ。怖ぇーっ。この刀、人間の首だって切れるんじゃねぇのかっ!?」

「そうね。切れるかもね。華道をすると、刃は物ものの扱あつかいが上手になるの」

　撫子は、竹をスパスパと切っていき、七十センチから三十センチほどの長さの違う竹の切れ端をいくつも作った。

「どうすんだ？　こんな切れ端……？　竹ヤリにもならねぇし。半分に割って青竹踏みをするとか？」

「こうすればわかるでしょ？」

　撫子は、竹の切れ端を三つほど立てて見せた。

「お正月の門松？」

「違うわ。上から見て」

　高さの違う竹は、ただの筒ではなかった。節ふしが筒を遮さえぎっていて、筒状の器ができていた。

「花器だ……」

「そうよ。これひとつだけでは一輪挿しにしかならないけど、この筒を六つか七つほど揃えて、グルーガン（強力糊）と緑のワイヤーで緩まないように止めたら、花器になるわ」

「竹の花器かよ。高さが違っていてなんかオシャレだし、お寺の雰囲気にピッタリじゃないか!?　すげぇ。ヤマゴボウさん。すげぇよっ」

「当然よ。私を誰だと思っているの？　私は山之坊撫子よ」

　撫子は、つんと顎を上げると、肩の上で髪かみを払った。

　――おおーっ。カッコイイーッ。

「これ、寺務所に持っていって欲しいの」

「本堂じゃなくていいのか？」

「本堂で糊なんか使えないわ。お坊さんがすごく綺き麗れいに掃そう除じしてるんだもの。寺務所には、ワイヤーとかグルーガンとか置いてあるから、寺務所で花器に組んでから本堂に持っていくつもりなの」

　撫子は、竹の切れ端を三つほど持って走りだした。

「わかった。……くっ。重いなーっ」

　撫子の倍ほどの量の竹を抱えて歩くが、竹は意外と重く、持ちにくいこともあって、よろよろしてしまう。

「私が持ちマース」

　アランがひょいっと竹を持った。

「あれっ？　アラン、日曜礼拝は？」

「エスケープしてきました」

　制服をきちんと着たアランが、茶目っ気たっぷりにウインクした。

「助かる。ありがとう。カトリックなのに、礼拝をサボらせてごめんな」

　アランに竹を半分渡わたし、廊ろう下かを急ぐ。

　撫子が竹を立ててドライヤーのような機械を当てていた。

「グルーガンなの。強力糊よ。押さえてくださらない？」

「わかった」

　撫子がグルーガンを操作する。

　七本ほどの竹にワイヤーを回して固定しようとするが、少女の力では堅く結ぶことは難しいようで、やり直している。

「私がやりマース」

　さすが武道科。きつくワイヤーを巻きつけ、ねじって止めると、高低のある竹の花器ができあがった。

　竹を張り合わせて作ったインスタント花か瓶びんなんて思えないほどしっかりしたつくりで、竹の緑色が鮮やかだ。

「持っていこう。うっ」

「重いわよ」

　冗談抜きに重い。竹の筒ひとつひとつは軽いのに、七つもくっつけたものだから、やたらと重い。

「私が運びマース」

「ヤマゴボウさんも本堂に行って生けこみしてくれ。俺は竹の器、もうひとつ組んでから持っていくから。もう八時半だぞ。時間ないぞ」

「そうね」

　大和は裏の竹林と寺務所をもう一往復して、竹の切れ端を七つ組み、グルーガンで張り付けようとした。

　撫子は簡単そうにやって見せたのに、意外と大変で、なかなか張り付いてくれない。

「誰かこれ、押おさえてくれ」

「無茶言わないでよ。私たちだって忙しいのよ」

　亜由子が言った。

「これで何個めだよ？」

　アリサが聞く。

「えっと、七個」

　美穂が言う。

「八個めができあがったよ」

　亜由子が答える。

「あと一時間半で十二個もできるかな？」

　美穂が気弱そうに言った。

「やらなきゃいけないんだよ。がんばろうっ」

　アリサが言った。

　女子の手伝いは頼めそうにない。

　悪戦苦闘していたら、撫子とアランがやってきた。

「生けられたわ」

　撫子が晴れやかに言った。

「やった！　もうひと鉢だな」

「ええ」

　撫子が手を貸してくれたので、グルーガンでの張りつけが終わった。アランがワイヤーで縛り花器にしたそれを、肩に乗せて歩いていく。

　本堂に行くと、須弥壇の横に、見事な作品が生けられていた。

「すげぇ」

　高低をつけた竹の器を縛って作った花器に、花がこぼれんばかりに生けられている。

　即興で作った器と、葬儀屋の花で作った作品なんて思えないほどだ。まっすぐな竹の筒が躍動感を生み出して美しい。

　それでいて、おしつけがましくなく、本堂の雰囲気にぴったりあっている。

　これを即興で生けてしまったのだ。

「綺麗に生けられたな」

「ふふっ。そうでしょ」

「ここ置きマース」

　左側に、アランが花器を置いた。

　左右の花器を見比べた大和は、あっと声をあげた。

「やばいかもっ」

「何でしょうカ？」

「須弥壇の花は、左右対称でないとダメなんだよな？」

「そうね」

「器の竹の高さ、左右が違う……」

　高さの違う竹の筒をくっつけ合わせて作った花器だ。その筒の高さがまちまちで、左右非対称になっていた。

　――せっかくここまでやったのに……。

　大和は真っ青になった。

「やり直すか？　で、でも、時間が足りないよな」

　声が震ふるえた。

　今は九時二十五分。三十分になれば入口が開けられ、拝観料を払った参拝者が入ってくる。そして十時ぴったりに大だい般はん若にや祈き祷とう会えが始まる。

　器を作り直す時間は、ない。




　　　　　☆




　その頃ころ、寺務所では、トラブルが起こっていた。

　余っている花の量が、目に見えて減ってきたのだ。

「お花、足りる？」

「だめっ。ぜんぜん足りない！」

「ど、どうしようっ!?　私、たくさん使い過ぎちゃった？」

「こっちの花を抜いて、新しいのに刺す？」

「だめだよ。そんな。スカスカになっちゃう。オアシスが丸見えじゃん」

　初心者が生けているものだから、撫子の見積もりを越えてしまい、花が足りなくなってしまったのだ。

　花が無ければ、生け花はできない。

　三人は真っ青になった。

「買いに行こうか？　今だとお花屋さん、開いてるかも。近鉄奈良駅まで行けばお花屋さんあるはずだから」

　アリサが言った。

「無理よ。そんな……。あと十分で入口が開くのよ」

　亜由子は声をふるわせた。

「オアシスが見えないようにすればいいのよね？　……これ、どうかな？」

　美穂がカバンから、千代紙で作った折おり鶴づるを取りだした。

　鶴の羽根を広げると、満開の百合ほどの大きさになった。

　子供好きの美穂が、外国人観光客の子供にプレゼントするため、持ち歩いている折り紙だ。

「これを、茎に刺さして、こんな風にオアシスに刺すの……。お花みたいに」

「あ、いいっ。美穂ちゃん。これいいっ。すごくいいっ。ウチの寺にも飾かざりたいっ」

「ほんとだーっ。すごい。美穂、やるじゃんっ。いいアイデアだよ」

　アリサが歓声をあげた。

　美穂はふぁぁんとした笑えみを漏らした。

「急いで折らなきゃ。……やだっ。私、鶴の折り方、覚えてないわ」

　亜由子が折り紙を前におろおろする。

「私が折るね……折り紙は得意なの……」

　のんびりおっとりの美穂らしくもないてきぱきした手つきで、折り紙を次々に折っていく。

「なんとかできそうだね」

「うん。華はなやかで綺麗。和風って感じ。お店に置いてあっても不思議じゃないね」

「アランがワビサビゼーンってはしゃぎそう」

　華やかでいて、しっとりした作品ができあがった。

　折り鶴はインパクトがあり、視線が千代紙に行ってしまうから、生け花のつたなさが目立たない。

「そろそろ入口が開く時間だよ。トイレに持っていかないと……あっ！」

　アリサが悲鳴をあげた。

「大和とアランがいないよ。女子トイレには持っていけるけど、男子トイレに持っていけない……っ！」

「ほ、ほんとね。気がつかなかった」

「入口で、トイレに入る人に、置いてくださいって頼たのもうか」

「いやよ……そんな……恥はずかしいよ……」

「ど、どうしたらいいの？」




　　　　　☆




　本堂でも問題が起こっていた。

　手作りの花器は、左右一対が同じにはならなかった。

　左右対称になるように生けなくてはならないのに、竹の高さが右と左でまったく違う。

「大丈夫よ。生け方でごまかすから」

「で、できるのか？　かなり違うぞ」

「私を誰だれだと思っているの？　私は山之坊撫子よ」

　気負いもなく、さらっと言うところがすごい。

「あと五分ほどで入口が開くのね。二十分で生けてみせるわ」

　撫子は、花器の前に座ると、花を生け始めた。キャリア十五年の熟練の手が、迷いのない仕草でなめらかに動きだす。

　花を生ける彼女は凛として綺麗だった。竹の前で刀を構えていたときの、寄らば斬るぞというような殺気はない。

　袂が邪じや魔まにならないのかと不思議に思うほど、手がなめらかに動く。着物は普段着だと言ったが、ほんとうにその通りだ。

　撫子の横顔には、おだやかな笑みが浮かんでいた。

　トラブルに次ぐトラブルで、時間も少ないというのに、それでもこんな風に落ち着いて、花を生けることのできる撫子に感心する。

　――ヤマゴボウさんって、花を生けることが、ほんとうに好きなんだな……。

「ビューティフル」

　アランが感じ入ったという雰囲気でつぶやいた。

　花が綺麗だと言いたいのか、撫子が綺麗だと言いたいのか、おそらくはその両方なのだろう。

「うん。ヤマゴボウさんって、カッコイイな……」

「ふふっ。ありがとう。水を持ってきて欲しいの」

　撫子がふいにこちらを向いた。聞かれていたのかと赤面する。

「わかった」

「水道、こっちデース」

　アランに教えてもらって、水を入れたバケツを持って往復する。




　　　　　☆




　寺務所では、美穂、アリサ、亜由子の三人がおろおろしていた。

「大和とアランがいないと、男子トイレに持っていけないよ」

　せっかく作った花が飾れない。

　トラブルを乗り越えて、二十個の小品が作れたというのに。

「僕が持っていくよ」

　ひょいと顔を出したのは鈴木学まなぶだった。メガネのブリッジを指先で押さえている。
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「ど、どうして鈴木が……。神戸から来てるんだろ？」

「アランが電話くれたんだ。英語ですごいあわてた口調で電話してきた。日曜礼拝で行けないから代わりに行ってくれって。塾じゆくに行くつもりだったんだけど、さぼった。英語と数学と理科だから、父さんと母さんに教えてもらうよ」

「さすが鈴木だっ。ハンサムに見えるよ！」

「ちょっと。アリサ、その言い方、やめようよ。鈴木がハンサムじゃないように聞こえるもの」

「あっ、ああっ、そ、そうだねっ。ごめん。私思ってること、そのまま言ってしまうんだ」

「よけい悪いって」

　掛け合い漫才のようなアリサと亜由子の会話に、鈴木が苦く笑しようした。

　美穂はおだやかに笑っている。

「境けい内だい地図、見せてくれないか。最短距離で運んでやる」

「さっすが特進！　偏へん差さ値ち七十五の男っ。……あっ、茶化してるんじゃないからなっ」

「わかってる。行こう」




　　　　　☆




　入口の門が開き、拝観券を手にした参拝客が三々五々入ってきた。

　物見遊山の観光客は、宝鳳寺の壮麗な外観に目を細めながら本堂へ向かい、小こ銭ぜにを賽さい銭せん箱ばこに入れ、手を合わせる。

　そして、本堂の須しゆ弥み壇だんの横で正座し、花を生けている撫子の後ろ姿を見て、驚おどろきの表情を浮うかべる。

「あら、見て。ずいぶん若い子が花を生けてるわよ」

「男子高校生が手伝ってる。宝鳳寺の制服ね。じゃあ、あの着物の子も宝鳳寺の生徒さんね。生徒さんが花を生けるのね。こんなのはじめて見たわ。華か道どう部ぶの活動かしら」

「花器も珍めずらしいな。竹で作ってあるのか。左右の器の形が違うのに、一対の花に見えるんだ」

「花の高さを調節することで、全体のバランスを取っているのよ。ああいう、まっすぐな筒って生けにくいのだけど、綺麗に生けてあるわね」

「お上手だわ。部活でちょっとお稽けい古こしただけ、ってレベルじゃないわね。師範代以上の腕うで前まえよ」

「それにしても綺麗な子だな。後ろ姿しか見えないけど、着物が似合うなぁ」

「花も、あの女子生徒も綺麗ね」

　観光客の注目を浴びているにもかかわらず、撫子は落ち着きはらっていた。花を生ける指先さえ震えない。

　祭りの期待にうわついた空気が流れるなかで、彼女の周囲だけが静せい謐ひつな空間に包まれているようだった。

　作品ばかりではなく、生ける姿さえ絵になっている。

「ライブアレンジですネ」

　アランが大和に囁ささやいた。

　アレンジは生けること。ライブアレンジは、生けこみパフォーマンスみたいな意味だろう。

　やがて撫子は、ふーっとため息をついて緊きん張ちようをほどいた。

　生け終わったらしい。彼女は丈たけをつめた茎と、余った花をナイロン風呂敷に軽く包むと立ち上がった。

　奥おくの仏像に向かっておじぎをし、次に参拝客に向き直って、丁てい寧ねいなおじぎをした。

　参拝客のあいだから、感心の気配と、拍手が響ひびいた。

　撫子のがんばりをたたえる拍手だった。

　拍手はだんだん大きくなり、びっくりするほど長く続いた。

　大和は、竹筒に水を入れながら、参拝客の雑談を聞くともなしに聞き、自分が誉ほめられているような得意な気分になっていた。

　――生けられた。生けられたな。ヤマゴボウさん。やったなぁ！

　花もない、花器もないという状じよう況きようから、よくもまあ、こんなに見事な作品を作ったものだ。

　切り立ての竹は健やかで瑞々しく、鮮やかな緑色をしていて、葬儀用の花を引き立てている。現代的で若々しく、勢いがあって美しい。

　華道というものは、生けた人の性格が出るのだろう。

　まるで撫子そのもののような作品だった。




　時間は、九時四十五分を示していた。




　　　　　☆




　大和は、アランと撫子と一緒に寺務所に戻もどった。

「……って、誰もいないじゃないか……」

　花の茎とオアシスのカケラが机のまわりに散乱し、嵐あらしのあとのようになっている。

　バケツはカラッポで、グリーンも花も一輪もなく、鶴を折った千代紙が、机の上に置きっぱなしになっていた。

　忙いそがしそうにしていた執事僧もいず、寺務所は森閑としている。

　大和はスマートフォンで時間を確かく認にんした。九時五十分。大般若祈祷会の開催まであと十分しかない。

　寺務所の内部にいてなお、観光客のざわめきと、祭りの前のわくわくした期待の気配が伝わってくる。

「トイレの小品、生けられたのよね？」

　撫子が不安そうに聞いた。

「生けられたんだと思う、けど……」

　バケツの花が、綺麗さっぱり無くなっていることに不安を覚えた。花が足りなくなったのではないか。

　それとも、花の量がぴったりだったのだろうか。

　撫子はてきぱきと片づけをはじめた。

　オアシスのくずや花の茎、切り落とした枝を新聞紙にくるみ、バケツの水を捨てて重ねる。

「納品門ですネ？　私、運びます」

　アランがバケツを持って出ていく。

「アラン、ありがとう」

　バケツは、花屋がのちほど回収してくれる予定だ。

　撫子は、あっという間に片づけを終えると、大和が持ってきた牛乳パックを十センチほどの高さに切り落とし、口のところをギザギザに切っていった。

「どうするんだ？」

「もうオアシスがないから、ギザギザに切ったところを花止めにして、余ったお花を生けておこうと思って。寺務所に置いてもらうの。お礼のつもりよ」

　撫子は花を一輪残さず生け終わった。

　牛乳の入っていた紙パックの器そのままなのに、ギザギザの切り口がアクセントになっていて、モダンな小品ができた。

　撫子は、寺務所のテーブルの上に置いた。

　だが、誰も帰ってこない。

「電話してみようか？」

　焦れてスマートフォンを取りだした瞬しゆん間かん、女子たちが戻ってきた。

「あー。疲つかれたぁっ」

　亜由子が椅い子すにへたり込む。

「なんか甘あまいものが欲しい気分だね」

　アリサも、椅子に座すわり、ふーっとため息をついた。

「あーっ。撫子さんだっ。本堂のお花、生けられた？」

　あとから入ってきた美穂が言った。

「バッチリよ。そっちはどう？　花が足りなくなったんじゃない？」

「そうなんだよ。撫子さん。美穂が折り鶴を作ってくれて、それを花みたいに生けたんだ」

「すごい。いいアイデアだわ」

　美穂が顔の横でダブルピースを作っておどけた。

「十ヶ所のトイレ、外の駐車場のぶんも、全部置いてきたよ。男子トイレは、鈴木くんが置いてくれたの。鈴木くんがいてくれてよかったよーっ」

　いちばん最後に戻ってきた鈴木が、照れくさそうに頭を掻かいている。

「鈴木も来たのか？」

　大和が聞いた。

「うん。アランから電話きて、日曜礼拝で行けないから、代わりに行ってくれって、英語でまくしたてられた。塾の日だったけど、さぼった」

「私、英語でしたカ？」

　バケツを運んで戻ってきたアランが聞いた。

「英語だった。すっげぇ早口」

「私、あわてていました。私、日曜礼拝エスケープしました」

「ふふ。みんなありがとう。みなさんの協力のおかげで、生けこみが終わりました。大和くんもアリサさんも、亜由子さんも、美穂さんも、鈴木くんも、アランも、みんなみんなありがとう」

　大和がアリサに頼み、アリサが葬儀用の花を手配してくれて。

　アランが力仕事を引き受けてくれて。

　鈴木が塾をさぼって神戸から駆けつけてくれたおかげで、男子トイレに花が置けて。

　美穂が折り鶴で花材の不足を補ってくれて。

　亜由子もアリサも美穂もがんばって小品を作ってくれて。

　みんなが協力して、生けこみが完成した。

「私ひとりでは、できなかったわ」

　撫子が瞳ひとみをうるませた。

「ヤマゴボウさん。もっと俺おれたちを頼れよ。ひとりで全部やろうと思わないでさ」

　大和は言った。

　撫子は、鹿しかに取り囲まれて悲鳴をあげていても、「助けて」とは言わなかった。

　美び貌ぼうと才知にめぐまれ、華道家元の娘むすめに生まれ、完全で完かん璧ぺきに見えた撫子の弱み。

　それは、人に助けを求めようとしないところだ。

「そうね……」

　撫子は、巨大流派、いけばな山之坊の次期家元候補だ。弱みを見せず、ひとりで何でもやるクセが染みついているのだろう。

「うん。仲間なんだしさ」

　亜由子が言った。

　撫子が泣きそうに顔を歪ませた。

「撫子さん、片手あげて」

　アリサが言った。

　パシッと鮮やかな音を立ててハイタッチする。

「え？」

「終わったし、がんばったから、ハイタッチ」

「お疲れさまーっ」

「がんばったねー」

「大変だったな」

　みんな晴れやかな顔をして、ハイタッチをする。

　ひとしきりハイタッチが終わったあと、誰からともなく、わーっとみんなで拍手した。

　そのとき、まるでタイミングを合わせるように、境けい内だいのほうから拍手の音が響き、読ど経きようの声が聞こえてきた。

　大般若祈祷会の読経は、陽気で明るい。

　お経の声は、気が滅め入いるほどに陰いん気きに聞こえるときもあるのだが、気の持ちようが違うせいか、楽しいリズムで響いている。

　イベントを待つワクワクした気配が、敬けい虔けんな祈いのりの空気に変わっていく。

「大般若祈祷会、はじまったのね」

「見に行こう」

「そうね」

　皆みなで寺務所を出て、廊下を歩く。

「ごめん。先に行ってくれ」

　大和は途と中ちゆうでトイレに入った。小用をすませて、洗面所で手を洗う。

　花が置いてあった。牛乳パックで作り、周りを防水包装紙でつつみ、千代紙の折り鶴と一いつ緒しよに生けた花が。

　撫子のプロの生け花を見たあとなので目が肥えてしまい、つたなさがわかってしまう。花のスキマからオアシスが見えてスカスカだし、丸く盛るはずがギザギザだ。

　だが、いかにも手作りらしい、心の籠もった花で、印象がやさしい。花を見ていると思わず笑みが浮かんでしまう。

　――ああ、生けられたんだ。できたんだ。すげぇな俺ら。初心者なのに。あんなにトラブルだらけだったのに。

　感慨が押し寄せてきて、鼻がツンとした。

　手を拭きながら廊下に出ると、おばさんたちが話していた。

「素す敵てきなお花が飾ってあったわね。牛乳パックを使ってるのね」

「ああ、宝鳳寺の生徒さんが生けたんでしょ？　本堂でも、若い子が生けこみしてたもの」

「いかにも生徒さんが生けたって感じの、つたないお花だけど、雰ふん囲い気きが明るくなっていいわね」

　おばさんたちの後ろ姿に、ふかぶかとおじぎをする。

　花を生けて誰かが喜んでくれた。それがうれしい。文化祭のあとのような達成感と、「終わった！」という感慨は、最高にさわやかだ。

　無理ではないかと思うほどの困難続きだったから、気持ち良さが倍加されているようだった。

　――これって、二利円満だよな？

　私は幸せ、あなたも幸せ。

　私はオッケー、あなたもオッケー。

　――うん。きっと、そうだよ。でも……。

　ＷＩＮＷＩＮだけは納なつ得とくできない。誰かが勝てば、誰かが負けるのではないか。幼よう稚ち園えんのかけっこみたいな、みんなで手をつないで仲良くゴールなんて気持ちが悪い。一等は一等、二等は二等でいいのではないか。

　境内に出ると、観光客が楽しそうに本堂を見ていた。紙をめくるバサバサという音と、読経の声が重なり合う。参拝者が多すぎて本堂は見えないが、荘そう厳ごんな雰囲気が伝わってくる。

「大和くんーっ。ここよーっ」

　撫子が手を振ふった。着物の袂が美しく揺ゆれた。

　華道部のみんながひとかたまりに集まっている。

　制服姿の部員の中で、花柄の着物姿の撫子がひとり目立っていた。

　美穂と楽しそうに話していた亜由子に話しかける。

「なぁ。亜由子。これって自利利他だよな？」

「え？」

「俺さ、今、すごく気持ちいいんだ。やったぞーって気分なんだ。トイレを出てきたオバサンが、お花があると気分が明るくなるって話していたんだ。俺もいい気分で、オバサンもいい気分になるなんて、自利利他だと思うんだ」

「うん。そうね。二利円満だよね」

「でも、ＷＩＮＷＩＮだけは納得できねー。私も勝って、あなたも勝つなんてできないだろ。かけっこでも何でも一番二番って決まるだろ。みんな勝つなんてありえねぇ」

「そのありえない方法を、一いつ生しよう懸けん命めい考えて、みんな幸せになるためにはこうしたらどうかなって教えたのが、仏陀なんだと思うのよ。仏教は、よりよく生きる知恵なのよ」

「なるほどね。仏陀の教えだから仏教か」

　私は幸せ、あなたも幸せ。みんなが幸せ。

　現実にはみんな幸せなんてならないが、仏陀はそれでもみんなが幸せになる方法を考えた。仏教は仏陀の教えに他ほかならない。仏教はよりよく生きる知恵。

　その説明は、簡単でスッキリしていて、パッと視界が広がる気分だった。

「で、でも、俺は仏教徒じゃねぇぞ。宗教なんて気持ち悪いし。俺ん家は無宗教だ」

「私はね。宗教はＯＳだと思うの」

「ＯＳって、オペレーションシステム？」

「そうよ。基本ソフトよ」

「わかんねぇ。なんで突とつ然ぜん、パソコンが出てくるんだ？」

「基本ソフトによって、パソコンの処理速度とか、使い勝手が変わってくるって、コンピュータの先生が言っていたでしょ？　仏教は、みんなが気持ち良く幸せに生きるための知恵、みたいな認にん識しきでいいんじゃないのかな」

　宗教は気持ち悪い。それは大和の正直な感覚だ。

　だが、自利利他が、みんなの幸せをめざす考え方であるように、よりよく生きるための知恵が詰つまっているのが仏教だと考えると、気持ち悪さはかなり薄れる。

「ふーん。亜由子って、うまく説明するんだなぁ」

　アリサが感心の声をあげた。

「私はカトリックですが、仏教はゼンでーす。ワビサビを感じまーす。仏教はファンタスティックでーす」

　アランが言った。

「そうだよ。アラン程度の認識でいいんだと思うよ」

　アリサが言った。

「アリサさん、その言い方は、アランをバカにしているように聞こえるわ」

　亜由子がたしなめた。

　いつの間にかみんな名前で呼び合っている。

「あっ。ごめん。そうだな」

「でも、私も、そう思うわ。インド仏教はがちがちだけど、日本の仏教はおおらかだしね」

「何のことデスカ？　私、日本語ワカリマセーン」

　アランがとぼけた。

　美穂がくすくすと笑いだした。

「ウチの両親が、灘なだより宝鳳寺のほうがいい、って言ったの、それかもな。医者になる上で、いちばん大事なことを教えてくれる学校だからって。医者は、やりがいもあるけど、辛いこともある仕事だからって言っていた」

　鈴木が言った。

　びゅうと風が吹ふきすぎた。撫子が左手で髪かみを押さえた。彼かの女じよの手首には、透とう明めいな石をつないだ数珠じゆずが光っている。

　――数珠、填めようかな？

　――いや、まだだ。未来の夢が決まってから。

　まだ、大和はつけてはいけない。

　数珠は、彼かれら彼女らの、未来への道を示す明かりだから。そんな気がした。

　物見遊山気分の観光客が、拝観を終えて境内を出ていき、境内全体が見えるようになった。

　大和は、思いがけない光景に目を見張った。

　たくさんの修しゆ行ぎよう僧そうが等とう間かん隔かくに並びお経を読んでいる。

　大だい般はん若にや祈き祷とう会えは、大般若経を読むイベントだと聞いた。だからそれはいいのだが、僧そう侶りよは右手に持った経本を、左側へとざらざらと流している。

「えっ、ええぇっ？　えーっ。わっ、あれなんだっ!?　あ、あれ、お経の本だよなっ!?」

「そうよ。それがどうしたの？」

　お経の本は、綴じた本ではなく、ジャバラ状に折り畳んだ和紙でできているらしい。

　お経を書いた和紙がハリセン状に広がって、お経が右手の肩かたの上から腰こしの横に構えた左手の上まで、美しく流れていく。ざらざらという紙のこすれる音でうるさいほどだ。

　ネットの画像を見たとき、なんでお坊ぼうさんたちはハリセンを身体の前で構えているのかと不思議だったが、静止画像ならではの錯さつ覚かくだ。

　ハリセンではなく、お経の本だ。経本を右から左に流しているのである。さながら手品師がトランプを操るように。

　何十人も修行僧がいっせいにお経を流しているものだから、スペクタクルな光景だ。

「ファンタスティック！」

　アランがはしゃいだ。

　たしかにファンタスティックだったが、大和の目にはお経の本で遊んでいるようにしか見えなかった。

　驚きの表情を浮かべているのは、仏教と縁えんがなく過ごしてきた大和と美穂、鈴木の三人だけで、撫子、アリサ、亜由子の三人は、平然とした表情を浮かべている。

　アランはワビサビゼーンとおおはしゃぎだ。

「お坊さんたち、読んでないんだが……」

　大和はおそるおそる言った。

「読んでるわよ」

「紙をばさーって空中に投げてるように見えるんだが」

　鈴木と美穂がうんうんとうなずいた。

「転てん読どくって言うの。お経の本のタイトルと数行だけを読んで空気に触れさせることによって、全部のお経を読んだことになるの」

「信じられねぇ。仏教っていいかげんなんだな」

「おおらかなんだって言ってほしいなー」

　大和は絶句した。

　仏教ってちょっといいかもと思った自分が浅はかだったのではないか。やはり、仏教は、わけのわからない世界なのではないか。そんな疑問がふつふつとわき起こる。

　だが、今までのような、キモチワルイ、逃げたい、勘かん弁べんしてくれといった嫌悪感ではなく、おもしろそうだと肯定的に捉えている自分がいる。

　美穂と鈴木も同じ気持ちのようで、苦笑していた。

「だって、大般若経は三蔵法師がインドから持ってきたお経で、六百巻以上もあるのよ。全部読んでいたら何日もかかっちゃうわ」

「三蔵法師かよ。ドラゴンボールの世界だな」

「仏教学の授業、来週から般はん若にや心しん経ぎようの暗唱よ」

　撫子が内緒話をするようにして言った。

「それは授業のときに聞いたけど」

　お釈しや迦か様さまがいかに偉えらいかの勉強が終わり、いよいよお経の暗唱がはじまる。般若心経を丸暗記するのだと青あお木き先生に言われた。

「あっ！　い、いま、ばっさばっさしてるの、大般若経だよな？　あれを覚えるのかよーっ!?」

「そうよ。大般若経よ。六百巻以上あるの。あれを覚えるの。ふふっ」

　亜由子は楽しそうに言った。

「ええーっ。ウソだろっ。ウソだよなーっ!?　ありえねぇって。鈴木でも無理だって」

「それがありえるのよね」

　撫子がうなずく。

「ははっ。亜由子も撫子さんも、意地悪だねぇ」

　アリサが笑った。

　亜由子と撫子も笑う。
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　――たぶん冗じよう談だんだ。うん。

　大和も美穂も鈴木も、アランも、つられたように笑いだした。

　仏教がキモチワルクても。

　仏教が幸せな生き方のＯＳであっても。

　仏教が適当なんだか緩いのだかわからなくても。

　濃い仲間たちがいて、学校が楽しい。

　それで充分だった。







エピローグ







　高たか原はら大和やまとは目を疑っていた。




「般若心経を配ります」

　仏教学の青あお木き先生が配った紙は、Ａ４一枚に、漢字が書かれ、ルビが打たれた簡単なものだった。

　――これが般若心経かよ？　少ないじゃないかよ？

　大般若波羅蜜多経が、六百巻以上の膨大なお経で、大般若祈祷会では、転読しないことには読めないほどだというのに、目の前の紙に記載された漢字は少ない。

「般若心経は、二百七十六文字しかありません。この三百文字に満たない中に、大般若波羅蜜多経の神髄が詰まっていると言われています」

「ダイジェストなんだね」

　アリサが言った。

「はい。大般若経のダイジェストですね。それだけではなく、摩訶般若波羅蜜経と、陀だ羅ら尼にというお経のエッセンスも入っています」

　――般若心経って、まとめサイトなんだ。

　大和は納得した。

「魔まよけにもなるという、ありがたいお経です」

「これさえ覚えておけば、どんな宗派でも使えるんだよね？」

　アリサが言った。

「えーと、そうですね。全ての宗派とは限りません。日蓮宗、浄土宗、浄土真宗は、般若心経をよみません。新興宗教では、般若心経を霊れいが集まってくるから悪いと言ったりもしますね。ですが、ほとんどの宗派では、般若心経を読みます。我わが校こうでは、全てのイベントで般若心経を暗唱しますので、がんばって丸暗記してくださいね」

「全てのイベントって、校歌みたいだね」

　アリサが言った。

　一読した大和は、うなり声をあげた。

「お経だ……」

　意味がまったくわからない。目が滑って読めない。パッとみたときは短いと思ったが、いざ読んでみるとお経のように長たらしくて退たい屈くつだ。こんなもの丸暗記できるなんて思えない。暗唱なんて人間業ではない。

「お経ですよ。高原くん」

「そ、それはわかってるんですが……。ぎゃーてぎゃーてはらそーぎゃーてぼちそわかなんて、外国語みたいだと思ったんです」

「鋭いですね。お経は外国語です。日本語に訳したものですから、そのままの単語が残っている場合もありますね。ぎゃーてぎゃーてはらそーぎゃーてぼーちそわかはサンスクリット語そのままですね」

「ど、どうやって覚えたらいいんですか？　青木先生」

「丸暗記です」

「ままま丸暗記ですか……？」

「はい。中間テストは般若心経の暗唱が七十点、ペーパーテストが三十点という配点です」

　大和は顔を青くした。般若心経の暗唱ができなかったら、たとえペーパーテストで満点を取っても赤点だ。

　あちこちから、がんじーざいぼーさつ、だの、いっさいくやくしゃりし、だの、お経を唱える声が聞こえてきた。

　誰だれしも赤点は取りたくないから必死だ。

　いつものんびりした仏教学の授業が、にわかに緊迫感を帯びる。

「丸暗記は簡単ですよ。何度も唱えればいいんです。百回読めば暗記できますよ」

　先生はおだやかな口調で言った。

　鈴すず木きが前に「解答欄を全部埋めればいいんだ。そうすりゃ百点を取れる」と言ったのと同じぐらいの暴論だ。

「がんじーざいぼさつぎゃてぎゃてはらぎゃーて……うわっ。真ん中飛んじまったーっ。うわぁ。うわぁっ。どうやったら暗記できるんだよーっ。これーっ」

　――やっぱり、宝ほう鳳おう寺じって嫌きらいだぁっ！

　大和があげる内心の悲鳴をよそに、一年一組の仏教学の授業は、異様な盛り上がりを見せていた。
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あとがき







　こんにちわ。わかつきひかるです。

　ＨＪ文庫では二年二ヶ月ぶりの新作ですので、はじめましてのほうがいいのかもしれませんね。

　ライトノベルは、自分からこういうのを書きたいというときもあれば、編集者から「××で行きましょう」と言われるときもあります。

　今回は、「仏教学校もので行きましょう」とお題を頂きました。奈良は幸さいわいにしてお寺がいっぱいあって、いろんなお寺がイベントをしています。お坊さんの講演会やお話会もたくさん。取材先には困らなかったです。

　花祭りにも行って甘あま茶ちや飲んできたし、大だい般はん若にや祈き祷とう会えも行きましたよ。大般若祈祷会はスペクタクルですので、機会があれば行ってみてください。仰ぎよう天てんしますよ。

　奈良には偏へん差さ値ち七十五の仏教学校があります。文化祭は公開されているので、文化祭を見学して、お坊さんの先生の公開授業を聞きました。

　卒業生にランチをおごりながら話を聞いたところ、「普通の学校ですよ」と言うのですが、聞いてみたら普通じゃないエピソードがわんさか出てきておもしろかったです。

　仏教監修は、本物の住職さんである蝉せみ丸まるＰ先生です。蝉丸Ｐ先生のお寺に編集長と一緒にお伺いし、お話をお聞きしました。ありがとうございました。

　華麗なイラストで私の小説を飾って頂けました犬いぬ江えしんすけ先生。ありがとうございました。

　二年間の努力の結晶です（はためには遊んでるだけに見えたことでしょう）。楽しんで頂けたら幸いです。

　それではまた、どこかでお会いしましょう。


二〇一四年三月五日

インフルエンザＢ型で微熱に悩まされながら……。

わかつきひかる


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




わかつきひかる先生／犬江しんすけ先生
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